
  
 



 

 

                         

                         

                         



 

 

                         

                         

                         

 

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
人
生
１００
年
時
代
の
到
来
や
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
向
け
た

技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
等
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
教
育
に
お
い
て
は
、
時
代
に
合
っ
た
学
び
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た

学
び
の
姿
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
時
代
を
超
え
て
変
わ
ら
な
い
価
値
の
あ
る
も
の
（
不
易
）
」
と

「
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
（
流
行
）
」
と
を
見
極
め
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も 

 

た
ち
の
未
来
を
見
据
え
た
確
か
な
実
践
と
挑
戦
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
わ
せ
て
、
本
市
が
誇
る
歴
史

と
伝
統
文
化
の
継
承
や
、
市
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
も
大
切
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。 

本
計
画
は
、
平
成
29
年
４
月
に
策
定
し
た
「
古
河
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
前
期
５
年
間
が
経
過
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
未
来
に
向
け
た
教
育
へ
の
思
い
を
込
め
た
「
後
期 

 

計
画
」
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。
本
市
の
教
育
の
方
向
や
目
標
、
今
後
講
ず
る
べ
き
施
策
を
７
つ
の
施
策
と

し
て
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
皆
様
と
と
も
に

「
人
が
育
ち
文
化
の
息
づ
く
古
河
を
つ
く
る
」
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
、
策
定
に
あ
た
り
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
を 

 

申
し
上
げ
ま
す
。 
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１ 

計
画
策
定
の
趣
旨 

 

 

古
河
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に

「
古
河
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
平
成
29
年
度
～
令

和
８
年
度
）
を
策
定
し
て
以
来
、「
人
が
育
ち
文
化
の

息
づ
く
古
河(
ま
ち)

を
つ
く
る
」
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
な
が
ら
、
教
育
振

興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
技
術

革
新
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
新
た
な
生
活
様
式
な
ど
、
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
市
民
の
新
た
な
知

識
・
技
術
を
習
得
し
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
は
多
様
化

し
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
学
習
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
を

行
う
場
や
機
会
の
提
供
、
施
設
の
環
境
づ
く
り
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
課
題
も
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
つ
つ
あ
り
、
い
じ
め

や
虐
待
、
不
登
校
な
ど
の
問
題
は
依
然
と
し
て
解
消
さ

れ
ず
、
さ
ら
に
子
ど
も
の
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な

ど
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
通
し
て
市
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
豊
か
に
し
、
地
域
や
社
会
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
古
河
市
で
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
や
、
変
化

す
る
環
境
や
社
会
に
順
応
し
、
互
い
に
支
え
、
助
け
合

う
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
改
め
て
本
市
が
目
指

す
教
育
の
方
向
性
と
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
５
年
間
に

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
し
、
本
市
教
育
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
古
河
市
教
育
振
興
基
本
計

画
（
後
期
計
画
）」
（
以
下
「
本
計
画
」
と
い
う
。）
を

策
定
し
ま
す
。 

  

２ 

計
画
の
位
置
づ
け 

 

 

本
計
画
は
、
「
教
育
基
本
法
」
（
平
成
18
年
法
律
第

120
号
）
第
17
条
第
２
項
に
規
定
さ
れ
る
「
教
育
振
興

基
本
計
画
」
に
あ
た
る
計
画
で
あ
り
、
国
の
「
第
３
期

教
育
振
興
基
本
計
画
」
や
県
の
「
い
ば
ら
き
教
育
プ
ラ

ン
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
市
の
「
第
２
次
古
河
市
総

合
計
画 

第
Ⅱ
期
基
本
計
画
」(

令
和
２
年
３
月)

の
部

門
別
計
画
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、「
古
河
市
教
育
に
関
す
る
大
綱
」
や
「
古
河

市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
「
古
河
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」「
古
河
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
な

ど
の
、
本
市
の
教
育
に
関
連
す
る
計
画
等
と
の
連
携
・

整
合
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

  

                         

第２次古河市総合計画 

古河市教育に関する大綱 

古河市教育振興基本計画 
― 

政
策
１ 

― 

政
策
２ 

― 

政
策
３ 

― 

政
策
４ 

― 

政
策
５ 

― 

政
策
６ 

― 

政
策
７ 

整合 

連携 

 

＜市＞ 

●古河市学校施設長寿命化計画 

●古河市スポーツ推進計画 

●古河市子ども読書活動推進計画 

●古河市子ども・子育て推進事業計画 

●自校給食室統合計画 

              など 

＜国＞ 

●教育基本法 

●第３期教育振興基本計画 

 

＜県＞ 

●いばらき教育プラン 

整合 
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３ 

計
画
の
範
囲 

 

 

本
計
画
は
、
家
庭
教
育
へ
の
支
援
を
含
め
、
幼
児
教

育
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
関
す
る
施
策
や
事
業
を

対
象
と
し
ま
す
。 

  

４ 

計
画
の
期
間 

 

 

本
計
画
は
、
基
本
構
想
10
年
（
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
ま
で
）
の
う
ち
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
の
後
期
５
年
間
に
つ
い
て
計
画
を
定
め
ま
す
。 

  

５ 

計
画
の
策
定
体
制 

 

 

本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
協
議
す
る
組
織
と
し
て
、

関
係
部
課
の
市
職
員
か
ら
な
る
「
庁
内
会
議
」
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
施
策
を
検
討
す
る
た
め
の

「
作
業
部
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

こ
の
庁
内
会
議
や
作
業
部
会
で
協
議
・
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
へ
適
宜
意
見

を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま
で
の

児
童
生
徒
（
５
，
７
８
８
名
）
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
等

（
766
名
）
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
社
会
教
育
委
員
の
皆
様
や
、
博
物
館

運
営
協
議
会
の
皆
様
か
ら
も
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、

本
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、
市
民
意
見
の
反
映
に
努
め
ま
し
た
。 

  

６ 

計
画
の
進
行
管
理 

 

 

本
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
進
行
管
理
に
お

い
て
は
、
実
施
計
画
に
よ
り
事
業
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
各
事
業
の
確
実
な
執
行
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
度
、
各
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
成
果
等
を
点
検
・
評 

                

価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
施
内
容
の
妥
当
性
や
計
画
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
す
。 

 

こ
の
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
次
年
度
以
降
に
取
り
組

む
各
種
事
業
等
の
参
考
と
す
る
ほ
か
、
そ
の
内
容
に
よ

り
、
計
画
に
基
づ
く
方
針
や
施
策
（
事
業
等
）
の
見
直

し
も
検
討
し
ま
す
。 

 

な
お
、
毎
年
度
の
点
検
・
評
価
結
果
は
、「
教
育
委

員
会
の
事
務
に
関
す
る
点
検
評
価
報
告
書
」
に
お
い
て

公
表
し
ま
す
。 

     
 

年度 計画期間 進行管理 

平成 29 年度 
  

平成 30 年度 
  

令和元年度 
  

令和２年度 
  

令和３年度 
  

令和４年度 
  

令和５年度 
  

令和６年度 
  

令和７年度 
  

令和８年度 
  

 

古
河
市
教
育
振
興
基
本
計
画 

 

実
施
計
画
（
２
か
年
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
） 

 

事
務
点
検
・
評
価
（
毎
年
度
実
施
） 

基
本
計
画
（
前
期
５
年
） 

基
本
計
画
（
後
期
５
年
） 
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第
２
章 

後
期
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

１ 

本
計
画
の
基
本
構
想 

２ 

古
河
市
の
現
状
と
課
題 

(1) 

生
涯
学
習
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

(2) 

学
校
教
育
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

(3) 

教
育
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

(4) 

学
校
給
食
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

(5) 

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

(6) 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

(7) 

歴
史
文
化
・
芸
術
振
興
に
関
す
る
現
状
と
課
題 



- 6 - 

 

 

１ 

本
計
画
の
基
本
構
想 

 

 

平
成
29
年
４
月
策
定
の
「
古
河
市
教
育
振
興
基
本

計
画
」
で
は
、
策
定
当
初
に
10
年
後
（
令
和
８
年

度
）
を
展
望
し
た
基
本
構
想
を
示
し
、
次
の
基
本
理
念

を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

  
 
 

基
本
理
念 

    

未
来
の
古
河
市
を
心
豊
か
で
文
化
の
薫
る
ま
ち
と
す

る
た
め
に
は
、
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
、
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
行
動

す
る
市
民
を
育
む
、
教
育
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
が
大
切

で
す
。
こ
の
た
め
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
校
施
設
の

改
善
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
視
野
に
入

れ
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
環
境
を
向
上
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
市
民
一
人
一
人
の
目
的
と
意
欲
に
応
じ
た
生

涯
学
習
環
境
づ
く
り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

こ
の
「
基
本
理
念
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
が
策
定
さ

れ
た
平
成
29
年
４
月
以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
変
化

を
勘
案
し
て
も
、
引
き
続
き
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
基
本
理
念
を
本
計
画
で
も
継

承
・
堅
持
し
た
上
で
、
今
後
５
年
間
に
お
け
る
「
政

策
」「
施
策
」「
取
組
」
を
定
め
ま
す
。 

 

※
本
計
画
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
：S

u
s
t
a
i
n
ab

l
e 

D
e
v
el
o
pm
e
nt
 
Go
a
ls

の
略
）
と
は
、
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
、
２
０
３
０
年
（
令
和
12
年
）
ま
で
に
持
続
可
能

で
よ
り
良
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
で
す
。
「
誰
一

人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
（l

e
a
v
e
 n
o
 o
n
e 

b
e
h
in
d

）」
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
と
169
の
関
連
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

          

                         

本
計
画
で
は
、
施
策
の
展
開
で

整
合
す
る
以
下
の
４
ゴ
ー
ル

（
目
標
）
に
つ
い
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
本
計
画
の
「
施
策
」

「
取
組
」
を
目
標
達
成
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ま

す
。 
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２ 

古
河
市
の
現
状
と
課
題 

 

 

各
種
施
策
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
（
昭
和
31
年
法

律
第
162
号
）
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
外
部
委
員
に
よ
り

事
務
の
点
検
及
び
評
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
施
策
の

展
開
へ
と
反
映
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
、
本
計
画
の
策
定
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
庁
内

会
議
や
作
業
部
会
に
お
い
て
、
前
期
５
年
間
で
取
り
組

ん
で
き
た
施
策
等
の
総
合
的
な
振
り
返
り
を
行
い
、
今

後
５
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
成
果
を
上
げ
た
施
策
や
取

り
組
み
が
あ
る
一
方
、
施
策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
の
新
た
な
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
事
務
点
検
・
評
価
と
、
庁
内
会
議
や
作

業
部
会
で
の
協
議
、
保
護
者
や
児
童
生
徒
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
か
ら
い
た
だ
い
た

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
、
本
市
の
現
状
と
課
題
を

次
の
と
お
り
整
理
し
ま
す
。 

  

(1) 

生
涯
学
習
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

 

●
本
市
で
は
公
民
館
等
を
中
心
に
各
種
講
座
や
教
室
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
情
報
化
や
国
際
化
の
進
展
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
の
中
で
、
新
た
な
知
識

や
技
術
を
習
得
し
た
い
と
い
っ
た
市
民
の
学
習
意
欲
が

よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
生
100
年
時
代
を
心
豊

か
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
地
域
の
実
情
に
即
し
た

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
学
習

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
市
民
の
学
習
意
欲
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
に
は
、
市

が
主
催
す
る
講
座
等
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
自
主
的
な

学
習
活
動
を
し
て
い
る
団
体
等
の
情
報
も
提
供
す
る
な

ど
、
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
情
報
の
提

供
が
必
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
資
源
を
発
掘
し
活
用
し
て
い
く
な
ど
、
生
涯
学
習
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
●
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

活
動
・
学
習
の
場
や
情
報
収
集
の
場
と
な
る
公
民
館
や

図
書
館
な
ど
の
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
役
割
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
市
全
体
と
し
て
施
設
の
適
正
配
置
を
考

え
、
機
能
向
上
な
ど
効
率
的
な
施
設
管
理
・
運
営
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
の
拠
点
と

な
る
施
設
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
読
書
機
会
の
減
少
や
活
字
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
、

図
書
館
が
果
た
す
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
と
蔵
書
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、
読
書

団
体
の
育
成
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、

読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

(2) 

学
校
教
育
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

 

●
小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
が
、
授
業
中

に
い
す
に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
集
団
行
動
が
と
れ
な

い
な
ど
、
学
校
生
活
に
な
じ
め
な
い
状
態
が
続
く
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
入
学

前
か
ら
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
と
小

学
校
が
情
報
共
有
を
進
め
、
小
学
校
で
の
生
活
へ
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

●
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

に
積
極
的
に
向
き
合
い
、
他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解

決
す
る
力
や
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
な
ど
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

他
者
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
養
い
、
社
会
性
や
規
範
意

識
な
ど
を
備
え
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
今
後
も
教
育
の
質
の
保
障
・
向
上
を
図

り
、
基
礎
学
力
の
向
上
や
豊
か
な
心
を
育
み
、
家
庭
や
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地
域
と
連
携
し
て
非
認
知
能
力
を
含
め
た
子
ど
も
た
ち

の
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
で
自
己
実
現
を
図
れ
る
よ
う
、

学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

●
知
識
や
情
報
が
活
動
の
基
盤
と
な
る
現
代
社
会
に
お

い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
場
の
提
供
や
地

域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
な
ど
、
高
等
教
育
機
関
が
担
う

べ
き
役
割
が
増
し
て
い
ま
す
。
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る

社
会
経
済
情
勢
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成
と
、
地
域

の
学
術
文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
、
専
門
学
校
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
の
誘
致
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ
要
望
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

  

(3) 

教
育
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

 

●
学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
場
や
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
場
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
災
害
時

の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
た
め
、

安
全
性
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で
す
。
本
市
に
は
32
の

小
中
学
校
が
あ
り
、
校
舎
・
体
育
館
等
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
学
校
が
あ
る
た
め
、
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る

な
ど
長
寿
命
化
を
図
り
、
実
情
に
応
じ
た
改
修
や
適
切

な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。 

●
本
市
の
児
童
生
徒
数
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
教
育
的
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
児
童
生
徒
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
特
別

な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
特
別
支
援

教
育
の
充
実
や
、
外
国
人
児
童
生
徒
な
ど
に
対
す
る
日

本
語
指
導
な
ど
の
支
援
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童

生
徒
へ
の
配
慮
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

     

●
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
学
校
の
教
育
目
標
や
教
育

活
動
に
つ
い
て
広
く
公
開
し
た
り
、
学
校
に
関
わ
る
機

会
を
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
家
庭
や
地
域
と
連
携

し
た
学
校
運
営
を
進
め
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
昼
間
家
庭

に
保
護
者
が
い
な
い
児
童
が
、
放
課
後
等
を
安
全
に
過

ご
す
生
活
の
場
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い

く
と
と
も
に
、
集
団
生
活
や
異
年
齢
交
流
を
通
じ
て
、

児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
適
切
な
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

●
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
へ
の
健
康
診
断
の
実
施
は
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
・
予
防
に
つ
な
げ
る
上

で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
児
童
生

徒
の
健
康
維
持
・
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員

の
健
康
と
よ
り
質
の
高
い
指
導
・
運
営
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
学
校
の
業
務
・
職
場
環
境
の
改
善
等
の
働
き

方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

(4) 

学
校
給
食
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

 

●
本
市
は
、
自
校
方
式
と
セ
ン
タ
ー
方
式
の
２
方
式
で

学
校
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
自
校
方
式
給
食
室

で
は
設
備
機
器
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
安
定
的
に
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
設

備
の
更
新
な
ど
計
画
的
に
運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童
生
徒
が
学
校
で
安

心
し
て
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
除
去
食
（
乳
・
卵
の
同

時
除
去
）
の
提
供
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

  

※
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
…
同
性
に
恋
愛
感
情
を
も
つ

人
や
、
自
分
の
性
に
違
和
感
が
あ
る
人
な
ど
の
こ
と
。 
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●
食
生
活
が
豊
か
に
な
る
一
方
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏

り
や
食
習
慣
の
乱
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
場

産
物
や
郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
た
学
校
給
食
の
献
立
を

「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
、
食
育
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
家
庭
で
食
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
食
育
の
拠
点
と

し
、
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者
や
市
民
も
施
設
の

見
学
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。 

  

(5) 

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る

 

現
状 

    
 

と
課
題 

 

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
る
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
青
少

年
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
し
、
対
人
関
係
の

希
薄
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
、
各
種

体
験
の
不
足
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

青
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
や
犯
罪
に
加

担
す
る
可
能
性
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家

庭
や
地
域
の
教
育
力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

    

       

●
命
の
大
切
さ
・
尊
さ
を
実
感
で
き
る
自
然
体
験
や
、

地
域
・
世
代
の
異
な
る
人
々
と
交
流
す
る
社
会
体
験
の

機
会
が
減
少
し
て
い
る
昨
今
、
そ
う
し
た
体
験
活
動
の

場
や
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

科
学
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
場
や
機
会
の
充
実
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
●
子
ど
も
た
ち
や
若
者
が
健
や
か
に
育
ち
、
社
会
生
活

を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
さ

ら
に
活
発
化
し
て
い
く
た
め
、
青
少
年
育
成
団
体
の
活

動
支
援
、
地
域
活
動
等
へ
の
青
少
年
の
参
加
を
促
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
青
少
年
犯
罪
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
新
た
な

問
題
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
介
し
て
青
少
年

が
有
害
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
が

加
害
者
・
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
の
た
め
、
街
頭
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
地
域
や
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
環
境
づ

く
り
や
青
少
年
の
安
全
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

(6) 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
現
状
と
課
題 

 

●
あ
ら
ゆ
る
世
代
や
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
場
を
充
実
さ
せ
て
い
く
上
で
、
既
存

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
快
適
に
施
設
を
利
用
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
き
め
細
か
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

 

●
健
康
志
向
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
は
、
健
康
の
保
持
・
増
進
や
体
力
向
上
だ
け

で
な
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

を
持
つ
人
同
士
が
集
ま
っ
た
り
、
近
隣
地
域
の
住
民
が

集
ま
っ
た
り
と
、
あ
る
程
度
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
に
す
る

こ
と
で
、
密
接
な
利
用
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
可
能
に
し
て
い
る
。 

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
（S

o
ci
al
 
N
et
wo
rk
in
g 

Ser
v
ic
e

）
の
略
で
、
登

録
さ
れ
た
利
用
者
同
士
が
交
流
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
友
人
同
士
や
、
同
じ
趣
味 
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●
本
市
か
ら
は
、
プ
ロ
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
プ
ロ
リ
ー
グ
、

陸
上
競
技
や
空
手
道
を
は
じ
め
、
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
意
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
及
び
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
の
育
成
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
と
育
成
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

(7) 

歴
史
文
化
・
芸
術
振
興
に
関
す
る
現
状 

    
 

と
課
題 

 

●
郷
土
の
歴
史
文
化
を
学
び
、
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

地
域
へ
の
愛
着
心
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
、
地
域
文

化
を
後
世
に
永
く
伝
え
る
こ
と
は
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
本
市

は
、
国
指
定
文
化
財
２
件
を
は
じ
め
、
多
く
の
歴
史
的

資
源
や
文
化
遺
産
を
有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会

環
境
の
変
化
や
経
年
劣
化
等
に
よ
り
消
失
す
る
可
能
性

が
あ
る
文
化
財
も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
調

査
・
保
存
・
保
全
・
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
古
河
歴
史
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
博
物
館
施
設
で

は
、
こ
れ
ま
で
収
集
・
保
存
し
て
き
た
資
料
等
を
適
切

な
環
境
で
保
存
し
、
安
全
・
快
適
な
空
間
で
市
民
（
来

館
者
）
に
公
開
・
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
等
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

●
市
内
に
は
古
く
か
ら
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
お
囃

子
や
神
楽
・
獅
子
舞(

さ
さ
ら)

な
ど
の
民
俗
文
化
財
が
、

現
在
も
各
地
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

貴
重
な
伝
統
芸
能
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
保
存

団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
継
者
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
文
化
協
会
を
中
心
に
、
市
民
文
化
祭
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
発
表
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
芸

術
文
化
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
化

等
に
よ
り
活
動
団
体
が
減
少
し
、
後
継
者
の
育
成
・
確

保
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

市
民
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化
に
向
け
、
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

 

 

こ
れ
ら
７
つ
の
課

題 

を
解
消
し
、
本
計
画
で 

掲
げ
る
基
本
理
念

と 

本
市
が
目
指
す
教
育
の

姿
を
実
現
し
て
い

く 

た
め
、
本
計
画
の
具
体
的

な
方
向
性
を
定
め

る 

必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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第
３
章 

施
策
の
展
開 

 

１ 

後
期
計
画
の
施
策
体
系 

 

２ 

今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
施
策 

(1) 

【
政
策
１
】
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
涯
学
習
の
充
実 

(2) 

【
政
策
２
】
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実 

(3) 

【
政
策
３
】
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
充
実 

(4) 

【
政
策
４
】
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の
た
め
の
学
校
給
食
の
充
実 

(5) 

【
政
策
５
】
未
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成 

(6) 

【
政
策
６
】
市
民
が
親
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進 

(7) 

【
政
策
７
】
豊
か
な
市
民
文
化
の
創
造
の
た
め
の
歴
史
文
化
と
芸
術
の
振
興 
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第
２
章
で
挙
げ
た
諸
課
題
へ
の
対
応
も
含
め
、
今
後
５
年
間
（
令
和

４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
）
を
見
通
し
た
教
育
の
方
向
性
に 

つ
い
て
、「
７
つ
の
政
策
」
と
「
21
の
施
策
」「
54
の
取
組
」
と
し

て
次
の
よ
う
に
定
め
ま
す
。 

 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

 

施
策
１ 

 

 

生
涯
学
習
の
機
会
の
充
実 

 
 

１ 
 

生
涯
学
習
講
座
の
充
実
・
強
化 

  

施
策
２ 

 

 

生
涯
学
習
環
境
の
充
実 

 
 

１ 
 

学
習
情
報
の
提
供 

 
 

２ 
 

人
材
資
源
の
活
用 

  

施
策
３ 

 

 

生
涯
学
習
施
設
等
の
充
実 

 
 

１ 
 

生
涯
学
習
施
設
等
の
各
種
整
備 

 
 
 
  

 
 

 
 

と
効
果
的
な
管
理
運
営 

  

施
策
４ 

 

 

読
書
環
境
の
充
実 

 
 

１ 
 

図
書
館
機
能
と
蔵
書
の
充
実 

 
 

２ 
 

読
書
団
体
の
育
成
・
支
援 

 
 

３ 
 

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進 

 

政策２ 生きる力を育む学校教育の充実 

 

施
策
１ 

 

 

幼
児
期
（
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
） 

 

か
ら
児
童
期
（
小
学
校
）
へ
の
円
滑
な
移
行
支
援 

 
 

１ 
 

幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
接
続
の
推
進 

  

施
策
２ 

 

 

特
色
あ
る
学
校
教
育
の
充
実 

 
 

１ 
 

個
に
応
じ
た
教
育
の
推
進 

 
 

２ 
 

確
か
な
学
力
の
向
上 

 
 

３ 
 

豊
か
な
心
の
育
成 

 
 

４ 
 

体
力
の
向
上 

 
 

５ 
 

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
展
開 

 
 

６ 
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進 

 
 

７ 
 

教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

 
 

８ 
 

読
書
教
育
の
推
進 

  

施
策
３ 

 

 

地
域
教
育
機
関
の
充
実 

 
 

１ 
 

新
た
な
教
育
機
関
の
誘
致 

 
 

２ 
 

学
校
間
連
携
の
推
進 

 
政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

 

施
策
１ 

 

 

学
校
施
設
・
設
備
・
備
品
の
充
実
と
維
持
管
理 

 
 

１ 
 

学
校
施
設
の
適
正
配
置 

 
 

２ 
 

学
校
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理 

 
 

３ 
 

学
習
環
境
の
充
実 

  

施
策
２ 

 

 

就
学
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

 
 

１ 
 

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
就
学
支
援 

  

施
策
３ 

 

 

地
域
・
家
庭
と
連
携
し
た
学
校
運
営
と
子
ど
も 

 

の
居
場
所
づ
く
り 

 
 

１ 
 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

 
 

２ 
 

子
ど
も
を
見
守
る
環
境
づ
く
り 

  

施
策
４ 

 

 

学
校
保
健
の
充
実 

 
 

１ 
 

児
童
生
徒
・
教
職
員
の
健
康
の
保
持
・
増
進 

 

 
 

１ 

後
期
計
画
の
施
策
体
系 
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                          政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

 
施
策
１ 

 

 

学
校
給
食
施
設
の
運
営
と
食
物 

 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
・
衛
生
管
理 

 
 

１ 
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
管
理 

 
 
   

運
営 

 
 

２ 
 

自
校
給
食
室
の
管
理
運
営 

 
 

３ 
 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応 

 
 

４ 
 

給
食
施
設
の
衛
生
管
理
の 

 
 
  
  

 

徹
底 

  

施
策
２ 

 

 

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
・
地
産 

 

地
消
の
推
進 

 
 

１ 
 

栄
養
指
導
に
よ
る
食
育
の 

 
 
  
  

 

推
進 

 
 

２ 
 

食
育
拠
点
の
充
実 

 
 

３ 
 

地
産
地
消
の
推
進 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

 

施
策
１ 

 

 

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
育
成 

 
 

１ 
 

家
庭
教
育
の
推
進 

 
 

２ 
 

地
域
教
育
力
に
よ
る 

 
 
  
  

 

コ
ミ
ュ 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
  
  

 

能
力
の
向
上 

  

施
策
２ 

 

 

地
域
や
社
会
へ
の
青
少
年
の 

 

参
加
の
促
進 

 
 

１ 
 

多
様
な
体
験
や
創
作
活
動 

 
 
  
  

 

の
提
供 

 
 

２ 
 

郷
土
愛
の
醸
成 

 
 

３ 
 

科
学
の
楽
し
さ
を
体
験 

 
 
  
  

 

で
き
る
場
の
提
供 

 
 

４ 
 

青
少
年
育
成
団
体
の
育
成 

 
 
  
  

 

支
援 

  

施
策
３ 

 

 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め 

 

 

の
活
動
の
促
進 

 
 

１ 
 

非
行
等
の
未
然
防
止
の
推
進 

 
 

２ 
 

健
全
な
環
境
づ
く
り
の
推
進 

 
 

３ 
 

子
ど
も
・
若
者
の
育
成
支
援 

  

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

 

施
策
１ 

 

 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
有 

 

効
活
用 

 
 

１ 
 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実 

 
 

２ 
 

施
設
の
有
効
利
用
の
推
進 

  

施
策
２ 

 

 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

 
 

１ 
 

組
織
の
充
実 

 
 

２ 
 

行
事
の
充
実 

  

施
策
３ 

 

 

競
技
力
向
上
と
ト
ッ
プ
ア
ス 

 

リ
ー
ト
の
育
成 

 
 

１ 
 

競
技
力
の
向
上 

 
 

２ 
 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

 

施
策
１ 

 

 

文
化
財
の
保
存
・
継
承
及
び
博 

 

物
館
施
設
の
充
実 

 
 

１ 
 

文
化
財
や
伝
統
文
化
の 

 
 
  
  

 

保
存
・
継
承 

 
 

２ 
 

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
・
保
存 

 
 

３ 
 

歴
史
・
民
俗
・
文
化
資
料
の 

 
 
  
  

 

調
査
・
収
集
と
保
存
・
整
理 

 
 

４ 
 

歴
史
や
文
化
に
関
す
る 

 
 
  
  

 

情
報
提
供
の
推
進 

 
 

５ 
 

博
物
館
施
設
の
適
正
な 

 
 
  
  

 

維
持
管
理 

  

施
策
２ 

 

 

市
民
文
化
活
動
及
び
芸
術
文 

 

化
活
動
の
促
進 

 
 

１ 
 

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援 

 
 

２ 
 

地
域
文
化
を
創
造
す
る 

 
 
  
  

 

人
材
の
育
成
・
確
保 
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施
策
１ 

生
涯
学
習
の
機
会
の
充
実 

施
策
２ 
生
涯
学
習
環
境
の
充
実 

施
策
３ 

生
涯
学
習
施
設
等
の
充
実 

施
策
４ 

読
書
環
境
の
充
実 

政
策
１ 

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
涯
学
習
の
充
実 

 
 

２ 
今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
施
策 
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公
民
館
等
の
施
設
職
員
、
生
涯
学
習
指
導
員
、
社
会
教
育
主
事
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
た 

 

★

市
民
大
学
や
公
民
館
講
座
を
市
内
各
所
で
実
施
し
、
市
民
の
生
き
が
い

と
地
域
へ
の
愛
着
心
を
育
み
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
変
化
へ
の
対
応  

 

社
会
教
育
主
事
や
生
涯
学
習
指
導
員
、
公
民

館
等
の
施
設
職
員
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
た
魅
力
あ
る
各
種
講
座
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。 

情
報
化
や
国
際
化
の
進
展
に
と
も
な
う

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
が

進
む
中
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
心

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
市
民
の
多
様
な

学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

 

生
涯
学
習
課 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

学
習
を
通
し
て
の
「
つ
な
が
り
」
づ
く
り  

 

各
種
講
座
の
中
で
、
新
た
な
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
生
む
契
機
と
な
る
よ
う
な
多
様
な
学

習
機
会
の
提
供
を
行
い
、
市
民
の
生
き
が
い
と

地
域
へ
の
愛
着
心
を
育
み
ま
す
。 

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
る
地
域
社
会
の

希
薄
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習
を
通

し
て
、
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
づ
く
り
」
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
生
涯
学
習
課 

 
社
会
教
育
施
設
課 

  

各
委
員
会
と
の
連
携  

 

実
施
し
た
事
業
の
成
果
や
結
果
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
や
審

議
会
に
対
し
、
引
き
続
き
積
極
的
に

意
見
や
提
案
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

生
涯
学
習
事
業
で
は
、
★

社
会
教
育

委
員
会
議
や
公
民
館
運
営
審
議
会

等
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
事
項
を
反

映
し
た
年
間
計
画
を
実
施
し
、
そ
の

事
業
成
果
の
評
価
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

生
涯
学
習
課 

  

人
権
教
育
の
充
実   

 

★

同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
意
見
を

踏
ま
え
人
権
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
全
戸
配
布
を
す
る
ほ
か
、
人
権
教

育
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
広
く
人
権

教
育
の
涵
養
に
努
め
ま
す
。 

部
落
差
別
問
題
（
同
和
問
題
）
を
は
じ

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権

侵
害
な
ど
、
人
権
問
題
の
解
決
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策１ 生涯学習の機会の充実 

取組１ 生涯学習講座の充実・強化  
生
涯
学
習
講
座
の 

充
実
・
強
化 

1-1-1 
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成果指標 現状値 目標値 

開設講座数（市民大学講座・公民館講座） 
154講座 

（令和元年度） 
175講座 

 

用
語
解
説 

 

★
市
民
大
学
＝
生
涯
学
習
課
で
実
施
し
て
い
る
講
座
で
、
社
会

の
変
化
や
要
請
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
が
学
ぶ
仲
間

と
と
も
に
、
生
き
が
い
と
地
域
へ
の
愛
着
心
を
育
み
、
よ
り
良

い
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

★
社
会
教
育
委
員
会
議
＝
社
会
教
育
法
に
規
定
さ
れ
、
社
会
教

育
に
関
す
る
計
画
の
立
案
や
調
査
研
究
を
行
い
、
教
育
委
員
会

に
助
言
す
る
役
割
を
担
う
組
織
。 

 

★
同
和
教
育
推
進
協
議
会
＝
人
権
（
同
和
）
問
題
の
実
態
を
踏

ま
え
、
本
市
の
人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
の
協
議
・
連
絡
を

通
し
て
、
人
権
（
同
和
）
教
育
の
円
滑
な
遂
行
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
組
織
。 

 

令和８年度までの目標値 

 

 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

講座数 138講座 172講座 165講座 154講座 4講座 

受講人数 2,506人 2,942人 2,862人 2,595人 67人 

※令和 2 年度 公民館講座は未実施 

開設講座の実績 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策１ 生涯学習の機会の充実 

取組１ 生涯学習講座の充実・強化 

公民館講座 

「かんたん！おいし～いパン作り講座」 

市民大学「市民農園ではじめての野菜作り」 市民大学「仏像めぐり」 
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学
習
情
報
の
提
供 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

入
手
し
や
す
い
生
涯
学
習
情
報
の  

  

提
供  

 

幅
広
い
年
代
の
人
々
が
、
気
軽
に
学
習

に
関
す
る
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

「
ま
な
び
ピ
ア
こ
が
」
を
刊
行
し
、
情

報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。 

幅
広
い
年
代
の
人
々
に
必
要
な
情
報
が

届
く
よ
う
に
、
情
報
発
信
の
方
法
に
つ

い
て
工
夫
・
改
善
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 

 

生
涯
学
習
課 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  
生
涯
学
習
に
関
す
る
相
談  

  

体
制
の
充
実  

 

市
民
が
求
め
て
い
る
学
習
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
体
制
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。 

自
主
グ
ル
ー
プ
や
指
導
者
を
探
す

市
民
な
ど
の
相
談
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。 

 

講
座
や
施
設
利
用
の
案
内
、
各
種
団
体
の
紹
介
等
、
市
民
が
必
要
と
す
る

学
習
情
報
の
提
供
（
講
座
情
報
誌
「
★

ま
な
び
ピ
ア
こ
が
」
の
発
行
等
）
に

努
め
ま
す
。 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

生涯学習指導者バンク照会件数 
28件 

（令和元年度） 
30件 

講座受講者数 

（市民大学講座・公民館講座） 

2,598人 

（令和元年度） 
2,830人 

 

用
語
解
説 

 

★
ま
な
び
ピ
ア
こ
が
＝
年
２
回
刊
行
し
て
い
る
公
民
館

等
12
施
設
の
講
座
を
掲
載
し
た
情
報
誌
。 

1-2-1 

 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 2 生涯学習環境の充実 

取組１ 学習情報の提供 

 

まなびピアこが 



- 19 - 

 

 

                          

人
材
資
源
の
活
用 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

人
材
資
源
の
発
掘  

 

地
域
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
技
術

や
豊
か
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人

材
資
源
の
発
掘
に
努
め
、「
★

生
涯
学

習
指
導
者
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
を
促

し
ま
す
。 

市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
技
術
や
知
識
を
有
す
る
人
材

の
発
掘
が
必
要
で
す
。 

 

 

生
涯
学
習
課 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

人
材
資
源
の
活
用  

 

「
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
」
を
積

極
的
に
市
民
へ
周
知
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
人
材
を
活
用
し
た
講
座
や

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
し

ま
す
。 

「
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
」
に
登

録
さ
れ
た
人
材
資
源
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
各
種
講
座
な
ど
で
活
用

し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

生涯学習指導者バンク登録件数 
359件 

（令和 2年度） 
390件 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
＝
「
自
身
の
知
識
・
技
術
を
、
誰
か
に

教
え
た
い
」
と
い
う
指
導
希
望
者
を
募
り
、「
学
習
活
動
を
し
た
い
」

市
内
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
、
指
導
者
情
報
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る

制
度
。
指
導
内
容
な
ど
登
録
情
報
を
一
覧
に
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
掲
載
し
、
市
民
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。 

地
域
の
中
で
、
技
術
や
豊
か
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人
材
を
発
掘
し
、
そ
の

人
材
資
源
を
活
用
し
た
講
座
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
し
ま
す
。 

1-2-2 

 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 2 生涯学習環境の充実 

取組 2 人材資源の活用 

 

生涯学習指導者の登録情報 
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生
涯
学
習
施
設
等
の
各
種
整
備
と 

効
果
的
な
管
理
運
営 

生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
計
画
的
に
整
備
・
改
修
し
、

そ
の
機
能
向
上
を
図
り
、
ま
た
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
計
画
的
な
施
設
の
適
正
配
置
を
進

め
る
と
と
も
に
、
管
理
面
に
つ
い
て
は
、
市
民
力
・
地
域
力
を

活
か
し
た
効
果
的
な
運
営
を
検
討
し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

公
民
館
等
施
設
の
維
持
管
理  

 

公
民
館
等
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る

た
め
効
果
的
な
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

市
民
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
施

設
の
維
持
管
理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

公
民
館
等
の
生
涯
学
習
施
設
は
、
地
域

の
市
民
や
団
体
が
自
由
に
集
ま
り
活
動

す
る
場
で
あ
り
、
学
習
す
る
上
で
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
施
設
で
す
。
し
か

し
、
多
く
の
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
修
繕
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  
(

仮
称
）
総
和
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の  

  

整
備  

ひ
と
が
行
き
交
う
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
（
仮

称
）
総
和
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま

す
。 

地
域
の
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
う
公
民
館
等
の
生
涯
学
習
施
設
は
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
全
体

と
し
て
施
設
の
適
正
配
置
を
考
え
、
機
能
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
公
民
館
等
の
施
設
機

能
を
集
約
し
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
新
た
な
拠

点
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

文
化
の
拠
点
施
設
の
整
備  

 

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
、
文
化
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整

備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
を
支
え
、
意

識
を
高
め
て
い
く
上
で
、
「
活
動
の

場
」
「
成
果
を
発
表
す
る
場
」
「
多
様

な
文
化
・
芸
術
に
触
れ
、
体
験
で
き
る

場
」
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
と
ら
え
た
文
化
施
設
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

公民館等利用件数 
26,092件 

（令和元年度） 
27,000件 

公民館等利用人数 
402,321人 

（令和元年度） 
424,000人 

 

令和８年度までの目標値 

☆参考 資料編 2 ページ 「公民館等一覧」 

7 ページ 「公民館等の利用人数・件数」 

1-3-1 

 
 

効果的な管理運営 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 3 生涯学習施設等の充実 

取組１ 生涯学習施設等の各種整備と効果的な管理運営 
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図
書
館
機
能
と
蔵
書
の
充
実 

幅
広
い
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
図
書
館
機
能
と
蔵
書
を
充
実
し
、

市
民
の
図
書
館
利
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

図
書
館
職
員
の
資
質
向
上  

 

図
書
館
職
員
の
資
質
の
向
上
や
専
門
知
識
・
技
能
な
ど

の
習
得
の
た
め
、
自
己
研
鑽
に
努
め
る
と
と
と
も
に
、

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
を
推
進
し
ま
す
。 

各
図
書
館
・
図
書
室
は
す
べ
て
の
年
代
の
人
た
ち
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
・
情
報
を
提
供
す
る
場
所
で
す
。
市

民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
た
め
、
図
書
館
職
員
に

求
め
ら
れ
る
資
質
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館

職
員
に
は
専
門
的
な
★

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
知
識
や
技

術
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  
読
書
機
会
を
増
や
す
た
め
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス  

  

の
向
上  

蔵
書
検
索
や
貸
出
・
予
約
等
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ

Ｒ
し
た
り
、
読
書
の
魅
力
を
伝
え
る
「
図
書
館
ま
つ

り
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
来
館
せ

ず
と
も
利
用
で
き
る
方
策
と
し
て
電
子
書
籍
の
導
入

等
を
検
討
し
ま
す
。 

各
年
代
を
問
わ
ず
読
書
の
機
会
の
減
少
や
活
字
離
れ

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
対
応
す

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
利
用
者
か
ら
電
子
書
籍
の

導
入
等
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

市
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
施
設
の
維
持
管
理
と
環
境  

  

整
備  

市
民
が
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
持
つ
課
題

を
解
決
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。 

各
図
書
館
・
図
書
室
に
お
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
ほ
か
、
書
架
不
足
や
読
書
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
化
、
駐

車
場
不
足
問
題
、
施
設
の
統
廃
合
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
効

率
的
で
効
果
的
な
施
設
・
設
備
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

1-4-1 

 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 4 読書環境の充実 

取組 1 図書館機能と蔵書の充実 
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令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

市内図書館等における市民 1人あたりの 

図書等の貸し出し数 

2.45冊 

（令和元年度） 
2.80冊 

図書利用カード登録者数 

（年間新規登録者数） 

1,760人 

（令和元年度） 
1,850人 

 

用
語
解
説 

 

★
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
＝
必
要
な
資
料
や
情
報
を
必
要
な
人
に
、

的
確
に
案
内
す
る
こ
と
。
電
話
・
手
紙
な
ど
で
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
。 

 

★
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
図
書
資

料
等
を
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
新
着
情
報
な
ど

の
お
知
ら
せ
や
、
貸
出
状
況
の
確
認
、
予
約
等
も
で
き
る
。 

☆
参
考 

 

資
料
編 

8
ペ
ー
ジ 

 

「
各
図
書
館
・
図
書
室
の
利
用
状
況
」 

 
 

（
人
数
・
貸
出
点
数
・
蔵
書
数
） 

図書利用カード新規登録者数の実績 

 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

新規登録者数 1,866人 1,949人 1,760人 1,488人 

 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
蔵
書
整
備  

 

図
書
の
選
書
・
購
入
に
際
し
て
は
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
読
書
意
欲
を
満
た
せ
る
よ

う
な
蔵
書
整
備
を
進
め
、
他
市
町
村
と
の
相
互
貸

借
な
ど
も
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
市
広
報
紙
や 

★

Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
等
を
活
用
し
た
新
着
資

料
等
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。 

各
図
書
館
・
図
書
室
に
お
い
て
、
市
民
の
利
用
率

や
図
書
の
貸
出
件
数
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
し
て
資
料
を
収

集
す
る
こ
と
や
、
す
べ
て
の
年
代
の
人
た
ち
の
興

味
・
関
心
や
読
書
意
欲
の
向
上
に
結
び
つ
く
蔵
書

の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 4 読書環境の充実 

取組 1 図書館機能と蔵書の充実 

古河市三和図書館 
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読
書
団
体
の
育
成
・
支
援 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援  

 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
す
る
際
に
必

要
な
支
援
を
す
る
ほ
か
、
団
体
の
メ
ン
バ
ー
確
保

や
活
動
に
寄
与
す
る
講
座
・
研
修
な
ど
、
団
体
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。 

読
書
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
、
読
書
活
動
を

推
進
し
て
い
く
上
で
、
★

お
は
な
し
会
（
読
み
聞
か

せ
会
）
を
実
施
す
る
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
読
書
団
体
）
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
に

伴
い
、
活
動
の
先
細
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
団
体
の

活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
団
体
の
メ

ン
バ
ー
確
保
や
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
対
す
る

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会  

  

へ
の
支
援  

お
は
な
し
会
を
開
催
す
る
際
の
広
報
や
開
催
場
所
の

提
供
と
必
要
な
助
言
・
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、
読

み
聞
か
せ
に
活
用
で
き
る
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
等
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
親
子
が
安
全
・
安
心
に
参

加
で
き
る
よ
う
、
お
は
な
し
会
の
新
た
な
開
催
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。 

お
は
な
し
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
、
新
た
な
開
催
方
法
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
効
果
的
に
お
は
な
し
会
が
行

わ
れ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
場
所
の
提
供
の
ほ
か
、
読

み
聞
か
せ
に
用
い
る
図
書
の
整
備
・
拡
充
、
開
催
情
報

の
周
知
な
ど
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

幼
児
期
か
ら
の
読
書
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
読
書
団
体
な
ど
を

育
成
・
支
援
し
ま
す
。 成果指標 現状値 目標値 

おはなし会で使う大型絵本・

紙芝居冊数（団体貸出専用） 

170冊 

（令和 2年度） 
200冊 

おはなし会開催回数 
129回 

（令和元年度） 
143回 

 

令和８年度までの目標値 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 4 読書環境の充実 

取組 2 読書団体の育成・支援 1-4-2 

 
 

古河図書館 48回 中央公民館 10回 

三和図書館 28回 ユーセンター総和 32回 

中田公民館 11回 

 

 

令和元年度おはなし会開催数内訳 

用
語
解
説 

 

★
お
は
な
し
会
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の 

絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ
。 
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子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

家
庭
で
の
読
書
活
動
の
推
進  

 

★

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
よ
り
、
絵
本
を
通
し
て

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
中
心
に
家
族

で
同
じ
本
を
読
む
「
★

家
読
（
う
ち
ど
く
）」
活
動
の

推
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

子
ど
も
に
と
っ
て
家
庭
は
生
活
の
拠
点
で
あ
り
、
人

間
形
成
を
育
む
最
も
重
要
な
場
所
で
す
。
家
庭
で
の

読
書
活
動
は
日
常
の
生
活
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
読
書

に
関
心
を
持
ち
、
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

や
、
家
族
で
の
読
書
の
習
慣
づ
け
な
ど
、
子
ど
も
が

楽
し
く
読
書
に
興
味
を
持
つ
環
境
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

指
導
課 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  
学
校
等
で
の
読
書
活
動
の
推
進  

 
幼
稚
園
・
保
育
園
等
で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
多
く
の
図
書
に
出
会
え
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
の
読
書
タ
イ
ム
の
推

進
や
、「
学
校
だ
よ
り
」「
図
書
だ
よ
り
」
等
で
の
読
書
活

動
の
啓
発
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。 

学
校
等
で
の
読
書
活
動
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
は
読
書
の

楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
絵
本
や
物
語
に

親
し
む
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
小
中
学
校

で
は
児
童
生
徒
が
生
涯
に
わ
た
る
読
書
習
慣
を
身
に
つ

け
、
読
書
の
幅
を
広
げ
る
よ
う
な
読
書
機
会
の
拡
充
や
、

図
書
紹
介
な
ど
で
図
書
に
触
れ
る
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

社
会
教
育
施
設
課 

  

図
書
館
等
で
の
読
書
活
動
の
推
進  

 

児
童
書
の
整
備
・
拡
充
や
子
ど
も
向
け
雑
誌
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、「
★

読
書
手
帳
」
の
配
布
及
び
活
用
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
や
図
書
館
等
に
親
し
む
た
め
の
工

夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
啓
発
な
ど
を
進
め
ま
す
。 

図
書
館
等
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
資
料
を
提
供
し
、
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
読
書
に
親
し
め
る
施
設
で
あ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
乳
幼
児
期
か
ら
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

資
料
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
読
書
活
動
の
情
報
発
信
、
図
書
に
親
し
む
機
会
の

提
供
に
努
め
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し

つ
つ
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

「
★

古
河
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
お
は
な
し
会
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
連
携
し
て
、
子
ど
も
が
本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 4 読書環境の充実 

取組 3 子ども読書活動の推進 1-4-3 
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令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

子ども向け蔵書数 
125,659冊 

（令和 2年度） 
127,000冊 

読書手帳発行冊数（延べ） 
1,789冊 

（令和 2年度） 
8,000冊 

 

用
語
解
説 

 

★
古
河
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
＝
国
・
県
・
本
市
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
た
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
す
る
基
本

理
念
や
推
進
方
法
な
ど
の
施
策
を
示
し
た
も
の
。 

 

★
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
＝
０
歳
児
健
診
時
な
ど
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
絵
本
を
通
し
て
親
子
が
ふ
れ
あ
う
き
っ
か
け

づ
く
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
図
書
館
が
連
携
し
て
行
う
子
育
て
支
援
事
業
。 

 

★
家
読
（
う
ち
ど
く
）
＝
「
家
庭
読
書
」
の
略
語
で
「
家
族
ふ
れ
あ
い
読
書
」
を
意
味
し
、「
家
族
み
ん
な
で
読
書
を
す
る
こ
と

で
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
」
こ
と
を
目
的
に
し
た
読
書
運
動
。 

 

★
読
書
手
帳
＝
図
書
館
・
学
校
図
書
館
で
借
り
た
本
や
個
人
で
読
ん
だ
本
の
履
歴
を
記
録
す
る
ノ
ー
ト
。 

 

政策１ 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

施策 4 読書環境の充実 

取組 3 子ども読書活動の推進 

平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

938人 857人 920人 

 

ブックスタート事業配布数の実績 

おなはし会の様子 

読書手帳 
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政
策
２ 

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実 

施
策
１ 

幼
児
期
（
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
） 

 
 
 
 

か
ら
児
童
期
（
小
学
校
）
へ
の
円
滑
な
移
行
支
援 

施
策
２ 

特
色
あ
る
学
校
教
育
の
充
実 

施
策
３ 

地
域
教
育
機
関
の
充
実 
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幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の 

接
続
の
推
進 

幼
児
期
に
お
い
て
自
発
的
な
活
動
と
し
て
の
遊
び
を
通
し
て
育
ま
れ

て
き
た
こ
と
が
、
小
学
校
の
各
教
科
等
に
お
け
る
学
習
に
円
滑
に
接
続

さ
れ
る
よ
う
指
導
の
工
夫
や
指
導
計
画
の
作
成
を
支
援
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
幼
児
教
育
施
設
と
小
学
校
の
教
職
員
の
交
流
を
通
し
て
、
幼
児

教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
を
図
り
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
接
続  

  

の
推
進  

幼
児
教
育
施
設
職
員
と
小
学
校
教
職

員
を
対
象
に
、
教
育
課
程
編
成
等
に

関
す
る
幼
児
期
接
続
の
た
め
の
情
報

共
有
を
推
進
し
、
保
幼
小
の
連
携
・
接

続
を
図
り
ま
す
。 

幼
児
期
の
遊
び
を
通
し
て
学
ん
で
き

た
活
動
か
ら
、
小
学
校
の
各
教
科
に

お
け
る
学
習
に
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
、
幼
児
教
育
施
設
と
小
学
校
の

情
報
共
有
や
★

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
を
支
援
す
る
な
ど
、
保

幼
少
の
連
携
・
接
続
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

 

指
導
課 

  

就
学
相
談
に
よ
る
情
報
共
有  

  

の
推
進  

就
学
前
児
童
の
保
護
者
と
の
個

別
就
学
相
談
や
幼
児
教
育
施
設

等
訪
問
を
通
し
て
、
特
別
な
配

慮
を
要
す
る
児
童
の
情
報
共
有

を
推
進
し
ま
す
。 

入
学
後
、
小
学
校
の
学
習
や
生

活
に
な
じ
め
ず
、
授
業
中
に
出

歩
い
た
り
、
大
き
な
声
を
出
し

た
り
、
学
校
に
行
く
の
を
渋
っ

た
り
す
る
状
況
が
続
く
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
小
１

プ
ロ
ブ
レ
ム
）
。 

 

指
導
課 

  

入
学
前
相
互
訪
問
の
推
進  

 

幼
児
教
育
施
設
職
員
と
小
学
校
教
職

員
が
入
学
前
相
互
訪
問
を
行
う
な

ど
、
職
員
間
の
連
携
を
推
進
し
、
個
に

応
じ
た
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

小
学
校
入
学
前
に
、
幼
児
教
育
施
設

職
員
と
小
学
校
教
職
員
が
入
学
児
童

に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
教
職
員
が
個
に
応
じ
た
質
の
高

い
指
導
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

用
語
解
説 

 

★
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
＝

小
学
校
に
入
学
し
た
児
童
が
ス

ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
へ
適
応
し

て
い
け
る
よ
う
に
編
成
し
た
第

１
学
年
入
学
当
初
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
こ
と
。
例
え
ば
、
学
校
を

探
検
す
る
生
活
科
の
学
習
活
動

を
中
核
と
し
て
、
国
語
科
・
音
楽

科
・
図
画
工
作
科
な
ど
の
内
容

を
組
み
合
わ
せ
、
大
き
な
単
元

を
構
成
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。 

成果指標 現状値 目標値 

幼児教育施設職員と小学校教員による

相互訪問を行っている小学校数 

7校 

（令和 2年度） 
23校 

※令和２年度の現状値は、コロナ禍のため相互訪問を中止した学校あり 

令和８年度までの目標値 

2-1-1 

 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 1 幼児期（幼稚園・保育園・認定こども園）から 

    児童期（小学校）への円滑な移行支援 

取組 1 幼児教育と小学校教育の接続の推進 

☆
参
考 

 
 

資
料
編 

1
ペ
ー
ジ 

 
 

 

「
小
中
学
校
一
覧
」 
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個
に
応
じ
た
教
育
の
推
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

教
育
活
動
指
導
員
の
配
置  

 

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
と
基
礎
的
・
基
本
的

な
学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
、
市
内
全

小
中
学
校
に
「
教
育
活
動
指
導
員
」
を
配
置
し
、 

 

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）
を
行
う
な
ど
、

き
め
細
か
な
教
科
指
導
を
行
い
ま
す
。 

学
習
指
導
要
領
で
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
授
業
に
お
い
て
、
理
解
度
や
到
達
度
等
の
差
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
児

童
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
と
基
礎
的
・
基
本
的
な

学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 

 

 

指
導
課 

  
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る  

  

教
育
的
支
援
の
推
進  

指
導
主
事
等
に
よ
る
学
校
訪
問
や
、
専
門
性
の
高
い
特

別
支
援
学
校
の
教
職
員
に
よ
る
巡
回
相
談
な
ど
を
通
し

て
、
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。 

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
★

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
の
た
め
、
個
別
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の

あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
労

働
等
の
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
最
も
的
確
に
応
え
る
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

指
導
課 

  

教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
に
向
け
た
研
修
等
の  

  

充
実  

教
職
員
研
修
の
充
実
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
や

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
主
事
等
に
よ
る
学
校
訪
問
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
し
て
、
教
職
員
の
専
門
的
指
導

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
特
別
支
援
学
級
在
籍
者
は
、
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

そ
の
た
め
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対

す
る
支
援
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

★

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）
や
少
人
数
指
導
な
ど
、
き
め
細
か
な

教
育
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
を
大
切
に
し
た
個
別
の
支
援
や
特
別
な
配
慮
を

要
す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

2-2-1 

 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 1 個に応じた教育の推進 
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成果指標 現状値 目標値 

市内小中学校への「教育活動指導員」の配置率 
100％ 

（令和 2年度） 
100％ 

実態把握のための新たな発達検査(★WISC-Ⅳ) 

実施可能校 

12校 

（令和 3年度） 
32校 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）
＝
学
級

の
指
導
に
一
人
の
教
職
員
が
あ
た
る
の
で
は
な

く
、
複
数
の
教
職
員
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
児
童

生
徒
の
指
導
に
あ
た
る
授
業
形
態
。 

 

★
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
＝
人
間
の
多

様
性
の
尊
重
等
を
強
化
し
、
障
が
い
者
が
精
神
的

及
び
身
体
的
な
能
力
等
を
可
能
な
最
大
限
度
ま
で

発
達
さ
せ
、
自
由
な
社
会
に
効
果
的
に
参
加
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
障
が

い
の
あ
る
者
と
障
が
い
の
な
い
者
が
共
に
学
ぶ
仕

組
み
。 

 

★
通
級
指
導
教
室
＝
通
常
の
学
級
で
の
学
習
に
概

ね
参
加
で
き
、
一
部
特
別
な
指
導
を
必
要
と
す
る

程
度
の
児
童
生
徒
が
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
な

が
ら
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
た
め
の
特
別
な
指

導
（
自
立
活
動
）
を
週
に
数
時
間
受
け
る
た
め
の

教
室
。 

 

★
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
‐
Ⅳ
（
ウ
ィ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
）
＝ 

 

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
は
、W

ec
hs
le
r In

te
lli

g
en
ce Sc

al
e 

f
o
r C

hi
ld
re
n

の
略
。
世
界
各
地
で
使
用
さ
れ
て

い
る
児
童
用
の
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
式
知
能
検
査
。
５

歳
０
か
月
～
16
歳
11
か
月
で
実
施
が
可
能
で
、
全

体
的
な
知
的
能
力
や
記
憶
・
処
理
に
関
す
る
能
力

を
測
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
発
達
障
が
い
の
診

断
や
サ
ポ
ー
ト
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

 

「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」「
個
別
の
指
導
計
画
」  

  

の
活
用  

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
指

導
及
び
支
援
を
行
う
た
め
「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
や

「
個
別
の
指
導
計
画
」
を
作
成
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。 

特
別
支
援
学
級
や
★

通
級
指
導
教
室
で
は
、
一
人
一
人
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
児
童

生
徒
の
実
態
把
握
や
児
童
生
徒
・
保
護
者
と
の
話
合
い
を

進
め
、
児
童
生
徒
が
自
立
し
て
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
、
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 1 個に応じた教育の推進 
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確
か
な 

学
力
の
向
上 

各
教
科
に
お
い
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
へ
の
授
業
改
善
を
目
指
し
、
効
果
的
な
★

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
推
進
し
、「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び

に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
３
つ
の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
英
語
検
定
受
検
料
を
助
成
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

授
業
研
究
の
継
続
、
授
業
や
評
価
の
研
修  

 

「
学
習
指
導
要
領
」
の
目
標
に
対
応
し
た
授
業
研
究
等

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
評
価
方
法
に
つ
い
て
研
修
等

を
行
い
、
各
校
ご
と
に
年
間
指
導
計
画
や
評
価
計
画
の

作
成
に
向
け
た
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。 

小
中
学
校
の
「
学
習
指
導
要
領
」（
平
成
28
年
度
改
訂
）

で
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
で
の
授

業
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
た
め
に
「
何
を
学
ぶ
か
」
、
そ
の
内
容
を
「
ど

の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
を
意
識
し
た
授
業
構
成
や
、
評
価
の

方
法
に
つ
い
て
研
修
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

 

指
導
課 

 
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
目
指
し
た  

 
  

授
業
改
善  

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
や
「
県
学
力
診
断
の

た
め
の
テ
ス
ト
」
の
分
析
結
果
を
基
に
、
本
市
の
学
力

向
上
推
進
委
員
会
や
学
校
訪
問
等
で
共
通
理
解
を
図

り
、
授
業
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。 

令
和
元
年
度
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
児

童
生
徒
質
問
紙
で
の
「
児
童
（
生
徒
）
の
間
で
話
し
合

う
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
、
広
げ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
問

い
に
対
し
、
肯
定
的
な
回
答
が
県
や
全
国
を
下
回
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
授
業
の
中
で
対
話
的
な
学

び
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

指
導
課 

  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
た
授
業
の
実
施  

 

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
指

導
課
主
催
の
活
用
研
修
会
を
通
し
て
、
教
職
員
の
ス
キ

ル
を
高
め
、
一
人
一
台
端
末
環
境
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

効
果
的
に
活
用
し
た
授
業
を
実
践
し
ま
す
。 

「
★

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
り
、
一
人
一
台
端

末
環
境
が
各
小
中
学
校
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
生

徒
が
課
題
を
発
見
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
形
成
し
た

り
し
て
い
く
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
、

必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
と
学
習
指
導
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

2-2-2 

 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 2 確かな学力の向上 



- 32 - 

 

 

                          

成果指標 現状値 目標値 

市学力向上推進委員会の実施（年 2回） 
100％ 

（令和 2年度） 
100％ 

ICT機器の効果的な活用に関する研修会の実施

（年 6回） 

100％ 

（令和 2年度） 
100％ 

英語検定料補助を利用した児童生徒の受検率 
19.7％ 

（令和 2年度） 
30.0％ 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、

I
n
fo
rm
at
io
n 

a
nd 

Co
mm
un
ic
at
i
on

 

T
e
ch
no
lo
gy
(

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ン
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー)

の
略
で
、
日
本
で
は
す
で

に
一
般
的
と
な
っ
た
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

の
概
念
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
Ｉ
Ｔ
に

通
信
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

を
加
味
し
た
言
葉
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
型
端
末
・
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
（
大

型
テ
レ
ビ
）・
実
物
投
影
機
・
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
ソ
フ
ト
等
の
機
器
。 

 

★
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
＝
児
童
生

徒
向
け
の
１
人
１
台
端
末
と
、
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的

に
整
備
し
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
公
正
に
個

別
最
適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
育
む
教
育

を
全
国
の
学
校
現
場
で
持
続
的
に
実
現

さ
せ
る
構
想
の
こ
と
。 

 

★
学
習
支
援
ア
プ
リ
＝
簡
単
な
操
作
で

教
職
員
と
児
童
生
徒
の
「
双
方
向
化
」

や
「
協
働
化
」
を
可
能
に
す
る
ア
プ
リ

で
、
本
市
で
は
、「
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
や

「G
o
og
le 

Wo
rk
sp
ac
e

」
等
を
活
用
し

て
い
る
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

学
習
支
援
ア
プ
リ
を
活
用
し
た  

  

家
庭
学
習
の
支
援  

授
業
と
家
庭
学
習
の
連
携
を
図
り
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
目
指
す

た
め
に
、
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
効
果

的
に
活
用
し
た
家
庭
学
習
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。 

★

学
習
支
援
ア
プ
リ
を
効
果
的
に
活

用
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善
を
行

う
こ
と
で
、
授
業
と
家
庭
学
習
の
関

連
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
向

上
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

 

指
導
課 

  
英
語
検
定
受
検
料
の
補
助  

 

市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
英
語
検

定
の
受
検
機
会
を
増
や
す
た
め
、
英
語
検

定
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

本
市
は
、
国
か
ら
教
育
課
程
特
例
校
の
指

定
を
受
け
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
英
語
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
用
英
語
技
能

検
定
（
以
下
「
英
語
検
定
」
と
い
う
）
を
受

検
す
る
こ
と
は
、
英
語
に
関
心
を
も
ち
、
学

習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
機
会
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
英
語
検
定
料
の

助
成
を
実
施
し
、
受
検
機
会
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 2 確かな学力の向上 
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豊
か
な
心
の
育
成 

学
校
教
育
全
体
を
通
し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
心
や
た
く
ま
し
く
生
き
る
心
を
育
て
る
と
と
も
に
、

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
る
心
の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
を
含
め
た
生
徒
指
導
上
の

課
題
に
つ
い
て
、
地
域
全
体
で
の
見
守
り
を
推
進
し
ま
す
。
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の
授
業
の 

 

工
夫
・
改
善
を
図
り
、
道
徳
性
を
養
い
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

道
徳
科
の
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善  

 

道
徳
教
育
の
要
と
し
て
の
道
徳
科
に
お
い
て
は
、「
考
え
、 

議
論
す
る
道
徳
」
へ
の
質
的
転
換
を
図
る
た
め
、
全
小
中
学

校
に
お
い
て
発
達
段
階
や
特
性
等
を
考
慮
し
た
質
の
高
い

多
様
な
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
ま
す
。 

道
徳
教
育
に
お
い
て
は
、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
を
要
と
し

て
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
多
様
な
考
え
方
が
あ
る

道
徳
的
な
課
題
を
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
自
分
自
身
の

問
題
と
捉
え
、
向
き
合
う
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
一

層
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

指
導
課 

  
人
権
意
識
の
高
揚
と
人
権
教
育
の
充
実  

 

教
職
員
の
人
権
意
識
の
高
揚
や
児
童
生
徒
へ
の
人
権

教
育
の
充
実
、
保
護
者
へ
の
啓
発
の
た
め
に
古
河
市

教
育
研
究
会
人
権
教
育
部
と
連
携
し
、
研
修
の
充
実

を
図
り
ま
す
。 

各
小
中
学
校
で
は
、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
や
そ
れ

ぞ
れ
の
教
科
、
学
級
活
動
等
を
通
し
て
人
権
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
の
人
権
意
識
の
高

揚
や
人
権
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
研
修
も

計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
日
々
の
教
育

活
動
の
中
で
、
意
図
的
・
計
画
的
に
人
権
教
育
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
や
保
護
者
へ
の
啓
発
も
必
要
で

す
。 

 

指
導
課 

  

安
心
し
て
学
べ
る
中
学
校
の
環
境
づ
く
り  

 

支
援
を
必
要
と
す
る
中
学
校
に
★

ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
を
配
置
し
、
問
題
行
動
に
対
応
し
た
り
、
通
学

に
お
け
る
安
全
指
導
や
校
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

つ
く
り
ま
す
。 

中
学
校
で
は
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
交
通
安
全

や
、
校
内
に
お
け
る
問
題
行
動
等
に
対
応
す
る
た

め
に
、
教
職
員
以
外
の
外
部
人
材
を
配
置
し
、
生

徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
り
、
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

2-2-3 

 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 3 豊かな心の育成 
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担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

い
じ
め
・
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
取
組
と
充
実  

 

「
古
河
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解
決
に
む
け

て
、「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
及
び
「
い
じ

め
問
題
対
策
委
員
会
」
を
組
織
し
、
い
じ
め
を
許
さ

な
い
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

い
じ
め
を
学
校
や
地
域
で
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に

対
応
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。「
古
河
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
問
題
の
未
然
防
止
・
早

期
解
決
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

指
導
課 

  

教
育
相
談
事
業
の
充
実  

 

全
て
の
不
登
校
児
童
生
徒
と
関

係
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
関
係

諸
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

本
市
で
は
、
不
登
校
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
上
の
不
安
や
悩
み
の

解
消
・
解
決
の
た
め
に
、
★

教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
及
び
★

ホ
ー

ム
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣

な
ど
の
教
育
相
談
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
全
て
の
不
登

校
児
童
生
徒
と
関
係
を
築
く
た

め
に
、
学
校
等
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

用
語
解
説 

 

★
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
＝
学
校
生
活

に
適
応
で
き
な
い
生
徒
に
対
し
て

配
置
す
る
も
の
で
、
学
校
生
活
に

お
け
る
指
導
及
び
支
援
を
実
施

し
、
生
徒
の
安
全
と
学
校
生
活
の

安
定
及
び
向
上
に
努
め
る
。 

 

★
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
い
じ
め

や
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
な
ど
に

直
面
し
て
い
る
児
童
生
徒
・
保
護

者
・
教
職
員
の
心
の
悩
み
を
解
消
・

解
決
す
る
た
め
の
相
談
活
動
を
行

う
学
校
外
の
公
的
施
設
と
し
て
設

置
さ
れ
た
機
関
。 

 

★
ホ
ー
ム
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
タ

ー
＝
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
児

童
生
徒
に
対
す
る
家
庭
訪
問
支
援

や
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
室

し
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
活

動
支
援
を
行
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
こ
と
。 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

人権研修における受講者評価（アンケート） 

（4段階） 
― 3.5 

「古河市いじめ問題対策連絡協議会」及び 

「古河市いじめ問題対策委員会」の年間開催数 

2回 

（令和 2年度） 
2回 

教育支援センターの支援人数÷不登校児童生徒数

（％） 

46.48％ 

（令和 2年度） 
52.00％ 

 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 3 豊かな心の育成 

☆
参
考 

 
 

資
料
編 

2
ペ
ー
ジ 

 
 

 

「
教
育
支
援 

セ
ン
タ
ー
一
覧
」 
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体
力
の
向
上 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

体
力
・
運
動
能
力
調
査
の
実
施
・
活
用  

 

体
力
・
運
動
能
力
の
調
査
結
果
に
よ
り
策
定
し
た
「
体
力
ア
ッ
プ

推
進
プ
ラ
ン
」
を
授
業
や
運
動
部
活
動
な
ど
に
有
効
活
用
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
効
果
的
な
活
用
方
法
の
研
修
や
、
結
果
を
踏
ま

え
た
授
業
展
開
の
研
究
授
業
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

各
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
体
力
・

運
動
能
力
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
相
対
的
に
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
個
々
に
応
じ
た
体
育
指
導
を
行
い
、
体
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
し
か
も
実
践
力
に
結
び
つ

く
知
識
の
習
得
と
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
方
法
を
考
え
る
学
習

の
展
開
の
工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

指
導
課 

  

体
力
向
上
に
向
け
た
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善  

 
児
童
生
徒
の
運
動
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た

め
、
外
部
講
師
を
招
き
、
教
師
対
象
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
の
実
施
や
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
指
導

方
法
の
工
夫
・
改
善
を
図
り
ま
す
。 

児
童
生
徒
が
「
で
き
る
こ
と
、
わ
か
る
こ
と
、
関
わ
る
こ

と
」
を
実
感
し
、
そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
込
ん
だ

体
育
の
授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

効
果
的
に
活
用
し
、
個
に
応
じ
た
多
様
な
指
導
方
法
の

工
夫
・
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

体力テスト結果 

（運動能力の高い子の割合） 

－（低い子の割合） 

小 24.99％ 

中 38.99％ 

（令和元年度） 

小 30.00％ 

中 41.00％ 

 

「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
の
結
果
を
活
用
し
、
各
学
校
で
課
題
克
服
の
た
め
に

「
体
力
ア
ッ
プ
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
昼
休
み
や
体
育
的
行
事
に 

お

け
る
実
践
も
具
体
的
に
設
定
・
実
践
・
評
価
し
て
い
く
こ
と
で
、
体
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

2-2-4 

 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 4 体力の向上 
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特
色
あ
る
教
育
活
動
の
展
開 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

理
科
教
育
支
援
員
の
配
置  

 

理
科
教
育
支
援
員
を
全
小
学
校
に
配
置

し
、
理
科
の
授
業
に
お
け
る
観
察
・
実
験

等
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
発
展
的
な
学

習
教
材
の
提
供
や
理
科
室
の
薬
品
管

理
、
観
察
・
実
験
教
材
の
準
備
等
を
行
い

ま
す
。 

児
童
が
理
科
に
関
す
る
興
味
・
関
心
や

観
察
・
実
験
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、

理
科
教
育
の
体
制
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
学
級
担
任
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
理
科
の
授
業
で
の
観
察
・
実
験
等

の
補
助
を
行
う
た
め
の
支
援
員
を
適
切

に
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

指
導
課 

  

理
科
教
育
支
援
員
の
資
質
の
向
上  

 

小
学
校
23
校
の
理
科
教
育
支
援
員
同
士

の
情
報
交
換
会
や
理
科
教
育
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
支
援
員
間
の
情
報
共

有
や
観
察
・
実
験
技
能
等
を
育
成
し
、
理

科
指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
  
 
  
 
  
  

児
童
の
「
科
学
す
る
心
」
を
育
て
る
取
り

組
み
と
し
て
、
授
業
の
補
助
だ
け
で
は

な
く
、
理
科
の
専
門
性
の
高
い
発
展
的

な
学
習
や
科
学
研
究
作
品
等
へ
の
指

導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
た
め
に
、
理
科

を
指
導
す
る
能
力
を
よ
り
一
層
向
上
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

指
導
課 

  

英
語
発
信
力
の
向
上  

 

自
分
の
意
見
を
英
語
で
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
人
財
」
の
育
成
を
目
指
し
、
児
童

生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
授
業
を
展
開

で
き
る
よ
う
に
、
指
導
力
の
向
上
を
推
進

し
ま
す
。 

本
市
は
平
成
29
年
度
に
国
か
ら
教
育
課
程

特
例
校
の
指
定
を
受
け
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
英
語
活
動
を
導
入
し
、
英
語
に
慣
れ

親
し
ま
せ
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
素
地
と
な
る
資

質
・
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
児
童

生
徒
が
自
分
の
考
え
や
思
い
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
な
英
語
発
信
力
の
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

考
え
る
力
を
基
盤
と
し
て
、
自
ら
考
え
判
断
し
、
表
現
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
た
学
校
の
意
欲
的
な
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。 

成果指標 現状値 目標値 

観察や実験を行うことが好きな児童 

（小学校対象） 

92.1％ 

（令和 2年度） 
93％ 

英語で積極的に自分の考えや思いを 

伝えようとしている児童 

（小学校対象） 

87％ 

（令和 2年度） 
90％ 

 

令和８年度までの目標値 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 5 特色ある教育活動の展開 2-2-5 

 
 



- 37 - 

 

 

  
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進 

小
学
校
と
中
学
校
を
つ
な
ぐ
組
織
的
・
系
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
、
家
庭
・

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

 

「
い
ば
ら
き
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
活
用  

 

「
い
ば
ら
き
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
活
用
し
、

効
果
的
な
活
用
法
を
紹
介
し
た
り
、
小
中
高
間
で

確
実
に
引
き
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
方
法
を
確
認

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。 

令
和
２
年
度
か
ら
、
「
い
ば
ら
き
★

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
が
学
習
に
見
通
し

を
立
て
、
学
習
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動
を
計

画
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
中
で
、
小
中
高
の
校
種
間
を
超
え
て
の
引
き
継

ぎ
や
、
発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
つ
い
て
、
校
種
間
の
共
通
理
解
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

 

指
導
課 

  

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
た
め
の
情
報
の
提
供  

 

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
い
き
い
き
と
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
目
指
し
、
各
学
校
に
自

然
体
験
学
習
や
職
場
体
験
学
習
の
場
、
社
会
人
講

師
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。 

小
中
学
校
で
は
実
践
的
・
体
験
的
な
活
動
を
行
う

に
あ
た
り
、
自
然
体
験
活
動
や
職
場
見
学
、
社
会
人

講
話
、
職
場
体
験
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教

職
員
が
体
験
場
所
を
決
め
る
際
に
は
、
多
く
の
情

報
の
中
か
ら
体
験
場
所
や
講
師
決
定
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

全国学力・学習状況調査質問紙 

「将来の夢をもっていますか？」 

に対する回答 

（もっている、どちらかといえば 

もっている） 

小：83.8％ 

中：70.5％ 

（令和元年度） 

小：90％ 

中：75％ 

 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
＝

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の 

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
わ
る
活

動
に
つ
い
て
、
学
び
の
プ
ロ

セ
ス
を
児
童
生
徒
自
身
で
記

述
し
、
蓄
積
し
た
記
録
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
（
例
：
観
察
ノ
ー

ト
・
作
品
・
図
表
・
写
真
・ 

 

レ
ポ
ー
ト
な
ど
）
の
よ
う
な

教
材
の
こ
と
。 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 6 キャリア教育の推進 2-2-6 
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教
職
員
の
資
質
・ 

能
力
の
向
上 

各
種
訪
問
や
、
学
校
や
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
修
を
通
し
て
、
教

職
に
対
す
る
強
い
情
熱
と
教
育
の
専
門
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量
、
総
合
的

な
人
間
力
を
高
め
、
信
頼
さ
れ
る
教
職
員
を
育
成
し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

各
研
修
会
の
充
実  

 

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
各
種
研
修
会
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
教
育
研
究
会
が
行
う
研

修
会
等
の
充
実
の
た
め
の
支
援
を
図
り
ま
す
。 

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
「
人
財
」
の
育
成
に
は
、

教
職
員
の
豊
か
な
人
間
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教

科
な
ど
に
関
す
る
専
門
的
知
識
、
こ
れ
ら
を
基
盤
と

す
る
実
践
的
指
導
力
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
多
様
な
資
質
を
持
っ
た
人
財
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、「
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
」
を
踏
ま

え
た
研
修
の
充
実
が
必
要
で
す
。 

 

 

指
導
課 

  
教
職
員
の
資
質
・
能
力
を
向
上
さ
せ
る
機
会
の
確
保  

 

教
職
員
と
し
て
の
専
門
性
の
充
実
、
経
営
管
理
能
力
の
向
上

及
び
国
際
的
視
野
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
教
職
員
を
大
学
や

大
学
院
・
企
業
・
海
外
等
へ
も
積
極
的
に
派
遣
し
ま
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
研
修
会

で
は
全
職
員
が
均
等
に
研
修
す
る
機
会
を
保
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
教
育
研
究
会
へ
の
補
助
を
行
う
等
、
教
職
員
の
資

質
の
向
上
を
目
指
す
研
修
会
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
ち
専
門
性
を
高
め
る
た
め

に
、
教
職
員
の
大
学
・
大
学
院
・
企
業
な
ど
へ
の
派
遣
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

指
導
課 

  

校
内
研
修
会
の
体
系
化  

 

法
令
遵
守
も
含
め
た
必
要
な
研
修
の
機
会
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
本
市
の
教
育
の
現
状
や
課
題
、
教
育
課

程
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
研
修
を
体
系
的
に
実
施
し

ま
す
。 

各
小
中
学
校
で
は
、
全
教
科
・
全
領
域
に
わ
た
り
年
間

計
画
に
位
置
づ
け
た
校
内
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
各
研
修
に
お
い
て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
意
識
し
て

教
職
員
が
意
欲
を
も
っ
て
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
教
科
の
指
導
方
法
だ
け
で
は
な

く
、
法
令
遵
守(

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス)

も
含
め
た
必
要

な
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。 

 

2-2-7 

 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 7 教職員の資質・能力の向上 
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担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

学
校
訪
問
を
通
し
て
の
実
効
性
の
あ
る
指
導
・
助
言  

 

児
童
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
具
体
的
な
指
導
が
必
要
な
た

め
、
学
校
訪
問
を
通
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
や
指
導
計
画
・
指
導
方
法
や
１
人
１
台
端
末
の

効
果
的
な
活
用
を
踏
ま
え
た
指
導
案
づ
く
り
等
の
相
談
・
支
援

を
行
い
ま
す
。 

学
校
で
実
施
す
る
教
育
課
程
や
授
業
改
善
に
関
す
る
指
導
・
助

言
の
た
め
、
小
中
学
校
全
32
校
に
年
１
回
の
計
画
訪
問
、
さ

ら
に
は
各
小
中
学
校
の
課
題
に
応
じ
た
要
請
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。
指
導
に
あ
た
っ
て
は
★

指
導
主
事
が
、
県
や
県
外
等

で
の
研
修
会
で
得
た
内
容
を
、
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
・
教

職
員
の
実
態
に
合
わ
せ
、
具
体
的
に
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し

て
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
教
育
総
務
課 

指
導
課 

  

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革  

 

教
職
員
の
働
き
方
を
見
直
し
、
自
身
の
人
間
性
や
創
造
性
を

高
め
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教
育
活
動
が
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
教
職
員

の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
ま
す
。 

社
会
の
変
化
に
伴
い
、
学
校
教
育
の
改
善
・
充
実
が
求
め
ら

れ
、
学
校
へ
の
課
題
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
を
改
善
し
、
教
職
員
が
健

康
で
や
り
が
い
を
持
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
き
め
細
か
な
教

育
を
行
え
る
よ
う
、「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

教職員の大学院への 

派遣人数 

0人 

（令和 2年度） 
2人 

茨城県教育研究会 

教育論文入賞者数 

2人 

（令和 2年度） 
3人 

月あたりの時間外勤務 

45時間以内の 

教職員の割合 

28％ 

（令和 3年 4月） 
100％ 

 

用
語
解
説 

 

★
指
導
主
事
＝
学
校
に
お
け

る
教
育
課
程
、
学
習
指
導 

そ
の
他
学
校
教
育
に
関
す
る

専
門
的
事
項
の
指
導
に
関
す

る
事
務
に
従
事
す
る
専
門
的

教
育
職
員
。
教
育
委
員
会
の

事
務
局
に
置
か
れ
て
い
る
。 

令和８年度までの目標値 

研修支援 

全
職
員 

管
理
職 

中
堅
教
員 

若
手
教
員 

計
画
訪
問
、
要
請
訪
問 

計
画
訪
問 

要
請
訪
問 

要
請
訪
問
、
初
任
者
研
修 

 

教育課題対応 

特
別
支
援
教
育 

外
国
語
教
育 

人
権
教
育 

能
動
的
学
び 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

特
別
支
援
教
育
集
合
指
導
訪
問
、
特
別
支
援
教
育
研
修
会 

日
本
語
指
導
研
修
会
、
英
語
教
育
研
修
会 

人
権
教
育
推
進
訪
問
、
人
権
教
育
研
修
会
、
人
権
教
育
講
演
会 

学
力
向
上
推
進
委
員
会
、
教
育
論
文
研
修
会
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
推
進
委
員
会 

 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 7 教職員の資質・能力の向上 
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読
書
教
育
の
推
進 

県
事
業
「
み
ん
な
に
す
す
め
た
い
一
冊
の
本
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
各
小
中 

 

学
校
の
読
書
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
各
小
中
学
校
の
学
校
図
書
館
の

環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

 

「
み
ん
な
に
す
す
め
た
い
一
冊
の
本
推
進
事
業
」
の
充
実  

 

余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
の
多
様
化
に
よ
る
「
読
書
離
れ
」
「
活

字
離
れ
」
を
防
ぐ
た
め
に
、
読
書
の
習
慣
化
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
も
、
県
事
業
「
み
ん
な
に
す
す
め
た
い
一
冊
の
本
推
進
事

業
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
音
楽
・
ゲ
ー
ム
機
器
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
・
普
及
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
余
暇
時
間
の
過

ご
し
方
の
多
様
化
に
よ
っ
て
「
読
書
離
れ
」
「
活
字
離
れ
」
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

指
導
課 

  

「
学
校
図
書
館
支
援
員
」
の
効
果
的
な
活
用  

 

全
小
中
学
校
に
配
置
し
て
い
る
「
学
校
図
書
館
支
援

員
」
を
引
き
続
き
活
用
し
、
学
校
司
書
の
サ
ポ
ー
ト

や
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
な
ど
を
効
果
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
読
書
率
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

児
童
生
徒
に
本
を
読
み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
図

書
室
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
、
授
業
で
使
い
や
す

い
よ
う
に
本
を
選
定
し
て
い
く
こ
と
、「
朝
読
書
」
の

時
間
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
、
児
童
生
徒
の
読
書
習

慣
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

小学校「年間 50冊賞」達成率 
91.7％ 

（令和 2年度） 
100％ 

中学校「年間 30冊賞」達成率 
32.5％ 

（令和 2年度） 
60％ 

 

2-2-8 

 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 2 特色ある学校教育の充実 

取組 8 読書教育の推進 
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新
た
な
教
育
機
関
の
誘
致 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課 

  

高
等
教
育
機
関
の
誘
致  

 

県
な
ど
へ
の
高
等
教
育
機
関
誘
致
の
要
望
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
専
門
職
大
学
制
度
等
を
見
据
え
、
市
内
の
既

存
専
門
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
多
才
な
人
材
の

輩
出
、
専
門
性
の
高
い
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

本
市
内
に
は
複
数
の
専
門
学
校
が
あ
り
ま
す
。
大
学
や

高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
の

誘
致
を
行
い
、
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
県
な
ど
に
要
望

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
に
伴
う
定
員
確
保
等
の

課
題
や
経
済
の
停
滞
と
い
っ
た
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。 

 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

市内専門学校数 
4校 

（令和 3年度） 
4校 

 

専
門
学
校
や
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

内
で
専
門
性
の
高
い
教
育
を
受
け
る
選
択
肢
を
広
げ
、
多
才
な
人
材
の

輩
出
や
、
市
内
で
の
専
門
性
の
高
い
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

2-3-1 

 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 3 地域教育機関の充実 

取組 1 新たな教育機関の誘致 

教育機関誘致を記載した『新市建設計画』 
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学
校
間
連
携
の
推
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
の
推
進  

 

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
の
た
め
に
、
９
年
間
を
見
通
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
や
小
中
学
校
間
で
教
員
の
人
的
交
流
（
出
前

授
業
等
）
を
図
る
な
ど
、
実
態
に
応
じ
た
連
携
を
推
進
し
ま
す
。 

子
ど
も
の
資
質
・
能
力
・
態
度
等
の
よ
り
良
い
育
成
の
た
め
に

は
、
義
務
教
育
終
了
時
点
で
の
生
徒
像
を
小
中
学
校
で
具
体
的

に
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
在
、
同
一
中
学
校
区
内
の

小
中
学
校
に
お
い
て
、
授
業
の
流
れ
や
家
庭
学
習
に
つ
い
て
統

一
し
た
指
導
を
し
た
り
、
中
学
校
の
教
職
員
が
小
学
校
で
出
前

授
業
を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
接
続
を
滑
ら

か
に
し
、
★

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

指
導
課 

  

小
中
連
携
推
進
協
議
会
の
設
置
・
活
用  

 

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
一
層
の
連
携
の
た
め
に
、
学
校

ご
と
に
「
小
中
連
携
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
関
係

者
が
目
的
を
共
有
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
を
目
指

し
ま
す
。 

同
一
中
学
校
区
内
の
小
中
学
校
で
は
、
あ
い
さ
つ
運
動

や
運
動
会
・
学
校
祭
等
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
交
流
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒
の

成
長
を
見
守
っ
て
い
く
教
育
環
境
の
構
築
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

各
中
学
校
区
に
お
け
る
小
中
学
校
の
連
携
を
推
進
し
、
小
学
校
教
育
か
ら
中
学

校
教
育
へ
の
円
滑
な
接
続
及
び
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
・
継
続

的
な
指
導
に
よ
り
、
学
力
向
上
や
学
校
生
活
へ
の
適
応
を
図
り
ま
す
。 

用
語
解
説 

 

★
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
＝
小
学
校
を
卒
業
し

て
中
学
校
へ
進
学
し
た
際
、
こ
れ
ま
で
の

小
学
校
生
活
と
は
異
な
る
新
し
い
環
境

や
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
な
じ
め
ず
、 

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
り
、 

不
登
校
や
い
じ
め
が
起
こ
っ
た
り
す
る

現
象
の
こ
と
。 

2-3-2 
 

政策 2 生きる力を育む学校教育の充実 

施策 3 地域教育機関の充実 

取組 2 学校間連携の推進 
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政
策
３ 

安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
充
実 

施
策
１ 

学
校
施
設
・
設
備
・
備
品
の
充
実
と
維
持
管
理 

施
策
２ 
就
学
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

施
策
３ 

地
域
・
家
庭
と
連
携
し
た
学
校
運
営
と
子
ど
も
の 

 
 
 
 

居
場
所
づ
く
り 

施
策
４ 

学
校
保
健
の
充
実 
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学
校
施
設
の
適
正
配
置 

児
童
生
徒
数
及
び
学
級
数
の
推
移
を
精
査
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

及
び
社
会
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

教
育
総
務
課 

  

市
内
小
中
学
校
の
★

適
正
規
模
・
適
正
配
置  

 

市
立
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

本
市
で
は
、
少
子
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
、
地
域
に

よ
っ
て
児
童
生
徒
数
に
偏
り
が
生
じ
て
お
り
、
令
和

３
年
度
か
ら
★

複
式
学
級
の
導
入
を
開
始
し
た
学
校

も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
少
子
化
の
傾
向
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
、★
小
規
模
校
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

 

3-1-1 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 1 学校施設・設備・備品の充実と維持管理 

取組 1 学校施設の適正配置 

 

適正規模・適正配置についての検討 

用
語
解
説 

 

★
複
式
学
級
＝
児
童
生
徒
の
数
が
著
し
く

少
な
い
か
、
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
に
、
数
学
年
の
児
童
ま
た
は
生
徒
を
１
学

級
に
編
成
す
る
こ
と
。
例
え
ば
小
学
校
な

ら
、
学
級
あ
た
り
の
人
数
が
16
人
以
下
（
１

年
生
を
含
む
場
合
は
８
人
以
下
）
の
場
合
が

基
準
と
な
る
。 

 

★
小
規
模
校
＝
「
小
中
学
校
の
国
庫
負
担
事

業
認
定
申
請
の
手
引
き
」
等
で
は
、
学
校
規

模
の
分
類
と
し
て
、
例
え
ば
小
学
校
な
ら

6
学
級
か
ら
11
学
級
し
か
な
い
場
合
を

「
小
規
模
校
」
と
し
て
い
る
。 

 

★
適
正
規
模
＝
『
学
校
基
本
法
施
行
規
則
』

で
は
、
小
中
学
校
の
学
級
数
は
「
12
学
級
以

上
18
学
級
以
下
を
標
準
と
す
る
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
「
小
中
学
校
の
国
庫
負
担
事

業
認
定
申
請
の
手
引
き
」
等
で
も
、
学
校
規

模
の
分
類
と
し
て
、
12
学
級
か
ら
18
学
級

ま
で
を
「
適
正
規
模
校
」
と
し
て
い
る
。 
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学
校
施
設
の 

適
正
な
維
持
管
理 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
念
頭
に
お
い
て
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
大
規
模 

改
修
や
設
備
の
更
新
な
ど
、
学
校
施
設
の
適
正
配
置
計
画
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

計
画
的
に
進
め
る
ほ
か
、
維
持
管
理
の
簡
略
化
や
安
全
管
理
の
充
実
な
ど
適
正
な

管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
提
供
し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
教
育
施
設
課 

  

学
校
施
設
の
維
持
管
理  

 

突
発
的
な
設
備
故
障
や
小
規
模
修
繕
等
に
対
し
、
学
校
運

営
に
支
障
の
な
い
よ
う
早
急
に
対
処
し
ま
す
。
ま
た
、
大

規
模
な
修
繕
等
も
日
常
点
検
や
専
門
家
に
よ
る
調
査
を

踏
ま
え
、
年
次
計
画
を
立
て
整
備
を
行
い
ま
す
。 

突
発
的
な
設
備
の
故
障
や
小
規
模
な
修
繕
等
が
数
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
都
度
補
修
・
修
繕
等
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
に
な
る
よ
う
な

故
障
や
修
繕
は
、
計
画
的
に
工
事
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

学
校
教
育
施
設
課 

  
学
校
施
設
の
整
備  

 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
実
施
５
か
年
計
画
に

よ
り
、
ま
ず
は
古
河
第
一
中
学
校
の
施
設
に
つ
い

て
整
備
を
進
め
ま
す
。 

築
40
年
以
上
経
過
し
た
学
校
施
設
が
多
く
み
ら

れ
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や
学
校
運
営
に
も
支
障

を
来
す
た
め
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
長
寿
命
化
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

学
校
教
育
施
設
課 

  

学
校
施
設
の
管
理
業
務
の
効
率
化  

 

多
岐
に
わ
た
る
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
★

包
括
管
理
業
務

委
託
の
導
入
を
検
討
し
、
こ
れ
に
よ
り
業
務
の
適
切
化
、

対
応
先
等
の
集
約
化
を
図
り
ま
す
。 

市
内
全
小
中
学
校
に
対
す
る
法
定
点
検
や
清
掃
業
務
な

ど
の
管
理
業
務
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
種
ご
と
に
委
託
契
約
を
し
て
い
る
た
め
、
学
校
側
と

の
連
絡
等
が
複
雑
化
し
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

学
校
側
の
対
応
が
簡
素
化
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

3-1-2 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 1 学校施設・設備・備品の充実と維持管理 

取組 2 学校施設の適正な維持管理 
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成果指標 現状値 目標値 

古河第一中学校長寿命化改修事業実施率 
0％ 

（令和 2年度） 
100％ 

小中学校体育館ＬＥＤ照明改修率 
40％ 

（令和 2年度） 
90％ 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
包
括
管
理
業
務
委
託
＝
施
設
ご
と
、
業
務
ご
と
に
契
約
し
て

い
る
保
守
点
検
や
清
掃
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
委
託
を
一
つ
に

包
括
し
た
維
持
管
理
手
法
で
、
複
数
年
に
わ
た
り
契
約
す
る
委

託
の
こ
と
。 

 

★
避
難
所
＝
小
中
学
校
指
定
避
難
所 

21
校 

 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
教
育
施
設
課 

  

学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能
の
整
備  

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
に
必
要
な
改
修
内
容
を
計
画

し
て
、
国
庫
補
助
等
を
活
用
し
な
が
ら
順
次
整
備

を
進
め
ま
す
。 

市
内
の
小
中
学
校
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
さ
れ

て
い
な
い
学
校
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
★

避
難
所
と
し
て
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 1 学校施設・設備・備品の充実と維持管理 

取組 2 学校施設の適正な維持管理 

学校施設修繕、バリアフリー化 
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学
習
環
境
の
充
実 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
教
育
施
設
課 

  

机
・
い
す
等
の
学
習
備
品
の
充
実  

 

小
中
学
校
施
設
内
備
品
に
つ
い
て

は
、
有
効
利
用
を
図
り
な
が
ら
、
学
校

か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に

購
入
し
て
い
き
ま
す
。 

小
中
学
校
の
机
・
い
す
等
の
施
設
内

備
品
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
数
の

推
移
を
見
据
え
な
が
ら
、
老
朽
化
・
破

損
・
不
足
等
の
状
況
に
よ
り
、
計
画
的

な
購
入
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

学
校
教
育
施
設
課 

  

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
教
材
等
の
充
実  

 

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
教
材
等
を
整
備
し
、
不

足
等
に
よ
り
授
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
補
助
金
等

を
有
効
に
活
用
し
つ
つ
、
学
校
と
調
整
し
な
が
ら
整

備
し
て
い
き
ま
す
。 

義
務
教
育
教
材
・
理
科
教
育
設
備
等
の
教
材
備
品
は
、

学
校
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
上
で
、
学
習
指
導
要

領
に
対
応
し
た
教
材
整
備
を
行
い
、
授
業
で
の
活
用

に
不
足
や
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
計
画
的

に
購
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
学
校
教
育
施
設
課 

 

指
導
課 

  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
充
実  

 

小
中
学
校
で
は
引
き
続
き
導
入
後
の
維
持
管
理
費
等
も
検
討
し
な
が

ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
・
整
備
（
旧
機
器
の
入

れ
替
え
も
含
め
た
）
及
び
機
器
類
の
運
用
管
理
を
行
い
ま
す
。 

小
中
学
校
で
は
、
普
通
教
室
等
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
を
行
い
、

★

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
型
端
末
を
整
備
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
台
端
末
の
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
の
整
備
方

針
で
目
標
水
準
と
さ
れ
て
い
る
★

指
導
者
用
端
末
や
特
別
教
室
へ
の

大
型
テ
レ
ビ
の
整
備
並
び
に
老
朽
化
し
て
い
る
既
存
端
末
の
入
れ
替

え
を
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
教
材
等
の
整
備
を
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
整
備
の
推
進
な
ど
、
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

3-1-3 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 1 学校施設・設備・備品の充実と維持管理 

取組３ 学習環境の充実 
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用
語
解
説 

 

★
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
＝
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

な
ど
の
表
示
部
分
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
搭
載
し
、

指
で
操
作
す
る
携
帯
情
報
端
末
の
総
称
。 

 

★
指
導
者
用
端
末
＝
授
業
を
担
任
す
る
教
師
が

教
室
で
使
用
す
る
学
習
用
端
末
の
こ
と
。 

 

★
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
＝
児
童
生
徒
の
出
欠
状

況
や
指
導
要
録
な
ど
を
記
録
・
保
存
す
る
シ
ス
テ

ム
の
総
称
。 

☆
参
考 

 
 

資
料
編 

10
ペ
ー
ジ 

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
連
機
器
の
整
備
状
況
」 

 

成果指標 現状値 目標値 

指導者用端末の整備率 

（教室数を基にした必要台数、概ね 500台） 

0％ 

（令和 2年度） 
100％ 

特別教室への大型テレビ整備率 

(必要台数は特別教室用各校 6台、合計 192台） 

0％ 

（令和 2年度） 
83％ 

 

令和８年度までの目標値 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
教
育
施
設
課 

 

指
導
課 

  

★

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理  

 

教
職
員
等
の
校
務
の
効
率
化
及
び
教
職
員
間
で
必

要
な
情
報
共
有
等
の
校
務
管
理
に
資
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
及
び
機
器
類
の
安
定
し
た
運
用
管
理
に

努
め
ま
す
。 

教
職
員
が
校
務
の
た
め
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン

端
末
や
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
機
器
類
に
つ
い
て
は
、

校
務
に
支
障
が
で
な
い
よ
う
、
計
画
的
な
入
れ
替

え
整
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
バ
ー
機
器
類
に

つ
い
て
は
、
安
定
し
た
運
用
管
理
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 1 学校施設・設備・備品の充実と維持管理 

取組３ 学習環境の充実 

※児童生徒用端末は令和２年度に１人１台を達成したため、指導者用端末の整備を進めていく。 

※普通教室（通常学級）への大型テレビ整備は令和３年度に達成したため、特別教室への整備を進めていく。 



- 49 - 

 

 

  
 

多
様
な
ニ
ー
ズ
に 

対
応
し
た
就
学
支
援 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

教
育
総
務
課 

  

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
児
童  

  

生
徒
へ
の
援
助  

児
童
生
徒
の
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
と
と
も

に
、
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、
就
学
援
助
制
度
の
適

正
な
運
用
に
努
め
ま
す
。 

保
護
者
の
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
、
ま
た
特
別
支
援
教
育
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
の
円
滑
な
就
学
を
図
る
た
め
、
就
学

に
関
わ
る
費
用
の
助
成
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

教
育
総
務
課 

  
松
岡
奨
学
金
の
給
付  

 

経
済
的
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
へ
の
就
学
が
困
難

な
生
徒
に
対
し
、
松
岡
奨
学
基
金
を
財
源
と
し
た
奨

学
資
金
給
付
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
給
付
と
制
度

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。 

本
市
に
は
優
秀
な
生
徒
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的

理
由
か
ら
高
等
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
生
徒
が

少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
、
就
学

が
困
難
な
生
徒
を
支
援
す
る
奨
学
金
制
度
な
ど
を

活
用
し
、
教
育
機
会
の
均
等
性
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 

指
導
課 

  

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置  

 

学
習
や
生
活
上
の
教
育
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

が
、
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
学
校
生
活
を
安
全
・
安
心
に
送
れ
る
よ
う
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
市
内
小
中
学
校
へ
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
を
充

実
さ
せ
ま
す
。 

本
市
の
児
童
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
教
育
的
な

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

学
習
や
生
活
上
の
教
育
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

に
対
し
、
小
中
学
校
の
現
場
か
ら
は
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

派
遣
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

★

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
就
学
相
談
・
就
学
指
導
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
活
用
し
、
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ

る
児
童
生
徒
が
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
克
服
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、 

日
本
語
指
導
員
等
を
活
用
し
て
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
日
本
語
指
導
を
行
い
、
学
校 

生
活
へ
の
適
応
を
図
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
就
学
支
援
を
推
進
し
ま
す
。 

3-2-1 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策２ 就学しやすい環境づくり 

取組１ 多様なニーズに対応した就学支援 
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令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

特別支援教育支援員配置要請に対する配置率 
72.0％ 

（令和 2年度） 
85.0％ 

日本語指導が必要とされる児童生徒への支援率 
100％ 

（令和 2年度） 
100％ 

 

用
語
解
説 

 

★
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
＝

「
児
童
福
祉
法
」
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
、
発
達
に
支
援
が
必
要
な

児
童
の
通
所
施
設
。
早
期
に
必
要

な
指
導
や
特
徴
に
合
わ
せ
た
対
応

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
児
童
と
そ

の
家
族
の
将
来
的
な
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。 

 

★
日
本
語
指
導
教
員
加
配
校
＝
日

本
語
指
導
を
要
す
る
外
国
人
児
童

生
徒
及
び
帰
国
子
女
等
が
多
く
在

籍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語

指
導
を
主
と
し
て
行
う
教
員
を 

配
置
し
て
い
る
学
校
。 

 

★
外
国
人
等
児
童
生
徒
支
援
員
＝

市
の
専
門
職
で
あ
る
日
本
語
指
導

員
と
指
導
課
登
録
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
本
語
指
導
サ
ポ
ー 

タ
ー
を
合
わ
せ
た
名
称
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

日
本
語
指
導
員
及
び
日
本
語
指
導
サ
ポ
ー
タ
ー 

  

の
派
遣  

 

日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

加
配
校
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
各
小
中
学
校
へ
の
研

修
を
進
め
て
い
き
、
市
全
体
で
対
応
す
る
体
制
を
維

持
し
ま
す
。 

本
市
で
は
、
★

日
本
語
指
導
教
員
加
配
校
以
外
の
日

本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
学

校
に
つ
い
て
は
、
★

外
国
人
等
児
童
生
徒
支
援
員
を

派
遣
し
、
日
本
語
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
へ
の

適
応
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

加
配
校
を
含
め
た
市
と
し
て
の
総
合
的
な
支
援
と
、

外
国
人
児
童
生
徒
等
の
変
化(
主
に
増
減
数
）
に
対
応

し
た
支
援
の
構
築
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策２ 就学しやすい環境づくり 

取組１ 多様なニーズに対応した就学支援 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

16人 13人 9人 6人 9人 

 

松岡奨学金給付人数 

日本語指導を必要とする児童生徒数 

平成 18年度 平成 26年度 令和 2年度 

28人 56人 116人 
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開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

教
育
総
務
課 

 

指
導
課 

  

地
域
人
材
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用  

 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
、
★

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
Ｇ
Ｔ
）
と
し
て

地
域
の
人
材
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
登
下
校
時
の
見
守
り
や
奉
仕
活
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に
お
け
る
地
域
人
材

の
活
用
に
努
め
ま
す
。 

学
校
に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
「
本
物
の
体
験
」
を
教
育
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
や
経
験
を
持
っ
た
、
よ
り
専
門
性
の

あ
る
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
登
下
校
時
の
見
守
り
や
奉
仕
活
動
な

ど
と
い
っ
た
教
育
活
動
へ
の
人
的
・
物
的
資
源
の

活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

教
育
総
務
課 

 

生
涯
学
習
課 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営  

  

協
議
会
制
度
）
の
導
入  

地
域
人
材
（
★

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
）
の
発

掘
・
指
導
を
行
い
、
学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

学
校
の
運
営
を
支
援
す
る
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
し
て
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
が
連
携
・
協
働

し
て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
育
み
ま
す
。 

教
育
活
動
の
実
施
や
地
域
・
家
庭
と
学
校
の
連
携

を
深
め
る
た
め
、
各
学
校
で
は
★

学
校
評
議
員
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
学
校
が
抱
え
る
課
題
等
が
複

雑
か
つ
困
難
化
す
る
中
で
、
地
域
・
家
庭
・
学
校

が
よ
り
力
を
合
わ
せ
、
地
域
性
を
活
か
し
た
特
色

の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
児
童
生
徒
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

指
導
課 

 
学
校
教
育
施
設
課 

  

学
校
と
保
護
者
、
地
域
を
つ
な
ぐ
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の  

  

充
実  

市
内
の
学
校
や
先
進
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、
積
極
的
な
情
報
発
信

を
推
進
し
ま
す
。 

各
学
校
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
等
を
通
し
て
、
学

校
概
要
を
は
じ
め
、
日
常
の
学
習
活
動
や
行
事
、
特
色
あ
る
取

り
組
み
等
を
紹
介
し
た
り
、
家
庭
学
習
や
生
活
リ
ズ
ム
の
構
築

な
ど
に
つ
い
て
家
庭
に
啓
発
し
た
り
す
る
な
ど
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
学
校
が

伝
え
た
い
情
報
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
目
線
に
立
っ
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
用
が
必
要
で
す
。 

 

 

学
校
の
教
育
目
標
や
教
育
活
動
を
広
く
公
開
・
共
有
し
、
保
護
者
や
地
域
と
の

連
携
・
協
働
を
進
め
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校

と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
等
に
取
り
組
む
た
め
の
★

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
導
入
を
進
め
ま
す
。 

 

3-3-1 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 3 地域・家庭と連携した学校運営と子どもの 

    居場所づくり 

取組１ 開かれた学校づくり  
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担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

指
導
課 

  

内
部
・
外
部
評
価
を
活
か
し
た
教
育
活
動
の
充
実  

  

教
職
員
に
よ
る
自
己
評
価
や
学
校
関
係
者
評
価
等
を
活

か
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ
う
推
進

し
ま
す
。 

各
学
校
に
お
い
て
単
年
度
の
教
育
活
動
の
成
果
や
効
果

等
に
つ
い
て
、
年
間
２
回
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
職

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
学
校
評
価
）
や
学
校
関
係
者

評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
が
教

育
活
動
の
改
善
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
護
者
や

地
域
の
方
に
伝
わ
る
よ
う
、
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

学校運営協議会設置校 
0校 

（令和 2年度） 
5校 

市内小中学校のホームページの 

1月平均の総閲覧回数 

8,471回 

（令和 2年度） 
9,000回 

ゲストティーチャー（ＧＴ）を 

活用した学校数 
― 32校 

各種評価を活かした学校経営計画 

を作成している学校 

100％ 

（令和 2年度） 
100％ 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協

議
会
制
度
）
＝
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
に
意

見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
緒
に
協
働
し

な
が
ら
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進

め
る
法
律
（
地
教
行
法
第4

7

条
の
５
）
に
基

づ
い
た
仕
組
み
で
す
。 

 

★
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
Ｇ
Ｔ)

＝
指
導
者

と
し
て
特
別
に
学
校
に
招
い
た
市
民
等
を
指

す
。
地
域
の
方
で
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を

も
ち
、
高
い
識
見
を
備
え
、
そ
れ
ら
を
活
か
し

て
授
業
に
参
加
、
学
習
指
導
の
一
翼
を
担
い
、

学
習
目
標
の
達
成
の
た
め
に
活
用
す
る
形
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。 

 

★
学
校
評
議
員
＝
教
育
に
関
す
る
理
解
及
び

識
見
を
有
す
る
地
域
の
方
で
、
教
育
活
動
の

実
施
並
び
に
地
域
社
会
・
家
庭
及
び
学
校
の

連
携
促
進
等
の
学
校
運
営
に
関
し
て
意
見
や

助
言
を
行
う
。 

 

★
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
（
社
会
教
育

法
第
９
条
の
７
）
＝
教
育
委
員
会
の
施
策
に

協
力
し
て
、
地
域
住
民
と
学
校
と
の
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
に
対
す

る
助
言
な
ど
を
行
う
と
い
っ
た
、
地
域
と
学

校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を

果
た
す
。 

☆
参
考 

 
 

資
料
編 

1
ペ
ー
ジ 

「
小
中
学
校
一
覧
」（
教
育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
） 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 3 地域・家庭と連携した学校運営と子どもの 

    居場所づくり 

取組１ 開かれた学校づくり 
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子
ど
も
を
見
守
る 

環
境
づ
く
り 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

教
育
総
務
課 

  

防
犯
・
防
災
体
制
の
充
実  

 

学
校
の
門
扉
の
閉
め
切
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
、
来
校
者

へ
の
名
札
着
用
を
依
頼
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
不
審
者
対
応
訓
練

や
防
犯
教
室
を
実
施
し
防
犯
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、
自
然

災
害
や
火
災
等
に
備
え
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
保
持
と
体

制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
災
（
避
難
）
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。 

正
当
な
理
由
が
な
く
学
校
内
に
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
不
審
者
か

ら
児
童
生
徒
を
守
る
た
め
、
学
校
で
の
不
審
者
対
策
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
地
震
や
竜
巻
、
水
害
な
ど
の

自
然
災
害
や
火
災
等
の
際
、
小
中
学
校
で
は
十
分
な
防
災
対
策

の
強
化
や
適
切
な
避
難
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

教
育
総
務
課 

  

登
下
校
時
の
安
全
確
保  

 

家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
登
下
校
の
見
守
り
体
制
の
充

実
や
、
警
察
や
道
路
管
理
者
な
ど
と
通
学
路
の
危
険
箇

所
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
ほ
か
、
中
学
校
生
徒
に
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
貸
与
し
、
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。 

児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
通

学
路
の
危
険
箇
所
を
減
ら
し
、
家
庭
・
地
域
・
警
察
・

道
路
管
理
者
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
安
全
対
策
の
強

化
が
必
要
で
す
。 

 

 

指
導
課 

 

学
校
教
育
施
設
課 

  

子
ど
も
を
見
守
る
環
境
づ
く
り  

 

保
護
者
等
に
対
し
、
不
審
者
等
情
報
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
迅
速
に
正
確
な
メ
ー
ル
の

配
信
を
行
い
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。 

保
護
者
及
び
学
校
関
係
者
に
対
し
、
市
内
小
中
学

校
や
警
察
等
か
ら
提
供
さ
れ
る
不
審
者
情
報
や

災
害
情
報
を
携
帯
電
話
等
に
メ
ー
ル
配
信
す
る

な
ど
、
児
童
生
徒
を
地
域
全
体
で
見
守
る
意
識
を

向
上
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
地
域
学
校
協
働
活
動
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
児
童
が
放
課
後
等

を
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
場
を
確
保
し
、
心
身
と
も
に
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。 

ま
た
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
保
護
者
等
へ
電
子
メ
ー

ル
等
を
活
用
し
た
不
審
者
出
没
情
報
の
提
供
を
行
い
、
安
全
強
化
に
努
め
ま
す
。 

3-3-2 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 3 地域・家庭と連携した学校運営と子どもの 

    居場所づくり 

取組 2 子どもを見守る環境づくり  
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成果指標 現状値 目標値 

小中学校の不審者対応訓練実施率 
65.6％ 

（令和 2年度） 
100％ 

小中学校の防犯教室実施率 
100％ 

（令和 2年度） 
100％ 

小中学校の防災（避難）訓練実施率 
100％ 

（令和 2年度） 
100％ 

放課後児童クラブ希望者入所率 
99.6％ 

（令和 2年 7月 1日） 
100％ 

 

令和８年度までの目標値 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

子
ど
も
福
祉
課 

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
集
団
生
活
を
通
し
た  

  

児
童
の
健
全
育
成  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
適
切
に
運
営
し
、
子
ど
も
た

ち
に
遊
び
の
場
・
生
活
の
場
を
提
供
し
て
健
全
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
柔
軟
か
つ
臨
機
応
変
に
環
境
整

備
を
行
い
ま
す
。 

小
学
校
児
童
が
、
放
課
後
等
を
安
全
に
過
ご
す
生
活

の
場
で
あ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
集
団
生
活
や

異
年
齢
交
流
な
ど
を
通
し
、
児
童
の
心
身
の
健
や
か

な
成
長
を
図
る
た
め
、
適
切
な
運
営
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
々
高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
施
設
整
備
や
環
境
整
備
が
必
要

で
す
。 

 

 

☆
参
考 

 
 

資
料
編 

11
ペ
ー
ジ 

 
 

 

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
一
覧
」 

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
年
度
別
入
所
児
童
数
」 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 3 地域・家庭と連携した学校運営と子どもの 

    居場所づくり 

取組 2 子どもを見守る環境づくり 

放課後児童クラブの様子 
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児
童
生
徒
・
教
職
員
の 

健
康
の
保
持
・
増
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

教
育
総
務
課 

  

児
童
生
徒
・
教
職
員
の
健
康
管
理  

 

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
就
学

予
定
児
童
に
対
す
る
健
康
診
断
、
児
童
生
徒
及

び
教
職
員
に
対
す
る
健
康
診
断
を
実
施
し
ま

す
。 

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
き
就
学
予
定
児
童

に
対
し
、
委
嘱
し
て
い
る
学
校
医
等
に
よ
る
健

康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
診
断
結
果
に
よ

り
、
治
療
勧
告
や
保
健
上
の
必
要
な
助
言
等
、

就
学
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期

健
康
診
断
は
、
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
の
疾
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
・
予
防
に
つ
な
が
り
、

児
童
生
徒
及
び
教
職
員
の
健
康
管
理
の
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

教
育
総
務
課 

  

教
職
員
の
★

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の  

  

未
然
防
止  

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
教
職
員
の
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
引
き
続
き
実
施
し
、

ス
ト
レ
ス
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

業
務
改
善
や
職
場
環
境
の
改
善
を
図
り
ま

す
。 

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
、
教
職
員
に

対
し
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
高
い
場
合
に
は
、
申
出

に
よ
り
医
師
に
よ
る
面
接
を
受
け
助
言
を

も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
学
校
の
業
務

の
軽
減
な
ど
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
は
必
要
な
取
り
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 
児
童
生
徒
・
教
職
員
の
健
康
管
理
の
た
め
に
健
康
診
断
を
実
施
し
、
健
康
保

持
や
増
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
す
る
と
と
も
に
勤
務
状
況
等
を
把
握
し
、
国
・
県
の
方
針
を
踏
ま
え
な

が
ら
学
校
の
業
務
・
職
場
の
改
善
を
図
り
ま
す
。 用

語
解
説 

 

★
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
＝
心
や

精
神
面
で
の
健
康
状
態
の
こ

と
を
指
す
。
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
「
自
身
の
可

能
性
を
認
識
し
、
日
常
の
ス
ト

レ
ス
に
対
処
で
き
、
生
産
的
か

つ
有
益
な
仕
事
が
で
き
、
さ
ら

に
自
分
が
所
属
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
貢
献
で
き
る
健
康

な
状
態
」
と
定
義
し
て
い
る
。 

 

★
高
ス
ト
レ
ス
者 

＝
ス
ト
レ

ス
の
自
覚
症
状
が
高
い
人
や
、

自
覚
症
状
が
一
定
程
度
あ
り
、

ス
ト
レ
ス
の
原
因
や
周
囲
の

サ
ポ
ー
ト
の
状
況
が
著
し
く

悪
い
人
。 

成果指標 現状値 目標値 

児童生徒健康診断受診率 

小学校 99.2％ 

中学校 95.4％ 

（令和 2年度） 

小中学校 100％ 

教職員ストレスチェック 

★高ストレス者率 

12.6％ 

（令和 2年度） 
7％ 

 

令和８年度までの目標値 

3-4-1 

 

政策３ 安心して学べる教育環境の充実 

施策 4 学校保健の充実 

取組１ 児童生徒・教職員の健康の保持・増進 
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政
策
４ 

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の
た
め
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
校
給
食
の
充
実 

施
策
１ 

学
校
給
食
施
設
の
運
営
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
・ 

 
 
 
 

衛
生
管
理 

施
策
２ 

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
・
地
産
地
消
の
推
進 
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の 

管
理
運
営 

施
設
・
設
備
の
定
期
的
な
保
守
点
検
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
★

自
校
給
食
室
の
統
合
を
見
据
え
た
食
器
類
・
コ
ン
テ
ナ
・

配
送
車
両
の
確
保
、
配
送
ル
ー
ト
な
ど
検
証
を
行
い
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
給
食
課 

  

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化  

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
・
設
備
の

定
期
的
な
保
守
点
検
及
び
修
繕
を
行

い
、
施
設
・
設
備
の
長
寿
命
化
を
図
り

ま
す
。 

平
成
26
年
度
か
ら
稼
働
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
る

施
設
・
設
備
の
不
具
合
が
目
立
っ
て
き

ま
し
た
。
不
具
合
は
、
施
設
・
設
備
の

耐
用
年
数
を
縮
め
る
だ
け
で
な
く
、
給

食
提
供
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
は
施
設
の
長
寿
命
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
給
食
課 

  

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
円
滑
な  

  

統
合  

自
校
給
食
室
を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
円
滑
に
統
合
す
る
た
め
、
必
要
な

食
器
類
・
コ
ン
テ
ナ
・
配
送
車
両
の
確

保
や
配
送
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
進
め

ま
す
。 

自
校
給
食
室
統
合
計
画
に
基
づ
き
、

自
校
給
食
室
の
統
合
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
円
滑
な
統
合
に
向
け
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
食
器
類
・
コ
ン

テ
ナ
・
配
送
車
両
の
確
保
や
配
送
ル

ー
ト
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

学
校
給
食
課 

  

市
主
体
で
の
学
校
給
食
費
の
徴
収
・
管
理  

 

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
学
校
を
介
さ
ず
、

市
主
体
で
の
徴
収
・
管
理
方
法
へ
と
変
更
す

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、
シ

ス
テ
ム
の
導
入
や
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
各
申
請
・
口

座
振
替
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
保
護
者

の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。 

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
主
に
学
校
で
徴

収
・
管
理
を
行
う
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
徴

収
・
管
理
主
体
を
地
方
公
共
団
体
へ
と
移
管

し
て
い
く
よ
う
国
か
ら
通
達
が
あ
り
ま
し

た
。
市
主
体
で
の
徴
収
・
管
理
へ
の
変
更
や
、

具
体
的
な
運
用
方
法
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

市主体での学校給食費の徴収・

管理方法への変更進捗 

0％ 

（令和 2年度） 
100％ 

 

令和８年度までの目標値 

用語解説   ★自校給食室＝古河地区の小学校の給食室（古河第一小から古河第七小）

を指す。学校内の給食室で調理し、給食を提供する（自校給食方式）施設。 

 

4-1-1 

 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策 1 学校給食施設の運営と食物アレルギー対応・ 

    衛生管理 

取組１ 学校給食センターの管理運営 
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自
校
給
食
室
の 

管
理
運
営 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
給
食
課 

  

自
校
給
食
室
の
統
合  

 

「
自
校
給
食
室
統
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
自
校

給
食
方
式
か
ら
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の
段
階
的
な

統
合
を
進
め
ま
す
。 

市
内
の
★

給
食
提
供
方
式
に
つ
い
て
は
、
セ
ン

タ
ー
方
式
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
と
自
校
給

食
方
式
（
自
校
給
食
室
）
の
２
方
式
と
な
っ
て

い
ま
す
。
異
な
る
方
式
に
よ
る
違
い
を
ど
う
解

消
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

学
校
給
食
課 

  

自
校
給
食
室
の
適
切
な
維
持
管
理  

 

セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の
統
合
ま
で
に
期
間
を
要
す
る
自
校

給
食
室
に
つ
い
て
は
、
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
に
努
め

な
が
ら
安
定
的
な
運
営
を
図
り
ま
す
。 

自
校
給
食
室
は
、
運
営
手
法
に
つ
い
て
は
調
理
業
務
を

民
間
委
託
に
変
更
し
た
ほ
か
、
「
自
校
給
食
室
統
合
計

画
」
に
基
づ
い
た
段
階
的
な
統
合
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
統
合
す
る
ま
で
の
、
自
校
給

食
室
の
施
設
・
設
備
の
適
切
な
維
持
管
理
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

自校給食室の統合学校数

（全 7校） 

0校 

（令和 2年度） 
2校 

 

令和８年度までの目標値 

古
河
地
区
小
学
校
の
自
校
給
食
室
を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
と
段
階
的

に
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
統
合
ま
で
は
、
施
設
・
設
備
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、

自
校
給
食
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
ま
す
。 

4-1-2 

 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策 1 学校給食施設の運営と食物アレルギー対応・ 

    衛生管理 

取組 2 自校給食室の管理運営 

 

 

用語解説 

 

★給食提供方式＝本市では複数校の給食をセンターで調理するセンター方式と、

１学校分を校内給食室で調理する自校給食方式の２方式がある。 
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食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の 

対
応 

保
護
者
及
び
学
校
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

対
応
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
の
状
況

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
増
加
す
る
★

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
除
去
食
の 

要
請
に
対
応
す
る
た
め
、
提
供
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
給
食
課 

  

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の  

  

学
校
周
知  

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
付
・
周
知
を
継
続
す
る
ほ

か
、
学
校
で
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
説
明
会
」
等
を
実
施
し
、
適
切
な
対
応
が

図
れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。 

学
校
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
の
配
付
・
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
を
着
実

に
行
う
た
め
、
継
続
し
て
学
校
へ
周
知
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

学
校
給
食
課 

  

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
除
去
食
の
食
数
増
加
時
へ
の  

  

対
応  

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
除
去
食
の
食
数
が
増
え
た
場
合
、

提
供
方
法
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。
そ
の
他
の
品
目
の
対
応
に
つ
い
て
は
先

進
事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
除
去
食
の
提
供
食
数
に
つ
い
て
、

★

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
受
配
校
で
は
、
８
名
（
令
和
３
年
４

月
１
日
現
在
）
の
児
童
生
徒
に
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
食
数
が
増
え
た
場
合
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
調

理
過
程
か
ら
配
送
ま
で
を
踏
ま
え
た
提
供
方
法
を
再
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
除
去
品
目
は
、
卵
・
乳
の
セ
ッ

ト
を
対
応
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
品
目
へ
の
対
応

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

学校への食物アレルギー対応 

マニュアル説明会実施回数 

1回／年 

（令和元年度） 
2回／年 

 

用語解説 

 

★食物アレルギー対応除去食＝アレルギーの原因となる食品を除いて作る給食。

本市では卵と乳を除去した給食を提供している。 

 
★学校給食センター受配校＝学校給食センターから配送を行っている学校。 

 

 

4-1-3 

 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策 1 学校給食施設の運営と食物アレルギー対応・ 

    衛生管理 

取組 3 食物アレルギーへの対応  
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給
食
施
設
の
衛
生
管
理
の 

徹
底 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
給
食
課 

  

調
理
従
事
者
へ
の
衛
生
管
理
研
修
等
の
実
施  

 

衛
生
管
理
に
関
す
る
情
報
を
調
理
従
事
者
へ
配
付
・
周
知
す
る
と

と
も
に
、
研
修
会
場
の
提
供
な
ど
調
整
を
行
い
ま
す
。 

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
く
月
２
回
の
保
菌
検
査
（
一
般

細
菌
）
の
ほ
か
、
10
月
～
３
月
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
保
菌
検
査
を
実

施
し
、
食
中
毒
及
び
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
ま
す
。 

食
中
毒
防
止
や
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、★
大
量
施
設

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
★

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
を
遵
守
し
、

調
理
従
事
者
へ
の
研
修
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
定
期
的
な
★

保
菌
検
査

（
一
般
細
菌
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
安
全
な
給
食
提
供

を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

衛
生
検
査
・
害
虫
駆
除
業
務
の
民
間
委
託
や
栄
養
士
・
調
理
員
等
を

対
象
と
し
た
研
修
会
の
参
加
・
実
施
な
ど
に
よ
り
、
各
給
食
施
設
の

衛
生
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。 

用語解説 

 

★大量施設衛生管理マニュアル＝集団給食施設等における食中毒を予防するため

に、調理過程における重要管理事項等について厚生労働省が示したもの。 

 

★学校給食衛生管理基準＝文部科学省が定める学校給食施設等の衛生管理に関する

基準。 

 

★保菌検査（一般細菌）＝検査項目を赤痢・サルモネラ・病原性大腸菌Ｏ-１５７と

して実施。 ※学校給食衛生管理基準において実施義務となっている。 

4-1-4 

 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策 1 学校給食施設の運営と食物アレルギー対応・ 

    衛生管理 

取組 4 給食施設の衛生管理の徹底 

 

 

給食施設の衛生管理 

 

衣服に付着した埃や髪の毛を 

 
エアシャワーで取り除きます 
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栄
養
指
導
に
よ
る 

食
育
の
推
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

学
校
給
食
課 

指
導
課 

  

栄
養
教
諭
派
遣
事
業
の
充
実  

 

児
童
生
徒
が
望
ま
し
い
食
習
慣
や
健
全

で
豊
か
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ

う
、
栄
養
教
諭
派
遣
事
業
を
活
用
し
、

朝
食
と
学
習
の
関
係
や
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
の
指
導
を
行
い
ま
す
。 

食
生
活
が
豊
か
に
な
る
一
方
で
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
や
食
習
慣
の
乱
れ
な

ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
児
童
生

徒
数
の
増
加
に
伴
い
、
個
別
の
適
切
な

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
給
食
課 

  

食
育
に
つ
な
が
る
献
立
の  

  

作
成  

 

旬
の
食
材
や
行
事
食
・
郷
土
食
を
取

り
入
れ
た
学
校
給
食
を
実
施
し
、
献

立
表
な
ど
で
周
知
を
行
い
ま
す
。 

給
食
が
生
き
た
教
材
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
旬
の
食
材
や
行
事
食
な
ど

を
取
り
入
れ
た
献
立
作
成
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

学
校
給
食
課 

  

給
食
内
容
の
公
開  

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
毎
日
の

給
食
を
掲
載
し
、
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。 

家
庭
で
の
食
育
推
進
と
な
る

よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
給

食
内
容
を
保
護
者
等
が
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
掲
載
を
継
続
し
、
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

学
校
給
食
課 

  

給
食
の
食
べ
残
し
の
削
減  

 

献
立
の
工
夫
や
、
児
童
生
徒
に

「
も
っ
た
い
な
い
」
気
持
ち
を

育
て
る
指
導
を
行
い
、
食
べ
残

し
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
★

残
渣

（
ざ
ん
さ
）
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
結
果
を
今
後
の

献
立
に
活
か
す
な
ど
、
食
べ
残

し
を
減
ら
す
対
策
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
再
検
討
や
栄
養
教
諭
等
に
よ
る
食
に
関
す
る
栄
養
指
導
を

充
実
さ
せ
、
望
ま
し
い
食
習
慣
が
身
に
つ
く
よ
う
意
識
啓
発
を
行
い
ま
す
。 

用語解説 

 

★残渣（ざんさ）＝児童生徒等の給食の食べ残し。 

4-2-1 

 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策２ 学校給食における食育・地産地消の推進 

取組１ 栄養指導による食育の推進 
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成果指標 現状値 目標値 

残渣率 ・自校給食方式 

     ・センター方式 

 

12.9％ 

13.4％ 

（令和 3年度 6月） 

8％ 

11％ 

 

 

令和８年度までの目標値 

給食の一例 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策２ 学校給食における食育・地産地消の推進 

取組１ 栄養指導による食育の推進 

給食調理の様子 
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食
育
拠
点
の
充
実 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
給
食
課 

  

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
児
童
生
徒
及
び
市
民  

  

向
け
見
学
・
試
食
会
の
実
施  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
と
連
携
し
た
児
童
生
徒
向

け
や
市
民
向
け
の
新
た
な
実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
見
学
・
試
食
会
を
行
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
食
育
の
拠
点
と
し
、
児
童
生
徒

が
食
育
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
ま
た
、
保
護
者
や
市
民
へ

の
食
に
関
す
る
知
識
や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
醸
成
の

場
と
し
て
、
施
設
見
学
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
児
童
生
徒
の
食
育
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
、
市
民
が
食
育
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
見
学
や
試
食

会
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
食
育
の
拠
点
と
し
、
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
へ
の
見
学
の

ほ
か
、
市
民
を
対
象
と
し
た
試
食
会
を
開
催
し
、
食
育
を
学
ぶ
場
を
提
供
す
る 

 

こ
と
で
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
育
成
を
図
り
ま
す
。 

成果指標 現状値 目標値 

学校給食センターの見学者数 
450名 

（令和元年度） 
500名 

 

令和８年度までの目標値 

学校給食センター見学通路 

4-2-2 

 
 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策２ 学校給食における食育・地産地消の推進 

取組 2 食育拠点の充実 
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4-2-3 

 

地
産
地
消
の
推
進 

 

政策４ 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

施策２ 学校給食における食育・地産地消の推進 

取組 3 地産地消の推進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

学
校
給
食
課 

  

地
域
の
食
材
の
使
用
や
地
産
地
消
の
推
進  

 

今
後
も
古
河
市
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
100
％
使
用

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
生
産
者
団
体

と
連
携
し
、
地
場
産
物
の
活
用
に
努
め
、
地
域
食
材

に
対
す
る
関
心
を
深
め
ま
す
。 

学
校
給
食
の
米
飯
は
、
古
河
市
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
100
％
使
用
し
て
い
ま
す
。
地
産
地
消
の
推
進
の

た
め
、
古
河
市
産
の
米
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
地
場
産
物
を
使
用
し
、
地
産
地
消
に
つ
い
て

児
童
生
徒
、
保
護
者
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。 

 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

地場産物の食材活用状況 

（県調査「地場産物の活用 

状況調査」より） 

57.5％ 

（令和 2年度） 
61.0％ 

 

ＪＡ提供地場産物の納品 

Ｊ
Ａ
等
生
産
者
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
地
元
の
野
菜
や
加
工
食
品
の
食
材

活
用
を
図
り
、
地
産
地
消
を
進
め
、
児
童
生
徒
の
地
元
農
業
・
食
品
加
工
業

へ
の
理
解
促
進
に
努
め
ま
す
。 
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政
策
５ 

未
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成 

施
策
１ 

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
育
成 

施
策
２ 
地
域
や
社
会
へ
の
青
少
年
の
参
加
の
促
進 

施
策
３ 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
の
促
進 
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家
庭
教
育
の
推
進 

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
や
、
家
庭
の
役
割
の

重
要
性
を
啓
発
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め
、
家
庭
教
育
の
充
実
を 

図
り
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

子
育
て
に
係
る
つ
な
が
り
づ
く
り  

 

★

親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
親
楽
ブ
ッ
ク
」

を
活
用
し
た
学
習
会
を
実
施
し
、
保
護

者
の
子
育
て
に
つ
い
て
の
振
り
返
り

や
、
保
護
者
同
士
の
交
流
を
構
築
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。 

都
市
化
、
核
家
族
化
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
子

育
て
を
助
け
て
く
れ
る
人
や
子
育
て
に

つ
い
て
相
談
で
き
る
人
が
身
近
に
い
な

い
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
人
で
子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
込
ん
で

し
ま
う
な
ど
、
周
囲
の
支
え
が
必
要
な

保
護
者
へ
の
対
策
が
急
務
で
す
。 

 

 

生
涯
学
習
課 

  

家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会  

  

の
提
供  

就
学
前
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に

し
た
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
学
習

会
や
、
市
内
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ

る
★

家
庭
教
育
学
級
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
教
育
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。 

人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
幼
少
期

で
の
家
庭
教
育
が
重
要
な
こ
と
か

ら
、
就
学
前
児
童
の
保
護
者
に
対
す

る
学
習
会
や
、
保
護
者
が
集
ま
る
機

会
で
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
会

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

生
涯
学
習
課 

  

家
庭
教
育
に
関
す
る
啓
発
・
情
報
発
信  

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
家
庭
教
育
の
重
要

性
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
動
画
配
信
な

ど
学
習
を
必
要
と
す
る
人
に
届
き
や
す
い

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

家
庭
で
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
、
社
会
性
な
ど
★

非
認
知
能

力
が
育
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の
増
加
な
ど

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
家
庭
の
教
育
力

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
学
習
会
に
参
加
で
き
な

い
保
護
者
へ
の
対
応
も
必
要
で
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

父
親
や
青
少
年
の
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の  

  

学
習
機
会
の
提
供  

中
高
生
等
が
乳
幼
児
と
触
れ
合
う
体
験
を
通
し

て
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

家
族
ぐ
る
み
で
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
習
し
た

り
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。 

父
親
に
対
し
て
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
学
習
機

会
を
設
け
る
こ
と
や
、
青
少
年
に
対
し
て
も
育

児
体
験
や
家
庭
教
育
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、

親
に
な
る
前
か
ら
の
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。 

 

 

5-1-1 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策１ 家庭・地域の教育力の育成 

取組１ 家庭教育の推進 
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成果指標 現状値 目標値 

市主催の家庭教育関連学習会等への参加者数 

（延べ人数） 

7,827人 

（令和２年度） 
8,600人 

親楽ブック学習会の実施回数 
0回 

（令和２年度） 
10回 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
親
楽
ブ
ッ
ク
」
＝
親
同
士
が
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
子
育
て
を
振
り
返
っ
た

り
、
子
育
て
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
主
体
的
に
学
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
学
習
に
よ
る
学
習
教
材
と
し

て
、
本
市
が
独
自
に
作
成
し
た
も
の
。 

 

★
家
庭
教
育
学
級
＝
家
庭
教
育
に
必
要
な
課
題
等
に
つ

い
て
学
び
、
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
促
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
保
護
者
に
対
す
る
学
習
の
場
。 

 

★
非
認
知
能
力
＝
人
間
の
能
力
は
、
大
き
く
「
認
知
能
力
」

と
「
非
認
知
能
力
」
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。 

「
認
知
能
力
」
と
は
、
Ｉ
Ｑ
（
知
能
指
数
）
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
点
数
な
ど
で
数
値
化
で
き
る
知
的
能
力
の
こ

と
。
「
非
認
知
能
力
」
と
は
、
認
知
能
力
以
外
の
能
力
を

広
く
示
す
言
葉
で
、
テ
ス
ト
な
ど
で
数
値
化
す
る
こ
と
が

難
し
い
内
面
的
な
ス
キ
ル
を
指
す
。
具
体
的
に
は
「
目
標

を
決
め
て
取
り
組
む
」「
意
欲
を
見
せ
る
」「
新
し
い
発
想

を
す
る
」
「
周
り
の
人
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
子
ど
も
が
人
生
を
豊
か
に

す
る
上
で
と
て
も
大
切
な
能
力
。 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策１ 家庭・地域の教育力の育成 

取組１ 家庭教育の推進 

親楽ブック 
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地
域
教
育
力
に
よ
る 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上 

子
ど
も
会
活
動
等
を
支
援
し
、
関
係
団
体
へ

の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
教
育
力
の

活
性
化
や
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上  

 

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
体
験
を
中
心
と
し

た
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
や
協
調
性
を
育
む
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

少
子
化
が
進
み
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
に

お
い
て
幼
児
期
か
ら
集
団
で
遊
ぶ
機
会
や
年
齢
の
異
な
る
子
ど
も
同
士

の
交
流
も
少
な
く
な
り
、
実
体
験
を
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

生
涯
学
習
課 

  

子
ど
も
会
な
ど
の
青
少
年
団
体
の
育
成
・
支
援  

 

子
ど
も
会
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
や
そ
の
魅
力
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

情
報
紙
を
刊
行
し
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
組
織
が
存
続
で

き
る
よ
う
必
要
に
応
じ
支
援
や
助
言
等
を
行
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
は
子
ど
も
会
活
動
等
を
通
し
て
、
地
域
の
大
人
た
ち
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
集
団
生
活
や
社
会
規
範
等
を
学
ん
で
き
ま
し
た

が
、
子
ど
も
の
数
の
減
少
に
加
え
、
子
ど
も
会
活
動
に
対
す
る
保
護
者

の
考
え
方
の
変
化
や
家
族
単
位
志
向
な
ど
に
よ
り
加
入
率
が
年
々
低

下
し
、
子
ど
も
会
を
組
織
で
き
な
い
地
域
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

子ども会児童加入率 
51.7％ 

（令和 2年度） 
55.0％ 

 

令和８年度までの目標値 

5-1-2 

 
 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策１ 家庭・地域の教育力の育成 

取組２ 地域教育力によるコミュニケーション能力の向上 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策１ 家庭・地域の教育力の育成 

取組２ 地域教育力によるコミュニケーション能力の向上 
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多
様
な
体
験
や 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

多
様
な
体
験
及
び
集
団
活
動
の
充
実  

 

自
然
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
通
し
て
、
創
作
活
動
や
集
団
活
動
の

機
会
の
充
実
を
図
り
、「
生
き
る
力
」
を
養

い
ま
す
。 

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
命

の
大
切
さ
・
尊
さ
が
実
感
で
き
る
自
然
体

験
や
、
社
会
体
験
を
通
じ
て
世
代
の
異
な

る
人
々
と
交
流
す
る
機
会
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
多
様
な
体
験
の
積
み
重
ね
に
よ
り

「
生
き
る
力
」
を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

 

「
わ
た
ら
せ
水
辺
の
楽
校
」
体
験  

  

イ
ベ
ン
ト
の
推
進  

子
ど
も
た
ち
の
奉
仕
活
動
及
び
自
然

体
験
活
動
の
充
実
を
目
的
と
し
た
環

境
学
習
を
通
し
て
、
心
の
豊
か
さ
を

育
む
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。 

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
水
辺
に
親
し

み
を
持
ち
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

学
ぶ
機
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
市
で
は
、
「
★

わ
た
ら
せ
水
辺
の
楽

校
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
心
の
豊
か
さ

を
育
む
取
り
組
み
は
引
き
続
き
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

姉
妹
都
市
交
流
の
推
進  

 

姉
妹
都
市
交
流
を
通
じ
て
、
異
な
る
生
活

文
化
に
触
れ
、
創
作
活
動
や
体
験
活
動
の

機
会
を
確
保
し
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会

性
を
培
い
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
と
郷

土
愛
の
育
成
に
努
め
ま
す
。 

歴
史
の
つ
な
が
り
が
深
い
山
形
県
真
室
川

町
と
の
地
域
を
越
え
た
子
ど
も
た
ち
の
交

流
活
動
を
通
し
、
異
な
る
生
活
文
化
に
触

れ
合
う
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚

と
郷
土
愛
の
育
成
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

わたらせ水辺の楽校イベント

参加者数 

231人 

（令和元年度） 
250人 

 

令和８年度までの目標値 

地
域
を
越
え
た
交
流
や
異
世
代
と
の
交
流
活
動
を
促
進
し
、
自
然
体
験
・
社
会

体
験
な
ど
多
様
な
体
験
や
、
創
作
活
動
の
場
や
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

用語解説 ★わたらせ水辺の楽校＝国道 354 号三国橋下河川敷を活動の場として、

小学生を対象とした自然観察イベントにより身近な自然への関心や水辺環境を守ると

いった心の豊かさを育む。また、広く市民の憩いと癒しの場としても活用されている。 

5-2-1 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策２ 地域や社会への青少年の参加の促進 

取組１ 多様な体験や創作活動の提供 

 

創
作
活
動
の
提
供 
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郷
土
愛
の
醸
成 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

実
行
委
員
会
に
よ
る
成
人
式
運
営  

 

今
後
も
成
人
式
典
の
開
催
を
通
し

て
、
新
成
人
の
郷
土
愛
を
育
み
、
郷
土

の
将
来
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。 

成
人
式
典
で
は
、
郷
土
や
次
世
代
の

担
い
手
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
と
、

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
認
識
す
る
機

会
と
な
る
よ
う
に
、
新
成
人
に
よ
る

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
委
員
の
創

意
工
夫
に
よ
り
自
主
的
に
運
営
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

 

生
涯
学
習
課 

  

郷
土
愛
の
醸
成  

 

青
少
年
が
郷
土
に
関
心
が
持
て
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
の
実
施
を
通

し
て
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
促
し
ま
す
。 

多
く
の
青
少
年
が
、
ふ
る
さ
と
古
河

市
へ
の
郷
土
愛
を
育
み
、
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整

え
、
定
住
意
識
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

成人式典参加率 
70.6％ 

（令和 2年度） 
75％ 

 

令和８年度までの目標値 
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
、
育
っ
た

ま
ち
へ
の
郷
土
愛
や
地
域
の
一
体
感
の
醸
成
の
た
め
に
、
充
実
し
た
成
人
式
を
開
催

し
ま
す
。 

5-2-2 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策２ 地域や社会への青少年の参加の促進 

取組２ 郷土愛の醸成 

成人式典の様子 
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科
学
の
楽
し
さ
を 

体
験
で
き
る
場
の
提
供 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

科
学
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
機
会
の  

  

提
供  

今
後
も
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
古
河

大
会
」
の
開
催
に
よ
り
、
大
人
と
子
ど
も
が
一

緒
に
な
っ
て
科
学
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
の
実
体
験
を
通
し
な
が

ら
科
学
的
思
考
を
養
う
と
と
も
に
、
次
世
代
を

担
う
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
自
然
や
科
学
に
触
れ
た
り
接
し

た
り
す
る
機
会
が
減
少
し
、
興
味
や
関
心
が
希

薄
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
受
け
、
学
校
・
地
域

団
体
・
企
業
と
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年
を
は

じ
め
広
く
市
民
が
科
学
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き

る
機
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

科
学
の
祭
典
に
係
る
団
体
連
携  

 

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
古
河
大

会
」
の
出
展
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
学

校
・
地
域
団
体
・
企
業
と
行
政
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
市
内
企
業
を
含
む
各
種
団

体
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
古
河
大

会
」
は
、
青
少
年
が
科
学
の
楽
し
さ
を
体
験

す
る
こ
と
で
理
解
と
関
心
を
深
め
、
将
来

を
担
う
人
材
を
育
む
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
充
実
し
た
内
容
に
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

科
学
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握  

 

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
古
河
大
会
」
参

加
団
体
の
出
展
内
容
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
科
学

知
識
に
関
す
る
情
報
収
集
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
ま
す
。 

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
古
河
大
会
」
は

継
続
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
市
民
に
も
広
く
浸

透
し
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
出
展
内
容
も
多

彩
で
来
場
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
青
少
年
等
に
対
し
て
さ
ら
な
る

興
味
を
持
た
せ
る
た
め
、
時
代
に
応
じ
た
魅
力
あ

る
テ
ー
マ
の
提
供
が
課
題
で
す
。 

 

学
校
・
地
域
団
体
・
企
業
と
行
政
が
連
携
し
、
青
少
年
を
は
じ
め
広
く
市
民
が

科
学
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
古
河
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。 

成果指標 現状値 目標値 

青少年のための科学の祭典 

古河大会実験教室満足度 

91.50％ 

（令和 2年度） 
100％ 

 

令和８年度までの目標値 

5-2-3 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策２ 地域や社会への青少年の参加の促進 

取組３ 科学の楽しさを体験できる場の提供 
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青
少
年
育
成
団
体
の 

育
成
支
援 

★

青
少
年
の
た
め
の
古
河
市
民
会
議
な
ど
の
青
少
年
育
成
団
体
の
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
自
立
を
促
し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

青
少
年
育
成
団
体
の
活
動
支
援  

 

青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ

て
い
く
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

今
後
も
「
青
少
年
の
た
め
の
古
河
市
民
会
議
」

な
ど
の
団
体
へ
の
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。 

子
ど
も
や
若
者
が
健
や
か
に
育
ち
、
社
会
生
活

を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
青
少

年
の
た
め
の
古
河
市
民
会
議
」
を
設
置
し
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
世
代
を
超
え
た
人
々
と
触

れ
合
え
る
場
と
し
て
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
青
少
年
健
全
育
成
活

動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

青
少
年
育
成
団
体
の
自
主
性
確
立  

 

子
ど
も
会
を
は
じ
め
と
す
る
青
少
年
育
成
団

体
の
活
動
が
自
主
的
で
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
適
切
な
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。 

子
ど
も
会
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
要
素

の
高
い
活
動
を
通
し
て
自
主
性
や
協
調
性
を

育
む
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

子
ど
も
会
を
は
じ
め
、
青
少
年
育
成
団
体
が

自
主
的
に
活
動
で
き
る
力
を
養
っ
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

5-2-4 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策２ 地域や社会への青少年の参加の促進 

取組 4 青少年育成団体の育成支援 

 

子ども会活動の様子 

用
語
解
説 

 

★
青
少
年
の
た
め
の

古

河

市

民

会

議

＝ 

青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
民
総
参
加
の 

運
動
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
市
内
で
青
少

年
の
健
全
育
成
に
関

わ
る
活
動
を
し
て
い

る
団
体
や
機
関
等
の

連
絡
調
整
の
役
割
を

担
う
。 
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非
行
等
の 

未
然
防
止
の
推
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施  

 

★

青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
青

少
年
相
談
員
に
よ
る
街
頭
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
図
り
、
市
・
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。 

社
会
情
勢
や
家
庭
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
青
少
年
の
犯
罪
や
子
ど
も
が

被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
な

ど
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
市
・
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
青
少
年
の
見
守
り

が
必
要
で
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を
守
る
意
識  

  

の
啓
発  

子
ど
も
を
有
害
な
情
報
か
ら
守
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
の
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
や
★

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
の
保
護
者
対
応
に

つ
い
て
、
青
少
年
相
談
員
を
中
心
に
情
報

提
供
や
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
を
媒
介
に
、
青
少
年
が
有
害
情

報
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
悪
意
あ
る
利
用

者
か
ら
被
害
を
受
け
た
り
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
子
ど
も

を
守
り
、
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

青
少
年
相
談
員
活
動
の
普
及  

  

促
進  

青
少
年
相
談
員
に
よ
る
相
談
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
、
青
少

年
の
非
行
防
止
活
動
を
促
進
し

ま
す
。 

各
種
イ
ベ
ン
ト
機
会
を
利
用
し

た
青
少
年
相
談
活
動
の
普
及
啓

発
に
よ
り
広
く
市
民
に
協
力
を

求
め
、
市
・
学
校
・
家
庭
・
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健

全
育
成
と
非
行
防
止
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

定期・特別街頭パトロール 

実施回数 

121回 

（令和元年度） 
125回 

 

★

青
少
年
相
談
員
を
中
心
に
、
定
期
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
祭
り
な
ど
で
の

特
別
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に
取
り
組

み
ま
す
。 

用
語
解
説 

 

★
青
少
年
相
談
員
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
構
成
員
の
う
ち
、
市
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
相
談
活
動
な
ど
青
少
年
の

健
全
育
成
に
関
す
る
業
務
を
行
う

者
で
、
主
に
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に

従
事
す
る
者
。 

 

★
青
少
年
セ
ン
タ
ー
＝
市
の
設
置

規
則
に
基
づ
き
、
市
と
地
域
社
会
が

連
携
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び

非
行
化
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
業
務
を
行
う
組
織
。 

 

★
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

＝
「
親
と
し
て
の
制
限
」
の
意
で
、

子
ど
も
が
利
用
す
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
機
器
を
保
護
者
が
管

理
す
る
機
能
。
機
器
の
利
用
時
間
や

利
用
ア
プ
リ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
の
閲
覧
履
歴

な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
ほ
か
、

不
適
切
な
も
の
や
有
害
な
コ
ン
テ

ン
ツ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
り
、
犯
罪
被

害
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る
。 

5-3-1 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策３ 青少年の健全育成のための活動の促進 

取組１ 非行等の未然防止の推進 
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健
全
な 

環
境
づ
く
り
の
推
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

子
ど
も
を
取
り
巻
く
健
全
な
環
境
の
維
持  

 

「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店
」
や

「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」
の
登
録
推

進
を
引
き
続
き
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

「
茨
城
県
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協

力
す
る
店
」
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
、
既
登
録

店
舗
に
は
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
り
「
こ
ど
も

を
守
る
１
１
０
番
の
家
」
の
登
録
な
ど
健
全
な

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

安
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
啓
発  

 

青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
等
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
用
性
と
そ
こ
に
潜
む

危
険
性
に
つ
い
て
啓
発
す
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、

青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な
情
報
が
安
易
に

入
手
で
き
て
し
ま
う
状
況
や
、
青
少
年
が
犯

罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
例
も

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
任
せ
き

り
に
せ
ず
、
保
護
者
や
周
囲
の
大
人
が
安
全

な
利
用
方
法
を
学
び
、
伝
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。 

 
生
涯
学
習
課 

  

健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
に
向
け
た  

  

啓
発  

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
に
お
い
て
、
青
少

年
に
対
す
る
健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り

に
向
け
た
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま

す
。 

青
少
年
と
直
接
触
れ
合
え
る
機
会
な
ど

を
利
用
し
、
犯
罪
被
害
防
止
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
安
全
利
用
に
関
す
る
啓
発
活

動
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

「青少年の健全育成に協力する店」 

登録率（Ａ区分店舗） 

98.5％ 

（令和 2年度） 
100％ 

「こどもを守る 110番の家」 

登録数 

2,907件 

（令和 2年度） 
3,000件 

 

「
★

青
少
年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店
」
や
「
★

こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」

の
登
録
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
★

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
推
進
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
健
全
な
環
境
づ
く
り
と
青
少
年

の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。 

5-3-2 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策３ 青少年の健全育成のための活動の促進 

取組 2 健全な環境づくりの推進 
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用
語
解
説 

 

★
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協
力
す
る
店

（
Ａ
区
分
）
＝
健
全
育
成
協
力
対
象
店
舗

の
う
ち
、
特
に
青
少
年
に
関
わ
り
の
深
い

業
種
と
し
て
県
が
指
定
す
る
コ
ン
ビ
ニ
、

書
店
、
カ
ラ
オ
ケ
、
映
画
館
、
質
店
・ 

 

古
物
商
、
家
電
店
、
携
帯
電
話
販
売
店
、

複
合
カ
フ
ェ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
深
夜

営
業
飲
食
店
を
い
う
。
Ｂ
区
分
は
金
物
店

や
薬
局
・
旅
館
な
ど
。 

 

★
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
＝ 

通
学
路
に
面
し
た
一
般
家
庭
や
商
店
を

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
設
置
し
、
不
審
者

と
の
遭
遇
、
体
調
の
急
変
等
の
際
の
子
ど

も
の
保
護
や
避
難
等
の
安
全
確
保
を 

目
的
と
し
て
い
る
。
登
録
場
所
で
は
、 

駆
け
込
み
児
童
等
の
保
護
と
関
係
先
へ

の
早
期
通
報
な
ど
を
行
う
。
カ
ン
ガ
ル
ー

親
子
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
。 

 

★
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
＝
メ
デ
ィ
ア

の
特
性
に
対
応
で
き
る
複
合
的
な
能
力
。

特
に
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
情
報
の
信
ぴ
ょ
う
性
や
善
悪

を
判
断
す
る
力
、
情
報
が
も
た
ら
す
ト
ラ

ブ
ル
を
回
避
す
る
力
な
ど
。 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策３ 青少年の健全育成のための活動の促進 

取組 2 健全な環境づくりの推進 

各種チラシ・ステッカー 
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子
ど
も
・
若
者
の 

育
成
支
援 

青
少
年
の
た
め
の
古
河
市
民
会
議
を
は
じ
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
る

団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
・
若
者
が
健
や
か
に
育
ち
、
社
会
生
活

を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
健
全
な
環
境
づ
く
り
と 

青
少
年
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り  

 

「
青
少
年
の
た
め
の
古
河
市
民
会
議
」
の
主
催
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
て
「
こ
ど
も
ま

つ
り
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、「
青
少
年
軽
音
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
続
き
支
援
し
、
子
ど

も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

「
青
少
年
の
た
め
の
古
河
市
民
会
議
」
の
主
催
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
て
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催
や
支
援
を
す
る
「
子
ど
も
・
若
者
の
居
場

所
づ
く
り
」
が
必
要
で
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
団
体
の  

  
連
携  

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
連
携
で
き
る
よ
う
、

情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
自
立
し
た
社
会

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
努
め
ま
す
。 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
情
報
交
換

の
場
や
関
係
団
体
が
抱
え
る
課
題
な
ど
の

解
決
に
向
け
、
各
団
体
間
の
連
携
が
必
要

で
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

青
少
年
活
動
指
導
者
の
育
成
確
保  

   

青
少
年
活
動
に
係
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

指
導
向
上
に
つ
な
が
る
各
種
研
修
等
へ

の
参
加
を
促
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

サ
ー
ク
ル
（
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
）
な
ど
の

指
導
者
の
育
成
・
支
援
に
努
め
ま
す
。 

持
続
的
な
青
少
年
活
動
と
地
域
教
育
力

の
活
性
化
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
子

ど
も
た
ち
を
適
切
に
指
導
で
き
る
人
材

を
継
続
的
に
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

ジュニアリーダーズサークル 

「ダンデライオン」会員数 

27人 

（令和 2年度） 
30人 

 

5-3-3 

 

政策５ 未来を担う青少年の健全育成 

施策３ 青少年の健全育成のための活動の促進 

取組３ 子ども・若者の育成支援 

 



- 79 - 

 

 

                          

政
策
６ 

市
民
が
親
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進 

施
策
１ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
有
効
活
用 

施
策
２ 
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

施
策
３ 

競
技
力
向
上
と
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成 
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環
境
整
備
を
計
画
的
に
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
対
し
て

ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の  

  

導
入
促
進  

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
期
待
で
き
る
指
定

管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、
一
部
未
導
入
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
関
し
て
も
導
入
で
き
る
よ
う
、
推
進
し

て
い
き
ま
す
。 

施
設
の
管
理
運
営
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
の
活

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
か
な
、
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
期
待
で
き
る
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
は
、
現
在
８
か
所
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

導
入
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
総
和
地
区
・
古
河

地
区
の
一
部
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
早
期
の
制

度
導
入
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う  

  

修
繕
計
画
の
推
進  

市
内
に
は
同
一
機
能
、
ま
た
は
類
似
す

る
施
設
が
あ
る
た
め
、
施
設
の
利
用
状

況
も
踏
ま
え
た
う
え
で
優
先
順
位
を
決

め
、
計
画
的
な
施
設
修
繕
を
図
り
ま
す
。 

市
内
に
は
体
育
館
・
プ
ー
ル
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

数
多
く
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ

ー
・
ゴ
ル
フ
場
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
な

ど
、
特
色
が
あ
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
各

施
設
で
は
老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
維
持

管
理
が
課
題
で
、
大
規
模
修
繕
な
ど
計

画
的
な
施
設
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
推
進  

 

ス
ポ
ー
ツ
競
技
人
口
に
あ
わ
せ

た
競
技
面
積
を
確
保
し
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
に
対
し
て
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
場
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
、
既
存

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実

を
図
る
こ
と
や
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
場

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
料
金
の
適
正
化  

 

施
設
が
整
備
・
改
修
さ
れ
た
場
合
に
は
、

利
用
料
金
な
ど
の
見
直
し
に
努
め
、
適

正
な
施
設
運
営
を
図
り
ま
す
。 

市
内
で
同
類
の
施
設
で
あ
っ
て
も
、
利

用
料
金
に
違
い
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
整
備
や
改
修
さ
れ
た
場
合

な
ど
に
は
、
利
用
料
金
な
ど
の
見
直
し

や
、
適
正
な
施
設
運
営
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

6-1-1 

 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策１ スポーツ施設の充実と有効活用 

取組１ スポーツ施設の充実 
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令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

指定管理者制度導入施設数の割合 
30％ 

（令和 2年度） 
70％ 

 

☆
参
考 

 
 

資
料
編 

3
ペ
ー
ジ 

「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
一
覧
」 各種スポーツ施設 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策１ スポーツ施設の充実と有効活用 

取組１ スポーツ施設の充実 

古河市中央運動公園 陸上競技場 

古河市三和健康ふれあいスポーツセンター 
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施
設
の
有
効
利
用
の
推
進 

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
既
存
施
設
を
有
効 

活
用
す
る
と
と
も
に
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
継
続
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の 

推
進
を
図
り
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

情
報
媒
体
の
活
用  

 

行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
市
・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
活
用
し
、
幅
広
い
世
代
に
対
し

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
し
て
い
き

ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
提
供
（
施

設
・
行
事
・
講
座
等
）
に
つ
い
て
は
、

主
に
市
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
、
幅
広
い
世
代
に
対

し
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

学
校
体
育
施
設
の
有
効
利
用
の
推
進  

 

市
民
が
身
近
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
学
校
教
育
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
、
地
域
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
役
立
て
ま
す
。
ま
た
、
備
品
の
交

換
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
交
換
を
し
て
い
き
ま

す
。 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
、
小
中
学
校

の
体
育
館
な
ど
を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
こ
う
し
た
施
設
の
有
効

活
用
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

利
用
は
登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
利

用
が
あ
り
、
備
品
等
の
劣
化
が
著
し
く
、
備
品
の
交

換
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

受
付
・
貸
出
業
務
な
ど
の
統
一
化  

  

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
受
付
や
貸
出
方

法
が
地
区
に
よ
り
異
な
る
点
に
つ
い

て
、
統
一
の
手
法
を
検
討
し
、
利
用
者

が
混
乱
し
な
い
よ
う
見
直
し
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
際
、
利
用

受
付
や
貸
出
方
法
が
地
区
に
よ
り
異
な

る
点
が
あ
り
ま
す
。
施
設
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
統
一
す
る

な
ど
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

成果指標 現状値 目標値 

年間スポーツ施設利用者数 

（延べ人数）  

905,437人 

（令和元年度） 
1,000,000人 

年間学校開放施設利用者数 

（延べ人数）  

330,118人 

（令和元年度） 
350,000人 

 

令和８年度までの目標値 

6-1-2 

 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策１ スポーツ施設の充実と有効活用 

取組 2 施設の有効利用の推進 
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組
織
の
充
実 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
の
加
入
促
進
及
び
支
援  

 

ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
の
補
助
金
交
付
を
行
い
、
各
種
ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
★

ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
誘
致
す

る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、
各
団
体
へ
の

加
入
促
進
と
若
返
り
を
図
り
ま
す
。 

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

関
す
る
活
動
を
行
い
、
地
域
社
会
の
発
展
と
健
康
で
豊

か
な
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
活
動
し
て
お

り
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
必
要
な
組
織
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
加
盟
団
体
加
入
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
加
入
促
進
及
び
支
援  

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
補
助
金
交
付
を
行
い
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ

ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
幼
児
期
な
ど
早
期
か
ら
各
団

体
へ
の
加
入
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。 

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
歓
び
や
楽
し
さ
を
体

験
し
、
仲
間
と
の
連
帯
や
友
情
、
協
調
性
や
創
造
性
な
ど
を
育

み
、
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
活
動
し
て
お
り
、
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
必
要
な
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

少
子
化
に
伴
い
、
加
入
者
数
・
単
位
団
数
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

各
競
技
団
体
大
会
へ
の
移
行
・
支
援  

 

大
会
の
運
営
方
法
や
参
加
費
等
の
見
直
し
を

行
い
、
市
が
主
催
す
る
大
会
を
各
競
技
団
体
の

大
会
へ
と
移
行
し
、
自
主
運
営
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

各
競
技
団
体
が
大
会
の
自
主
運
営
が
で
き
る

よ
う
、
既
存
の
大
会
に
つ
い
て
の
運
営
方
法
や

参
加
費
等
の
見
直
し
を
行
い
、
市
主
催
大
会
か

ら
各
競
技
団
体
主
催
の
大
会
へ
と
移
行
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
を
支
援
し
、
組
織
の
強
化
と
人
材
の
育
成
を
図
り
、「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
ど
こ
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
幼
児
期
の
★

ア
ク
テ
ィ
ブ
・

チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
団
体
へ
の
加
入
促
進
を
推
進
し
ま
す
。 

6-2-1 

 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策２ 生涯スポーツの振興 

取組１ 組織の充実 
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成果指標 現状値 目標値 

古河市スポーツ協会主催事業数 
33回 

（令和 2年度） 
36回 

古河市スポーツ協会の加盟会員数 
6,521人 

（令和 2年度） 
7,000人 

古河市スポーツ少年団の団員数 
1,220人 

（令和 2年度） 
1,300人 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝

子
ど
も
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
が
望
ま
し
い
動
き
を
習
得
す
る
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
開
発
。 

 

★
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
事
業
＝
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

（
プ
ロ
）
の
選
手
等
に
よ
る
教
室
や
講
演
会
・
競

技
会
等
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を

与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
意
欲
や
競
技
力
の

向
上
を
め
ざ
し
、
今
後
、
市
民
の
中
か
ら
国
際
舞

台
や
全
国
大
会
等
で
活
躍
で
き
る
才
能
あ
る
選
手

の
発
掘
・
育
成
に
向
け
た
事
業
。 

 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策２ 生涯スポーツの振興 

取組１ 組織の充実 

古河市スポーツ協会マーク 

スポーツ少年団の活動の様子 
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行
事
の
充
実 

市
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、★
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
そ
れ
ら
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
な
が
ら
、
参
加
者
拡
大
の
た
め
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
大
会
や
種
目
の
見
直
し(

調
査)

を
進
め
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
座  

  

の
充
実  

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に
対
す
る
理

解
と
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
講
座
の
充
実
を

図
り
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
そ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
種
多
様
な

種
目
（
ジ
ャ
ン
ル
）
を
取
り
入
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
講
座
の
開

催
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

ス
ポ
ー
ツ
講
座
等
の
自
主  

  

開
催
の
推
進  

ス
ポ
ー
ツ
講
座
等
を
各
競
技
団

体
が
自
ら
企
画
し
、
自
主
開
催

で
き
る
よ
う
支
援
し
な
が
ら
、

開
催
主
体
を
移
行
し
て
い
き
ま

す
。 

市
民
が
地
域
で
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
各
競

技
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
講
座
や
行

事
な
ど
を
企
画
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
各
競
技
団
体

の
自
主
性
を
高
め
る
よ
う
な
支

援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

独
自
イ
ベ
ン
ト
の
定
着
化  

 
「
古
河
ま
く
ら
が
の
里
・
花
桃
ウ
オ
ー
ク
」
や

「
古
河
は
な
も
も
マ
ラ
ソ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

大
会
の
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、
さ
ら
に
工
夫
し

な
が
ら
大
会
の
定
着
化
を
図
り
ま
す
。 

「
古
河
ま
く
ら
が
の
里
・
花
桃
ウ
オ
ー
ク
」
や

「
古
河
は
な
も
も
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
本
市
の
特

徴
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
関
係
団
体

と
連
携
し
て
実
施
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
と
古
河
の
文
化
・
歴
史
・
観
光
・
自
然
と
触

れ
合
う
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ

ベ
ン
ト
の
定
着
化
を
目
指
す
中
で
、
開
催
方
法

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み(

対
策)

が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
行
事
の
見
直
し  

 

市
民
運
動
会
や
行
政
自
治
会
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
、
市
民
を
対
象
と
し
た
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
つ
い
て
は
、
行
事
の
あ
り
方
や
内

容
等
を
検
討
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
行

事
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
進
め
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
民
運
動
会
や
行
政
自
治
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、

市
民
を
対
象
と
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
参
加
者
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
か
ら
幅

広
く
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
、
行
事
の
見
直

し
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

6-2-2 

 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策２ 生涯スポーツの振興 

取組２ 行事の充実 
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成果指標 現状値 目標値 

週 1回以上スポーツ 

をする市民の割合 

53.5％ 

（令和元年度） 
65％ 

 

令和８年度までの目標値 

用
語
解
説 

 

★
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
＝
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・ 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス 

な
ど
、
広
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
な
く
て
も
、
街
中
の

小
ス
ペ
ー
ス
で
も
行
え
る
都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
。 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策２ 生涯スポーツの振興 

取組２ 行事の充実 

古河はなももマラソン 

 

古
河
は
な
も
も
マ
ラ
ソ
ン 

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

 

「
も
も
ラ
ン
」 
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競
技
力
の
向
上 

競
技
力
向
上
の
た
め
に
、
市
内
外
の
競
技
団
体
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
を
観
る
機
会
や
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
す

る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
や
、
競
技
力
向
上
に
向
け
た
団
体
間
の
交
流
試
合
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

競
技
団
体
な
ど
へ
の
活
動
支
援  

 

各
競
技
団
体
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
活
発
に

交
流
し
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
各
競
技
団
体
が

行
う
講
座
の
開
催
や
強
化
合
宿
・
交
流
試
合
な

ど
の
機
会
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
競
技
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。 

競
技
力
の
向
上
に
は
、
各
競
技
団
体
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
団
体
が
活
発
に
交
流
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
交
流
を
契
機
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

を
観
る
機
会
や
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成  

 

多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
す
る
指
導

者
の
養
成
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
実
施
に
向
け
た

大
学
や
企
業
等
と
の
連
携
や
、
養
成
制
度
に
関
す
る
情

報
提
供
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
伴
い
、
一
人

一
人
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
専
門
的
知
識
や

技
能
を
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
確
保
・
養
成
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

全
国
大
会
等
へ
の
出
場
者
に
対
す
る
支
援  

 

自
ら
の
競
技
力
を
意
識
し
、
さ
ら
に
力
を
養
う
た
め
に
全

国
大
会
や
記
録
会
な
ど
へ
の
参
加
を
促
し
、
入
賞
者
な
ど

の
表
彰
を
行
い
、
選
手
等
の
士
気
を
高
め
ま
す
。 

 

競
技
力
向
上
の
た
め
に
は
、
全
国
大
会
等
出
場
者
に
対
し

て
支
給
し
て
い
る
補
助
金
制
度
を
継
続
し
な
が
ら
、
全
国

大
会
・
記
録
会
な
ど
へ
の
参
加
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

6-3-1 

 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策３ 競技力向上とトップアスリートの育成 

取組１ 競技力の向上  
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ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の 

育
成 

全
国
大
会
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
補
助
金
制
度
を
継
続
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

及
び
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
才
能
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア 

世
代
の
選
手
の
発
掘
・
育
成
に
向
け
て
各
種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る 

 

各
種
講
演
会
や
教
室
の
開
催 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
へ
の

関
心
を
高
め
、
競
技
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
知
識
や
技

術
力
の
向
上
を
よ
り
一
層
図
る

た
め
に
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
招
聘
し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
講
演
会
等
を
開
催
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成 

 

及
び
支
援 

国
内
外
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を

招
聘
し
、
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と

の
交
流
を
促
進
す
る
な
ど
し
て
、
国

際
舞
台
等
で
活
躍
で
き
る
選
手
を

発
掘
し
、
育
て
て
い
き
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
学
校
の
部
活

動
等
を
通
じ
て
、
優
れ
た
資
質
を
有

す
る
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
選
手
を
早

期
に
発
掘
し
、
育
成
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

  

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
情
報
把
握
と  

  

活
用  

各
種
講
演
会
や
教
室
に
協
力
を
得
ら
れ
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
情
報
を
把
握
し
、

人
材
バ
ン
ク
等
と
し
て
登
録
し
、
活
用
を

図
り
ま
す
。 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
す
る
に
は
、

小
中
学
生
に
対
す
る
指
導
者
の
戦
略
的
配

置
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校

や
県
な
ど
と
連
携
し
、
人
材
の
発
掘
、
育
成

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
情
報
の
把

握
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

トップアスリート事業 参加者数 
153人 

（令和元年度） 
200人 

 

令和８年度までの目標値 

6-3-2 

 

政策６ 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

施策３ 競技力向上とトップアスリートの育成 

取組２ トップアスリートの育成 
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政
策
７ 

豊
か
な
市
民
文
化
の
創
造
の
た
め
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴
史
文
化
と
芸
術
の
振
興 

施
策
１ 

文
化
財
の
保
存
・
継
承
及
び
博
物
館
施
設
の
充
実 

施
策
２ 

市
民
文
化
活
動
及
び
芸
術
文
化
活
動
の
促
進 
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家
庭
教
育
の
推
進 
文
化
財
や
伝
統
文
化
の 

保
存
・
継
承 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

未
指
定
・
未
登
録
文
化
財
の
指
定
と
活
用  

 

未
指
定
・
未
登
録
文
化
財
の
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

価
値
や
活
用
方
法
を
含
め
て
慎
重
に
検
証
・
審
議

の
上
、
優
先
順
位
を
設
け
て
文
化
財
と
し
て
指
定
・

登
録
し
て
い
き
ま
す
。 

郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
学
び
、
大
切
に
し
て
い
く
こ

と
は
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
持
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
地
域
文
化
を
後
世
に
永
く
伝
え
る

こ
と
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
文
化
財
保
護
審
議
会
を

組
織
し
、
保
存
・
活
用
・
調
査
等
審
議
結
果
を
踏
ま

え
、
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。  

生
涯
学
習
課 

  
民
俗
芸
能
の
活
動
支
援  

 

市
内
民
俗
芸
能
団
体
に
補
助

金
を
交
付
し
、
継
続
的
に
そ
の

活
動
・
保
存
・
継
承
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。 

本
市
で
は
現
在
17
の
民
俗
芸

能
団
体
（
お
囃
子
・
神
楽
・
獅

子
舞
｟
さ
さ
ら
｠
等
）
に
補
助

金
を
交
付
し
、
そ
の
継
続
的
な

活
動
・
保
存
・
継
承
に
対
し
て

資
金
的
な
支
援
を
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
継
者
の
育
成
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

民
俗
芸
能
の
記
録
保
存
等
に
よ
る
継
承
支
援  

 

市
内
民
俗
芸
能
の
演
目
等
を
映
像
記
録
に
よ
り

保
存
し
、
か
つ
、
そ
の
団
体
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

逸
話
等
を
あ
わ
せ
て
記
録
す
る
こ
と
で
、
後
継
者

育
成
支
援
と
後
世
へ
の
伝
承
を
図
り
ま
す
。 

民
俗
芸
能
活
動
団
体
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

に
よ
り
、
後
世
へ
の
芸
能
の
継
承
が
困
難
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
芸
能
自
体

を
映
像
と
し
て
記
録
保
存
す
る
作
業
と
当
該
活

動
団
体
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
逸
話
等
を
書
き
記

し
継
承
す
る
こ
と
で
、
芸
能
の
滅
失
を
防
ぐ
こ
と

も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

指
定
建
造
物
の
計
画
的
な
補
修  

  

建
造
物
の
劣
化
状
況
や
文
化
財
と

し
て
の
重
要
性
等
を
検
証
し
た
上

で
補
修
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な

補
修
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

指
定
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

に
よ
り
そ
の
保
存
に
多
大
な
経
費

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
劣

化
状
況
や
文
化
財
と
し
て
の
重
要

性
等
を
検
証
し
、
優
先
順
位
を
定
め

た
上
で
計
画
的
に
補
修
等
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

市
内
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
向
け
て
、
文
化
財
指
定
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
民
が
地
域
の
民
俗
芸
能
に
関
心
を
持
ち
、
学
び
、
理
解
す
る
た
め

の
機
会
を
提
供
し
、
後
継
者
の
育
成
・
継
承
を
図
り
ま
す
。 

7-1-1 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組１ 文化財や伝統文化の保存・継承 
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成果指標 現状値 目標値 

現存する有形文化財指定総数 

（建造物、美術工芸品） 

100件 

（令和 2年度） 
110件 

民俗芸能映像記録完了率 

（記録完了団体数／市内民俗芸能団体数） 

0％ 

（令和 2年度） 
100％ 

 

令和８年度までの目標値 

古河市の文化財、古河史略、スタンプ集印帳 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組１ 文化財や伝統文化の保存・継承 
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埋
蔵
文
化
財
の 

保
護
・
保
存 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

埋
蔵
文
化
財
の
適
切
な
保
存
・
活
用  

 

考
古
学
的
な
知
識
・
技
術
を
持
ち
、
発
掘
調
査
の
実
務
経
験

を
有
す
る
埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
の
継
続
的
な
常
勤
配
置

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
開
発
者
等
に
よ
る
包
蔵
地
の
確
認
が

軽
易
か
つ
速
や
か
に
照
会
が
で
き
る
よ
う
、
電
子
申
請
に

よ
る
手
続
き
を
進
め
る
な
ど
、
埋
蔵
文
化
財
が
適
切
に
保

存
・
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

市
内
に
所
在
す
る
埋
蔵
文
化
財
★

包
蔵
地
内
等
の
開
発
等

に
際
し
て
は
、
開
発
業
者
等
か
ら
の
包
蔵
地
照
会
等
に
合

わ
せ
必
要
な
指
示
を
行
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
滅
失
の
危
険

が
あ
る
場
合
は
、
発
掘
調
査
を
指
示
の
上
、
記
録
保
存
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
に
際
し
、
常
勤
の
★

埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員

を
継
続
的
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
埋
蔵
文
化
財
の

保
存
・
活
用
に
努
め
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

重
要
な
遺
跡
の
継
続
的
な
検
証
と
後
世
へ
の 

  

継
承  

発
掘
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
検
証
や
周
知
等
に
よ

り
当
該
遺
跡
の
歴
史
的
価
値
の
探
求
や
継
承
等
を

行
い
つ
つ
、
全
体
像
の
把
握
と
文
化
財
と
し
て
の

整
備
を
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。 

川
戸
台
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
遺
跡
等
が

部
分
的
に
発
掘
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の

全
体
像
の
把
握
と
価
値
の
検
証
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
把
握
に
は
相
当
の
期
間
と
多
額
の
経
費
の
投

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
発
掘
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
検
証
や
周
知
等
を
行
い
、
後
世
へ
当
該
遺
跡
の

価
値
と
可
能
性
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
発
掘
・
整
備
の

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

埋
蔵
文
化
財
の
周
知
・
広
報
に
努
め
、
開
発
等

に
よ
り
遺
跡
の
毀
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
は
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
記
録
保
存
を
行
い

ま
す
。 

用
語
解
説 

★
包
蔵
地
＝
過
去
の
現
地
踏
査
結
果
に
よ
り
埋
蔵
文

化
財
が
含
有
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
濃
厚
な
土
地
。 

 

★
埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
＝
考
古
学
に
関
す
る
高
度

な
専
門
知
識
と
技
術
、
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る
職

員
（
文
化
庁
『
適
正
な
埋
蔵
文
化
財
行
政
を
担
う
体
制

等
の
構
築
に
つ
い
て
』（
報
告
）
）。 

発掘調査の様子 

7-1-2 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組２ 埋蔵文化財の保護・保存 
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歴
史
・
民
俗
・
文
化
資
料
の 

調
査
・
収
集
と
保
存
・
整
理 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

文
化
財
の
保
存
指
導
と
活
用  

 

指
定
文
化
財
の
所
有
者
・
管
理
者
に
、
文
化
財
の

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
よ
う
助
言
等
を
行

い
つ
つ
活
用
に
つ
い
て
も
図
り
、
あ
わ
せ
て
保

存
・
活
用
に
係
る
専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
や
後

継
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

本
市
で
は
国
指
定
重
要
文
化
財
（
建
造
物
・
歴
史

資
料
）
を
は
じ
め
、
県
指
定
・
市
指
定
を
含
む
有

形
・
無
形
の
歴
史
・
民
俗
文
化
財
、
史
跡
・
天
然

記
念
物
や
芸
術
品
な
ど
多
種
多
様
な
文
化
遺
産

の
調
査
・
収
集
・
保
存
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

適
切
な
保
存
・
管
理
方
法
が
必
要
と
さ
れ
、
保
存

に
係
る
専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
や
後
継
者
の

不
足
、
経
費
負
担
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

遺
物
収
蔵
施
設
の
整
理  

 

増
大
し
て
い
く
遺
物
に
つ
い
て
、

現
状
の
収
蔵
施
設
の
収
蔵
方
法

を
改
め
て
見
直
し
・
整
理
の
上
、

計
画
的
な
保
存
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。 

本
市
が
行
っ
た
発
掘
調
査
の
遺

物
は
、
歴
史
博
物
館
・
三
和
資
料

館
・
ふ
る
さ
と
館
等
に
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
開
発
等
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺

物
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
今

後
、
遺
物
の
保
管
に
つ
い
て
、
収

蔵
施
設
の
整
理
等
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

収
蔵
資
料
の
整
理
と
保
存
環
境
の  

  

維
持
・
整
備  

既
収
資
料
の
整
理
を
行
い
収
蔵
庫
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
燻
蒸

実
施
な
ど
保
存
環
境
の
維
持
に
努
め
ま

す
。
新
規
収
蔵
施
設
に
つ
い
て
は
基
本

構
想
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。 

本
市
の
歴
史
文
化
遺
産
を
保
管
し
て
い

る
歴
史
博
物
館
・
文
学
館
・
三
和
資
料

館
の
収
蔵
庫
が
手
狭
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
新
規
の
資
料
収
蔵
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
増
え
る
歴
史

文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た

め
に
、
適
切
な
保
存
環
境
の
維
持
・
整

備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

文
化
財
の
修
理
保
存
の
啓
発  

 

重
要
文
化
財
の
適
正
な
保
存
と
修
理
を

続
け
、
修
理
を
終
え
た
文
化
財
は
、
文

化
財
保
存
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
修
理

行
程
や
技
術
を
含
め
て
、
平
常
展
示
で

積
極
的
に
公
開
し
ま
す
。 

国
指
定
重
要
文
化
財
「
鷹
見
泉
石
関
係

資
料
」
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き

修
理
を
行
っ
て
お
り
、
全
て
の
修
理
完

了
ま
で
に
は
お
よ
そ
20
年
を
要
し
ま

す
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
事
業
実
施

の
た
め
に
は
、
文
化
財
に
対
す
る
市
民

の
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

 

★

公
開
承
認
施
設
で
あ
る
歴
史
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
各
博

物
館
施
設
に
お
い
て
、
地
域
に
関
連
す
る
貴
重
な
歴
史
・
民
俗
・

文
化
資
料
の
調
査
や
収
集
・
保
存
・
研
究
を
進
め
、
整
理
に 

 

あ
た
っ
て
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
図
り
ま
す
。 

7-1-3 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組 3 歴史・民俗・文化資料の調査・収集と保存・整理 
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令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

重要文化財「鷹見泉石関係資料」の保存修理の 

延べ完了件数 

159件 

（令和 3年度） 
209件 

 

用
語
解
説 

 

★
公
開
承
認
施
設
＝
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
の
国
宝
・
重
要
文
化
財

の
所
有
者
（
管
理
団
体
を
含
む
）
以
外
の
者
が
、
当
該
文
化
財
を
公
開

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
文
化
庁
長
官
の
許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
文
化

財
の
公
開
活
用
の
観
点
か
ら
、
文
化
財
の
公
開
に
適
し
た
施
設
と
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
文
化
庁
長
官
の
承
認
を
受
け
た
場
合
、
公
開
後
の
届

け
出
で
足
り
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（「
文
化
財
保
護
法
」
第
53
条
）。

こ
の
承
認
を
受
け
た
施
設
を
公
開
承
認
施
設
と
い
う
。 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組２ 埋蔵文化財の保護・保存 

「金彩花つなぎ文切子瓶と 

  金彩型吹きコップ」 

「雪華文蒔絵印籠」 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築  

 

各
施
設
等
で
保
有
し
て
い
る
資
料
目
録
な
ど
を
統
合

し
た
、
市
内
文
化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
図

り
、
一
般
公
開
を
目
指
し
ま
す
。 

各
博
物
館
施
設
の
収
蔵
資
料
や
指
定
文
化
財
の
調
査

研
究
結
果
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
研

究
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は

よ
り
有
効
な
保
存
・
管
理
の
た
め
に
、
各
施
設
・
指
定

文
化
財
等
の
横
断
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

111 122 131 142 149 

 

重要文化財「鷹見泉石関係資料」保存修理の延べ完了件数 

鷹見泉石関係資料 
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歴
史
や
文
化
に
関
す
る 

情
報
提
供
の
推
進 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

★

博
学
連
携
の
強
化  

 

児
童
生
徒
の
移
動
問
題
等
の
解
消
の
た
め
教
員
と
★

学
芸

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
見
学
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
験
講
座
や
出
前
授
業
、
公
募

企
画
の
実
施
な
ど
、
博
物
館
と
学
校
の
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。 

地
域
の
文
化
施
設
を
活
用
し
、
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

は
学
習
指
導
要
領
に
も
う
た
わ
れ
て
お
り
、
次
世
代
を
担

う
児
童
生
徒
に
対
す
る
情
報
発
信
は
重
要
で
す
。
本
市
で

は
各
博
物
館
施
設
が
校
外
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
の
移
動
手
段
の
確
保
等
の
問
題
も

あ
り
、
市
内
全
校
の
見
学
実
施
は
困
難
な
面
も
あ
り
ま
す
。  

生
涯
学
習
課 

  
文
化
財
・
歴
史
文
化
情
報
の
周
知
・
普
及  

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
・
刊
行
物
等
を
通
じ
て
、

文
化
財
や
歴
史
文
化
に
係
る
情
報
を
広
く
市
民
に
周

知
し
つ
つ
、
内
容
の
充
実
、
発
信
方
法
の
工
夫
に
努
め

ま
す
。 

文
化
遺
産
を
次
世
代
に
継
承
し
、
ま
た
郷
土
愛
を
醸
成

す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
ま
ち
に
ど
の
よ
う
な
文
化
財

が
あ
る
か
を
周
知
・
普
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
刊
行
物
等
に
よ
り

周
知
・
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
関
心
を
深
め

る
た
め
に
は
、
内
容
の
充
実
、
発
信
方
法
の
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

各
博
物
館
施
設
に
お
け
る
展
示
替
え  

 

保
護
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
多
種

多
様
な
文
化
財
・
文
化
遺
産
を
鑑
賞
で
き
る
よ

う
、
各
博
物
館
施
設
に
お
け
る
展
示
替
え
を
し
て

い
き
ま
す
。 

各
博
物
館
施
設
で
は
、
文
化
財
や
文
化
遺
産
を
展

示
公
開
し
、
市
民
を
は
じ
め
来
館
者
へ
情
報
提
供

を
し
て
い
ま
す
が
、
公
開
す
る
こ
と
で
文
化
財
が

劣
化
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
陳
列
替
え
に
よ

る
資
料
劣
化
の
防
止
な
ど
、
保
護
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
公
開
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

各
博
物
館
施
設
で
の
企
画
展
や
講
座
等
の
充
実
を
図
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
て
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
入
館
者
の
増
加
を
図
る

と
同
時
に
、
各
施
設
間
だ
け
で
な
く
学
校
や
周
辺
地
域
と
の
連
携
を
よ
り

深
め
、
来
訪
者
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。 

7-1-4 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組４ 歴史や文化に関する情報提供の推進 
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担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

文
化
財
建
造
物
の
活
用  

 

文
化
財
建
造
物
に
つ
い
て
は
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
よ
り
有
効
な
活
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

文
化
財
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
国
指
定
重

要
文
化
財
「
旧
飛
田
家
住
宅
」・
県
指
定
文

化
財
「
旧
中
山
家
住
宅
」
な
ど
を
一
般
公

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
有
形
文
化

財
の
「
篆
刻
美
術
館
表
蔵
・
裏
蔵
」
は
美

術
館
と
し
て
、
同
文
化
財
「
坂
長
本
店
店

蔵
（
旧
古
河
城
文
庫
蔵
）
ほ
か
５
棟
」
は
、

お
休
み
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
有
効
な
活
用
方
法
の
工
夫

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  
来
訪
者
の
回
遊
性
の
向
上  

 
来
訪
者
の
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
文
化
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
文
化
財

マ
ッ
プ
の
作
成
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
補
修
が
必
要
な
説
明

板
や
ス
タ
ン
プ
ポ
ス
ト
な
ど
は
順
次
修
理

を
し
て
い
き
ま
す
。 

「
★

ま
く
ら
が
の
里
散
歩
道
」
の
３
コ
ー
ス

に
ス
タ
ン
プ
ポ
ス
ト
を
、
ま
た
文
化
財
の

所
在
地
に
説
明
板
を
設
置
し
て
、
史
跡
・
文

化
財
め
ぐ
り
の
便
に
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
博
物
館
施
設
で
は
共
通
券
や
統
一

し
た
年
間
予
定
表
を
発
行
す
る
な
ど
、
来

訪
者
の
回
遊
性
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
し
た
説
明
板
や
ス
タ
ン
プ
ポ

ス
ト
な
ど
に
随
時
補
修
が
必
要
で
す
。 

 

用
語
解
説 

 

★
博
学
連
携
＝
博
物
館
と
学
校
が
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

推
し
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
。 

 

★
学
芸
員
＝
博
物
館
資
料
の
収
集
・ 

 

保
存
・
展
示
及
び
調
査
研
究
そ
の
他
、 

こ
れ
と
関
連
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
専

門
的
事
項
を
つ
か
さ
ど
る
。
博
物
館
法
に

規
定
さ
れ
る
登
録
博
物
館
に
は
、
専
門
的

職
員
と
し
て
学
芸
員
を
置
く
こ
と
が 

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

★
ま
く
ら
が
の
里
散
歩
道
＝
「
歴
史
の 

ま
ち
古
河
」
の
良
さ
を
見
直
し
、
郷
土
に

対
す
る
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
に
親
し
む
場
と
し
て
設
置
し
た 

も
の
。
全
部
で
３
コ
ー
ス
（
「
古
河
公
方

コ
ー
ス
」「
江
戸
文
化
コ
ー
ス
」「
旧
日
光

街
道
コ
ー
ス
」
）
あ
り
、
集
印
帳
を
購
入

し
て
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
な
が
ら
文
化
財

や
史
跡
等
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。 

成果指標 現状値 目標値 

各博物館施設を利用した市内の学校数 

（延べ数） 

年 17校 

（令和 2年度） 
年 25校 

各博物館施設における総入館者数 
33,974人 

（令和 2年度） 
37,500人 

 

令和８年度までの目標値 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組４ 歴史や文化に関する情報提供の推進 
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博
物
館
施
設
の 

適
正
な
維
持
管
理 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

公
開
承
認
施
設
認
定
の
維
持  

 

文
化
庁
主
催
の
防
犯
・
防
災
研
修
の
受
講
や
必
要
な
修

繕
実
施
な
ど
を
行
い
、
公
開
承
認
施
設
の
認
定
維
持
に

努
め
ま
す
。 

古
河
歴
史
博
物
館
は
博
物
館
法
に
定
め
ら
れ
た
「
博
物

館
（
登
録
博
物
館
）」
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
か
ら

「
公
開
承
認
施
設
」
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
認
定

の
維
持
に
は
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
の
ほ
か
、
施

設
管
理
面
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
度
認
定
を
失
う
と
、
再
認
定
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

長
寿
命
化
計
画
の
策
定  

 

来
館
者
の
安
全
の
確
保
と
快
適
空
間
の
継
続
的
提
供

の
た
め
に
、
耐
震
予
備
診
断
を
行
う
と
と
も
に
、
各
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。 

本
市
に
は
、
古
河
歴
史
博
物
館
・
三
和
資
料
館
・
古
河

文
学
館
・
古
河
街
角
美
術
館
・
篆
刻
（
て
ん
こ
く
）
美

術
館
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
施
設
は
、
自
由
時
間
の
過
ご
し
方
が
変
わ
る
中
で
、

市
民
が
よ
り
質
の
高
い
文
化
的
生
活
を
送
る
上
で
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
法
定
耐
用
年
数
に
迫
っ
て
い

る
施
設
も
あ
り
、
来
館
者
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
も
早

期
に
長
寿
命
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

周
辺
景
観
を
含
め
た
環
境
保
全  

 

計
画
的
な
施
設
修
繕
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
と
連
携
し

て
景
観
保
全
に
も
努
め
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ゾ
ー
ン
と
し

て
の
快
適
な
空
間
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。 

本
市
の
各
博
物
館
施
設
は
、
日
本
建
築
学
会
賞
（
古
河

歴
史
博
物
館
）・
茨
城
県
建
築
文
化
賞
（
古
河
文
学
館
）・

ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
（
古
河
歴
史
博
物

館
・
古
河
文
学
館
）
を
受
賞
す
る
な
ど
、
建
築
本
体
の

評
価
だ
け
で
な
く
、
周
辺
景
観
と
の
融
合
も
含
め
て
評

価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
来
館
者
へ
快
適
な
空
間
を
継
続

的
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
施
設
維
持
の
た
め
の
修
繕

だ
け
で
な
く
周
辺
景
観
も
含
め
た
環
境
保
全
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
民
（
来
館
者
）
に
対
す
る
安
全
・
快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

国
指
定
重
要
文
化
財
を
含
む
所
蔵
資
料
を
適
切
な
環
境
で
保
存
し
て
い
く

た
め
に
、
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。 

7-1-5 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組５ 博物館施設の適正な維持管理 
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担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

学
芸
員
の
確
保
と
育
成  

 

継
続
的
な
学
芸
員
の
配
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
博

物
館
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識
習
得
の
た
め
の
研

修
参
加
、
職
場
内
研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

博
物
館
施
設
本
体
（
ハ
ー
ド
）
の
維
持
管
理
は
重
要

で
す
が
、
充
実
し
た
ハ
ー
ド
を
よ
り
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
良
質
な
ソ
フ
ト
を
提
供
す
る
学
芸

員
等
の
専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
も
継
続
的
な
学
芸
員
の
確
保
と
育
成
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策１ 文化財の保存・継承及び博物館施設の充実 

取組 5 博物館施設の適正な維持管理 

      古河歴史博物館 

（日本建築学会賞作品賞・公共建築賞・ 

各博物館施設 

篆刻（てんこく）美術館 

（日本初の篆刻専門美術館・ 

まちづくりグリーンリボン賞） 

建物は国の登録有形文化財） 

☆
参
考 

 
 

資
料
編 

2
ペ
ー
ジ 

 
 

 

「
博
物
館
施
設
一
覧
」 
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芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

文
化
活
動
の
支
援  

 

文
化
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
方
策
の
整
備
や

文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人
へ
の
支
援

に
よ
り
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
文
化
協
会
へ
の
加
盟
を
促
進
し
、

活
動
の
後
継
者
と
な
る
若
年
層
を
育
て
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

文
化
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
文
化
協
会
に

対
し
、
人
的
・
資
金
面
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
★

古
河
市
松
岡
文
化
及
び
ス
ポ

ー
ツ
振
興
補
助
金
に
よ
り
、
文
化
活
動
を
行
う
団

体
や
個
人
へ
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
市
文
化
協
会
で
は
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

団
体
数
・
加
盟
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
若
年

層
の
加
盟
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

文
化
活
動
の
発
表
の
場
の
提
供  

 

芸
術
文
化
団
体
や
個
人
に
発
表
の

場
を
提
供
す
る
ほ
か
、
市
民
団
体
な

ど
の
実
行
委
員
会
運
営
の
芸
術
文

化
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
適

切
な
発
表
の
場
を
提
供
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。 

市
民
に
よ
る
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
、
市
民
文
化
祭
を
開
催
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
に
親
し
む
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
文
化
協
会

の
団
体
数
や
人
数
の
減
少
に
伴
い
、

参
加
団
体
や
作
品
数
の
減
少
が
み

ら
れ
る
た
め
、
開
催
方
法
の
検
討
が

必
要
で
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

将
来
の
文
化
活
動
の
担
い
手
の
育
成  

 

次
世
代
の
文
化
的
活
動
の
発
表
の
場
を

設
け
、
参
加
者
自
ら
が
企
画
・
運
営
す
る

こ
と
を
支
援
し
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め

ま
す
。 

★

青
少
年
軽
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

演
奏
技
術
を
磨
く
だ
け
で
な
く
、
事
業
の

企
画
・
運
営
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
充
実
し

て
き
ま
し
た
。
芸
術
文
化
の
発
展
を
担
う

後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
技
術
向

上
の
場
と
し
て
引
き
続
き
発
表
機
会
の

提
供
が
必
要
で
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

優
れ
た
文
化
や
芸
術
を
鑑
賞
す
る  

  

機
会
の
提
供  

今
後
も
市
民
芸
術
鑑
賞
の
集
い
を
開

催
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
質
の
高
い

文
化
や
芸
術
を
鑑
賞
で
き
る
機
会
を

提
供
し
ま
す
。 

★

市
民
芸
術
鑑
賞
の
集
い
で
は
、
毎
年

質
の
高
い
公
演
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
市
民
が
身
近
な
場

所
で
本
物
の
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
機
会
と
し
て
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
な
が
ら
、
開
催
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

各
種
文
化
団
体
の
自
主
活
動
及
び
市
民
文
化
祭
な
ど
の
活
動
発
表
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
博
物
館
施
設
収
蔵
資
料
を
活
用
し
た
作
品
を
全
国

か
ら
公
募
す
る
な
ど
、
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
を
促
進
し
ま
す
。 

7-2-1 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策２ 市民文化活動及び芸術文化活動の促進 

取組１ 芸術文化活動への支援 
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担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

収
蔵
資
料
を
活
用
し
た
文
化
活
動  

  

の
推
進  

 

本
市
が
所
有
す
る
貴
重
な
収
蔵
資
料

を
顕
彰
し
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
資

料
に
関
連
し
た
作
品
を
公
募
し
、
文

化
活
動
の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
き

ま
す
。 

古
河
出
身
の
鷹
見
久
太
郎
が
創
刊

し
、
児
童
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
絵
雑
誌
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
を

顕
彰
し
、「
１
ペ
ー
ジ
の
絵
本
」
の
公

募
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
創
作
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
も
継
続
的
に

開
催
し
、
市
内
小
中
学
生
の
文
学
へ

の
関
心
を
高
め
、
文
化
活
動
の
担
い

手
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

古河市文化協会加入団体数 
88団体 

（令和元年度） 
90団体 

市民文化祭入場者数 
17,230人 

（令和元年度） 
17,500人 

1ページの絵本応募数 
3,250件 

（令和元年度） 
3,500件 

 

用
語
解
説 

 

★
古
河
市
松
岡
文
化
及
び 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
金
＝ 

市
民
の
文
化
的
教
養
の
向
上

及
び
体
力
づ
く
り
を
促
進
し
、

文
化
芸
術
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
た
め
、
「
古
河
市

松
岡
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振

興
基
金
条
例
」
の
規
定
に
よ
る

基
金
を
原
資
と
し
た
補
助
金
。

対
象
は
、
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
う
個
人
や
団
体
。 

 

★
青
少
年
軽
音
楽
フ
ェ
ス 

テ
ィ
バ
ル
＝
青
少
年
に
音
楽

発
表
の
場
を
提
供
し
、
参
加
者

相
互
の
連
帯
と
企
画
運
営
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。 

参
加
対
象
者
は
、
市
内
及
び
近

郊
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
外
の

高
校
に
通
学
す
る
青
少
年
に

よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
。 

 

★
市
民
芸
術
鑑
賞
の
集
い
＝

優
れ
た
芸
術
に
接
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
芸
術
に
対
す
る
意
識
の 

向
上
を
図
り
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を 

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策２ 市民文化活動及び芸術文化活動の促進 

取組１ 芸術文化活動への支援 

青少年軽音楽フェスティバルの様子 
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地
域
文
化
を
創
造
す
る 

人
材
の
育
成
・
確
保 

市
民
文
化
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
活
動
団
体

へ
の
若
年
層
の
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
関
係
団
体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

担当課 課題解決への取組 現状と課題 

 

生
涯
学
習
課 

  

文
化
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
人
材
の  

  

育
成
・
確
保  

若
年
層
自
ら
が
企
画
・
運
営
を
行
う
文
化

イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
実
施
し
、
新
た
な

人
材
の
育
成
・
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。 

高
齢
化
社
会
が
進
み
、
芸
術
文
化
活
動
を

行
う
団
体
は
、
団
体
数
・
加
盟
者
数
と
も

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
若
年
層
を
対

象
と
し
た
事
業
を
継
続
的
に
開
催
し
、
文

化
活
動
の
後
継
者
を
育
成
し
つ
つ
、
将
来

を
担
う
若
い
世
代
の
加
盟
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

地
域
文
化
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成  

 

本
市
出
身
の
優
れ
た
人
材
に
つ
い
て
市
民

が
知
る
機
会
を
提
供
し
、
そ
の
人
材
と
の
交

流
を
通
し
て
、
地
域
文
化
を
創
造
す
る
人
材

の
育
成
・
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。 

音
楽
や
美
術
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

し
な
が
ら
も
、
広
く
市
民
に
知
ら
れ
て
い
な

い
古
河
出
身
の
文
化
人
も
い
ま
す
。
市
内
の

文
化
施
設
を
活
用
し
、
顕
彰
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
文
化
を
創
造
す
る
人
材
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

  

芸
術
文
化
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

  

づ
く
り
の
支
援  

芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
団
体
や
個
人

を
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
等
、
情
報
を
提
供
し
、
交
流
の
場
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。 

芸
術
文
化
活
動
の
発
展
の
た
め
に
は
、
活

動
団
体
や
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

が
大
切
で
す
が
、
個
々
の
活
動
だ
け
で
は
、

団
体
や
個
人
間
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
情

報
交
換
や
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
づ

く
り
が
必
要
で
す
。 

 

令和８年度までの目標値 

成果指標 現状値 目標値 

若年層向けのイベント 

開催回数 

1回 

（令和 2年度） 
2回 

 

7-2-2 

 

政策７ 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

施策２ 市民文化活動及び芸術文化活動の促進 

取組 2 地域文化を創造する人材の育成・確保 
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資料編は巻末から始まります 
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年 月 日 会    議    等 

令和 3 年 

 10 月 21 日 
古河市教育振興基本計画（後期計画）第６回庁内会議 

 11 月 10 日 教育委員への進捗状況報告 

 11 月 29 日 令和３年度第１回古河市総合教育会議 

 11 月 29 日～12 月 2 日 総合教育会議指摘事項を各課へ再確認・修正依頼 

 12 月 23 日 古河市教育振興基本計画（後期計画）第７回庁内会議 

令和 4 年 

 1 月 11 日～31 日 
パブリックコメントによる意見募集 

 2 月 2 日 古河市教育振興基本計画（後期計画）第８回庁内会議 

 2 月 9 日 古河市教育振興基本計画（後期計画）第９回庁内会議 

 

資

料

編 

庁内会議の様子 

総合教育会議の様子 

作業部会の様子 
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6 策定経過 

年 月 日 会    議    等 

令和 3 年 

 4 月 15 日 

古河市教育振興基本計画（後期計画）の策定手法について 

（関係各課説明） 

 6 月 4 日 
古河市教育振興基本計画（後期計画）の策定について定例庁

議へ報告 

 6 月 9 日 
古河市教育振興基本計画（後期計画）検討庁内会議設置要綱

の制定について教育委員会へ議案提出 

 7 月 11 日 
古河市教育振興基本計画（後期計画）策定に係るアンケート

調査依頼（児童生徒・保護者・教職員） 

 7 月 11 日 
古河市教育振興基本計画（後期計画）第 1 回会議（庁内会議・

作業部会） 

 7 月 9 日～30 日 作業部会ヒアリング（第１回） 

 7 月 12 日 
古河市教育振興基本計画（後期計画）策定に向けたアンケー

ト調査依頼（社会教育委員） 

 7 月 15 日 古河市教育振興基本計画（後期計画）第２回庁内会議 

 7 月 20 日 
古河市教育振興基本計画（後期計画）策定に向けたアンケー

ト調査依頼（博物館運営協議会委員） 

 7 月 21 日 教育委員への進捗状況報告 

 7 月 31 日～8 月 2 日 作業部会ヒアリング（第２回） 

 8 月 11 日 古河市教育振興基本計画（後期計画）第３回庁内会議 

 8 月 19 日 古河市教育振興基本計画（後期計画）第４回庁内会議 

 8 月 26 日～9 月 9 日 作業部会ヒアリング（第３回） 

 9 月 13 日～16 日 作業部会ヒアリング（第４回） 

 9 月 28 日 古河市教育振興基本計画（後期計画）第５回庁内会議 

 9 月 28 日～10 月 11 日 作業部会長と事務局による修正協議 

 

資

料

編 
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附 則  

（施行期日）  

１ この告示は、令和３年６月 10 日から施行する。  

（この告示の失効）  

２ この告示は、令和４年３月 31 日限り、その効力を失う。  

 

別表第１（第３条関係）  

教育部長、教育部副部長、教育総務課長、学校教育施設課長、指導課長、学校給食課長、生涯学習

課長、社会教育施設課長、スポーツ振興課長、子ども福祉課長 

別表第２（第６条関係） 

教育部副部長、教育総務課職員、学校教育施設課職員、指導課職員、学校給食課職員、生涯学習

課職員、社会教育施設課職員、スポーツ振興課職員、子ども福祉課職員 

 

庁内会議名簿 作業部会名簿 
 

区 分 氏  名 役  職  区 分 氏 名 役  職 

委 員 長 塚原 一夫 教育部 部長 
 
部 会 長 峯  照男 教育部 副部長 

副委員長 峯  照男 教育部 副部長 
 
副部会長 島村 光昭 

教育総務課 

課長 

委   員 島村 光昭 
教育総務課 

課長 

 
委   員 大澤 勝彦 

教育総務課 

課長補佐 

委   員 風見 幸則 
学校教育施設課 

課長 

 
委   員 野原 信行 

学校教育施設課  

課長補佐 

委   員 桑原 敬明 
指導課 

課長 

 
委   員 小林 詠二 

指導課 

副参事 

委   員 阿部  茂 
学校給食課 

課長 

 
委   員 橋本 竜男 

学校給食課 

係長 

委   員 栃木  匡 
生涯学習課 

課長 

 
委   員 大谷 憲司 

生涯学習課 

課長補佐 

委   員 青木  保 
社会教育施設課 

課長 

 
委   員 落合 弘一 

社会教育施設課 

副参事 

委   員 宇都木 かおる 
スポーツ振興課 

課長 

 
委   員 高橋 直志 

スポーツ振興課 

課長補佐 

委   員 岡安 伸征 
福祉部 子ども福

祉課 課長 

 
委   員 毛塚 光昭 

福祉部 子ども福

祉課 課長補佐 

 

（各課員については企画員のみ掲載） 
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（設置）  

第１条 教育基本法（平成18年法律第120号）第17条第２項の規定に基づき、古河市教育委員会

（以下「教育委員会」という。）が策定した古河市教育振興基本計画について、平成29年度から

令和８年度までの計画期間のうち、前期５年間の取組について総合的な点検・評価を行い、今後

５年間に取り組むべき具体的な施策について検討し、古河市教育振興基本計画の後期計画（以下

「後期計画」という。）を策定するため、古河市教育振興基本計画（後期計画）検討庁内会議

（以下「庁内会議」という。）を設置する。 

（所掌事務）  

第２条 庁内会議は、古河市教育振興基本計画に掲げる基本構想を踏まえ、次に掲げる事項につ

いて調査、検討等し、その結果を教育委員会に報告する。 

(１) 後期計画の内容及び素案の作成に関すること。  

(２) その他後期計画の策定に関し、教育委員会が必要と認めること。 

（庁内会議の組織）  

第３条 庁内会議は、別表第１に掲げる者を委員として組織する。 

２ 庁内会議に委員長及び副委員長を置き、委員長は教育部長を、副委員長は教育部副部長をも

って充てる。 

３ 委員長は、庁内会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（任期）  

第４条 委員の任期は、任命の日から令和４年３月 31 日までとする。 

（庁内会議の会議）  

第５条 委員長は、必要に応じて庁内会議の会議（以下この項から第３項までにおいて「会議」

という。）を招集し、会議の議長となる。 

２ 会議は、教育委員会に報告する事項の集約等を行うものとする。 

３ 委員長は、必要と認めるときは、会議に委員以外の者を出席させ、説明や意見を述べさせるこ

とができる。 

４ 委員長は、必要と認めるときは、学識経験者、保護者、教職員等の意見を聴取する機会を設け

ることができる。 

（作業部会）  

第６条 委員長は、後期計画に関する専門的事項を調査研究させるため、作業部会を置くことが

できる。 

２ 作業部会は、別表第２に掲げる者をもって組織する。 

３ 作業部会に部会長及び副部会長を置き、部会長は教育部副部長を、副部会長は部会長が指名

する者をもって充てる。 

４ 部会長は、作業部会を代表し、会務を総理する。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（作業部会の会議）  

第７条 作業部会の会議（次項において「会議」という。）は、必要に応じて部会長が招集す

る。 

２ 部会長は、必要と認めるときは、会議に作業部会の委員以外の者を出席させ、説明や意見を

述べさせることができる。 

（庶務）  

第８条 庁内会議及び作業部会の庶務は、教育総務課において処理する。 

（補則）  

第９条 この告示に定めるもののほか、庁内会議に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

 5 古河市教育振興基本計画（後期計画）検討庁内会議設置要綱 
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古河市では、親学習プログラムの実施、子ども会をはじめとする青少年団体の活動支援、多様な自

然・社会体験の提供などとともに、青少年を対象とした相談活動などを行ってきました。 

今後も、青少年団体の育成・支援、地域活動等への青少年の参加を促進するとともに、家庭や地域

ぐるみで青少年の健やかな育ちを支えるための体制を充実する必要があります。 

【施策項目】 

〇家庭・地域の教育力の育成 

〇地域や社会への青少年の参加の促進 

〇青少年の健全育成のための活動の促進 

 

（６） 市民が親しめる生涯スポーツの推進 

健康志向の高まりを背景として、市民のスポーツに対するニーズが高まり、子どもから高齢者まで

誰もが気軽にスポーツのできる環境づくりが求められています。日常的にスポーツに親しむこと

は、健康の保持・増進や体力向上だけでなく、生きがいのある生活につながります。 

古河市では、生涯スポーツを支える各種スポーツ団体の育成・支援を行うために、スポーツ施設の

安全性や利便性を確保し、類似または同一機能を有する施設の統廃合も視野に入れた効率的かつ安

定的な施設運営が課題となっています。 

スポーツには、競技レベルに応じて自ら楽しむスポーツと観戦して楽しむスポーツとがあります。

令和元年度に開催された茨城国体を契機として市民のスポーツに関する意識のさらなる向上を図

ることが大切です。 

これまで古河市からは、プロ野球やサッカープロリーグをはじめ多くのトップアスリートが生まれ

ています。今後も、スポーツ少年団及びスポーツクラブの活動を支援するとともに、学校体育との

連携を強化し、トップアスリートの発掘と育成に取り組む必要があります。 

【施策項目】 

〇スポーツ施設の充実と有効活用 

〇生涯スポーツの振興 

〇競技力向上とトップアスリートの育成 

 

（７） 豊かな市民文化の創造のための歴史文化と芸術の振興 

郷土の歴史文化を学び、大切にしていくことは、地域の対する愛着を持つことにつながり、さらに

地域文化を後世に永く伝えることは、地域の特性を活かした魅力あるまちづくりを進める上で欠か

せないものです。 

長い歴史と伝統に培われた古河市は、多くの歴史的資源や文化人を有しています。国指定重要文化

財としては旧飛田家住宅と鷹見泉石関係資料の２件、県指定文化財 16 件、市指定文化財 132 件を

有しており、歴史博物館を中心に文化財の紹介、歴史・民俗・芸術等の貴重な文化財の収集や保存

を進めてきました。また、貴重な文化遺産が、開発や老朽化により消失する可能性があるため、こ

れらの保全や活用も課題となっているほか、地域の貴重な民俗芸能の後継者不足が懸念されていま

す。 

また、平成 23 年度に、３地区の文化協会を統合した古河市文化協会が発足し、各地区で芸術文化

の発表の機会を設けていますが、後継者の育成・確保などが課題となっています。 

今後も、文化財や史跡、郷土芸能などの保全や継承を図るとともに、市民による芸術文化活動の活

発化に向け支援していく必要があります。 

加えて、これまで収集・保存してきた歴史・文化資料等を適切な環境で保存し、それらの情報を、

安全・快適な空間で市民（来館者）に提供するため、博物館施設の経年劣化にともなう計画的な修

繕が必要です。 

【施策項目】 

〇文化財の保存・継承および博物館施設の充実 

〇市民文化活動および芸術文化活動の促進 
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また、家庭では、基本的な生活習慣が身に付いていない子どもの増加、児童虐待など様々な問題が

発生しており、家庭や地域の教育力の向上が求められています。 

今後は、教育内容を充実・強化し、基礎学力の向上や豊かな心を育成するとともに、家庭や地域と

連動（協力）し、子どもたちの能力を引き出し、最大限に伸ばすことで、自己実現を図れるように

支援していくことが必要です。 

【施策項目】 

〇幼児期（幼稚園・保育園・認定こども園）から児童期（小学校）への円滑な移行支援 

〇特色ある学校教育の充実 

〇地域教育機関の充実 

 

（３） 安心して学べる教育環境の充実 

学校施設は、児童生徒の学習の場や豊かな人間性を育む場として重要な役割を担っています。加え

て地域住民にとっても、災害時の指定避難所等としての役割を担っているため、安全性の確保は極

めて重要です。 

少子化により今後も児童生徒数の減少が見込まれ、教育環境の向上や社会性の確保の観点から、子

どもたちにとって望ましい学校の在り方について検討する必要があります。 

古河市には 32 の小・中学校があり、校舎・体育館等の老朽化が進んでいる施設が存在するため、

耐久性を向上させるなどの長寿命化を図り、実情に応じた改修や適正な維持・管理が必要です。ま

た、児童生徒にとって、より良い学習環境を整備することが求められます。 

特別な教育的ニーズのある子どもたちや帰国子女・外国人児童生徒の増加に対応するため、特別支

援教育の充実や日本語指導など、多様なニーズへの対応が課題となっています。 

今後も、施設の充実や維持管理とともに、家庭や地域と連携した学校運営を進め、安心・安全な教

育環境を充実していく必要があります。 

児童生徒の健康維持・増進に努めるとともに、教職員の健康とより質の高い指導・運営体制を構築

するため、学校の業務・職場環境の改善等が必要です。 

【施策項目】 

〇学校施設・設備・備品の充実と維持管理 

〇就学しやすい環境づくり 

〇地域・家庭と連携した学校運営と子どもの居場所づくり 

〇学校保健の充実 

 

（４） 子どもの健全な成長のための学校給食の充実 

古河市の学校給食は、古河地区小学校７校では自校方式で提供し、古河地区中学校、総和地区、三

和地区小中学校並びに古河中等教育学校についてはセンター方式で提供しています。同じ市内にお

いて異なる給食の提供方式を採用しており、献立内容も異なっている状況にあります。 

安全・安心で安定的な給食の提供に加え、食物アレルギー児童生徒への対応の一つとして、学校給

食センターでは除去食（乳・卵の同時除去）の提供を行っております。また、児童生徒が食に関す

る知識と望ましい食習慣を身につけられるよう、学校給食センターを拠点として、食育や地産地消

を推進しています。 

自校方式給食室では、設備機器の老朽化に伴い、修繕部品の調達が困難な状況になっています。自

校給食を継続していくためには、耐用年数に応じた設備更新をしていく必要があります。 

【施策項目】 

〇学校給食施設の運営と食物アレルギー対応・衛生管理 

〇学校給食における食育・地産地消の推進 

 

（５） 未来を担う青少年の健全育成 

家庭や地域の教育力の低下、ＳＮＳの普及による情報化の進展など、青少年を取り巻く環境が急激

に変化し、対人関係の希薄化やコミュニケーション能力の低下、各種体験の不足などが問題となっ

ているほか、青少年が犯罪に巻き込まれる危険性や犯罪に加担する可能性も大きくなっています。 
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                           4  古河市教育に関する大綱   （令和３年３月策定） 

１ 大綱について 

（１） 位置づけ 

この大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３の規定に基づく「地方公共団体

の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱」として位置づけられるものです。 

大綱の策定にあたっては、新たに別の大綱を策定するのではなく、教育、学術及び文化に関する基

本的な理念や基本目標、施策の体系及び基本的方向性を網羅している【第２次古河市総合計画 第

Ⅱ期基本計画】を基本としています。 

 

（２） 計画期間 

令和３年度から令和６年度までの概ね４年間 

 

２ 基本目標 

人が育ち文化の息づく古河（まち）をつくる 

未来の古河市を心豊かで文化の薫るまちとするためには、知識と教養を身に付け、学んだことを活

かしながら地域をより良くしようと行動する市民を育む、教育文化のまちづくりが大切です。 

このため、学習プログラムや学校施設の改善など、ソフト・ハードの両面から、グローバル社会を

リードする人材の育成を視野に入れ、児童・生徒の学びの環境を向上させていくとともに、市民一

人ひとりの目的と意欲に応じた生涯学習環境づくりや、スポーツ・文化活動を楽しめる環境づくり

に努めていきます。 

 

３ 基本方針 

（１） 市民のニーズに合った生涯学習の充実 

情報化や国際化の進展、ライフスタイルの変化などの中で、新たな知識や技術を習得し、心豊かな

生活を送るため、自主的な学習意欲が高まっており、市民の多様な学習ニーズへの対応が重要とな

っています。 

古河市では、公民館などを中心に、各種講座や教室を開催し、情報提供を進め、市民の自主的な活

動を支援してきました。この中で、生活上の課題や地域課題に対応した講座等の企画・実施や、あ

らゆる人々が参加できる学習機会の提供が課題となっています。 

今後も、公民館や図書館など生涯学習に関連する施設の効果的な運営を図り、市民の学習ニーズに

的確に対応しながら、いつでもどこでも学べるように生涯学習の機会や環境の充実を図るととも

に、その成果を地域の中で活かせるような環境づくりを進めていく必要があります。 

【施策項目】 

〇生涯学習の機会の充実 

〇生涯学習環境の充実 

〇生涯学習施設等の充実 

〇読書環境の充実 

 

（２） 生きる力を育む学校教育の充実 

グローバル化の進展や人工知能の進化などに直面している今日、将来を担う子どもたちには、様々

な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決する力や、新たな価値を創造する力などを

確実に身に付けることが求められます。 

学校現場においては、学力の低下、いじめ・不登校など諸課題への対応、特別支援教育の充実、Ｉ

ＣＴの活用をはじめ、複雑かつ多様な課題に向き合う必要があります。そのため、個に応じた教育

の推進により「主体的・対話的で深い学び」という確かな学力の定着を図るとともに、道徳教育の

充実により、他者への思いやりなどを育み、社会性や規範意識などを備えた豊かな人間性の育成が

重要となっています。 
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質  問  内  容 複数回答=順位のみ // 一問一答=順位＋割合（%） 

一日どれくらい勉強するか？ 
①30 分～1 時間 39.4%  ②1～2 時間 34.4%  ③30 分以下 

16.3% 

どれくらい本を読むか？  
①ほとんど毎日 30.4%  ②1週間に 3日以上 22.9%  ③1週間

に 1日以上 16.7% 

スマホ・パソコン・携帯ゲームをどれ

くらい使うか？ 

1日当たり①1～2時間 37.2％  ②3～4時間 28.9％  ③5時間

以上 15.1％  ④１時間より少ない 15% 

子ども会などの地域行事などに行く

か？ 
①ときどき 31.1％  ②行かない 27.7％  ③いつも 25.1％  

どのような人になりたいか？ 
①相手のことを思いやれる ②自分のことは自分でできる ③礼儀正し

い 

大人になっても古河市に住みたい

か？ 

①できれば 23.2％  ②どちらともいえない 22.8％  ③このまま

ずっと 20.9％ 

 

教職員アンケート  

質  問  内  容 複数回答=順位のみ // 一問一答=順位＋割合（%） 

関心のある教育課題は？ ①働き方改革の推進 ②ICT教育の推進 ③主体的・対話的で深い学び 

どのくらい忙しさを感じているか？ 
①毎日忙しい 49.9% ②忙しい日が多い 35.8% ③忙しい日と余

裕のある日が半々 11.5% 

仕事上、大変と感じていることは？ 
①報告書作成等の事務処理 ②保護者対応 ③成績等の処理 ④生徒指

導 

仕事上必要な研修は？ 
①ICT 教育関連 ②教科・科目の指導や専門性関連 ③児童・生徒の理

解や指導関連 

子どもが先生に望んでいることは何

だと思うか？ 

①いじめのない楽しい生活を送れる学校づくり ②悩みや意見をじっく

り聞いてほしい ③先生と一緒に遊んだり話したりする時間がほしい 

日常の学習指導で重視していること

は？ 

①基礎的な知識・技能定着を図る指導 ②つまずきを捉え、個に応じた

指導 ③主体的に取り組む課題解決型の指導 

子どもに身に付けさせたい力は？ 
①友だち等とのコミュニケーション力 ②各教科の基礎的な学力・体力 

③自己肯定感を高め、将来について考えられる力 

子どもの生活について課題と思うこ

とは？ 

①友だちとの交流(対人関係)ができない ②感情や欲求をコントロール

できない ③自発性やチャレンジする意欲が低い 

家庭での取組として大切だと思うこ

とは？ 

①家族でコミュニケーションを増やす ②スマホ等の使用ルールを決め

る ③しつけや教育に関心を持つ 

保護者や地域住民に協力してほしい

ことは？ 

①登下校時の見守り活動 ②花壇の手入れや校内美化活動等 ③非行

防止や生徒指導への協力 
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質  問  内  容 複数回答=順位のみ // 一問一答=順位＋割合（%） 

少子化が進む中、今後の学校の適

正規模についての考えは？ 

①全学校の学区見直し・学校再編 30.6%  ②現在のまま 28.6%  

③小規模校のみを対象に近隣の学校との再編 23.5%  ④中学校区

ごとに小学校の学区の見直しや再編 15.6% 

市の教育施策で充実してほしいも

のは？ 
①学力・体力向上 ②ICT教育 ③外国語教育  ④不登校・いじめ解消 

子どものために地域が担うべきも

のは？ 

①安心安全のための見守り ②社会ルールを学ぶ機会の付与 ③地域全

体で育てていこうとする共通意識を住民が持つ 

今後も子どもに古河市に住んでほ

しいと思うか？ 

①どちらでもよい 69.1%  ②住んでほしい 18.3%  ③わからな

い 7.7% 

あなたは公民館で何を学びたい

か？ 

①趣味的なもの ②健康・スポーツ ③家庭生活関連 ④職業上必要な

技能 

あなたが図書館に期待すること

は？ 

①資料（本、CD、DVD など）の充実 ②インターネット接続環境の整備 

③電子書籍等の提供 

あなたが博物館に期待すること

は？ 

①学校教育と連携した子どもへの学習機会の提供 ②子ども向け講座

の充実 ③企画展の充実 

あなたは 1 週間のうち 30 分以上

の運動をするか？ 

①まったくしない 50.9%  ②週に 1.2 回 34.4%  ③週に 3～5

回 11.2％ 

 

児童生徒アンケート  

質  問  内  容 複数回答=順位のみ // 一問一答=順位＋割合（%） 

どの教科が好きか？ ①体育 ②理科 ③図工(美術) 

学習内容がわからないとき誰に聞

く？ 
①友だち ②家の人 ③先生 

どのような先生に教わりたいか？ ①話がおもしろい ②勉強をよく教えてくる ③何でも相談できる 

どんな時が楽しいか？ ①休み時間 ②遠足・社会科見学・宿泊学習 ③クラブ活動(部活動) 

困っていること・心配なことを誰に

話すか？ 
①親 ②友だち ③先生 

朝ごはんを食べているか？ 
①毎日 86％ ②食べる日が多い  8.5%  ③食べない日が多い 

4.1% 

何時ごろ寝るか？ 
①9 時～10 時 38％  ②10 時～11 時 35.5%  ③11 時～0 時 

14.6％  

 

資

料

編 



12 

 

                          

対  象  者 対象数 回答数 回答率 

保護者 
小学 4年～中学 2年 

5,788人 1,875件 32.39％ 

児童生徒 5,788人 1,602件 27.68％ 

教職員 市立小中学校に勤務 766人 547件 71.41％ 

 

3 策定に係るアンケート調査結果 

回答期間：令和 3年 7月 1日～令和 3年 7月 16日 

回答方法：各自Ｗｅｂ上で回答を入力 

 

対  象  者 対象数 回答数 回答率 

社会教育委員 14人 6件 42.86％ 

博物館運営協議会委員 15人 7件 46.67％ 

 
回答時期：令和 3年 7月下旬 

回答方法：用紙への意見記入 

 ♦１♦ アンケート・意見収集の概要  

保護者アンケート 

 ♦２♦ Ｗｅｂアンケートの集計結果抜粋  

 

質  問  内  容 複数回答=順位のみ // 一問一答=順位＋割合（%） 

子どもとの家での会話の内容は？ ①学校の出来事 ②友だち ③勉強や成績 

子どもは自分から勉強するか？ 
①どちらかといえばしている 43.4%  ②している 32.4% 

③していない 23.8% 

子どもにどう育ってほしいか？ 
①明るく元気で、心身共に元気な子 ②人を思いやり支え合う優しい子 

③意欲があり、何事にも進んで取り組む子 

子どもの習い事は？ ①スポーツ関係 ②学習塾 ③していない 

子どもはインターネットを使って何を

しているか？ 
①ゲーム・動画 ②ネットニュース・調べもの ③SNS 

子どもに関しての悩みや困りは？ ①学力・勉強 ②生活態度や習慣 ③進路 
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1,219

1,272

1,387
1,422

1,525 
1,552 

1,577 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

放課後児童クラブ年度別入所児童数

放課後児童健全育成事業実施状況調査より（毎年度 5 月 1日現在、令和 2 年度のみ 7 月 1 日現在） 

放課後児童クラブ施設一覧 

クラブ名 設置場所 
 

クラブ名 設置場所 

１小クローバー児童クラブ 学校敷地内  上大野児童クラブ 学校校舎内 

２小スマイル児童クラブ 学校校舎内  駒羽根児童クラブ 学校北側 

３小のびっこ児童クラブ 学校敷地内  西牛谷児童クラブ 学校敷地内 

たんぽぽ４小クラブ 学校校舎内（保護者会運営）  水海児童クラブ 学校校舎内 

たけのこ４小クラブ 学校校舎内（保護者会運営）  下辺見児童クラブ 学校校舎内 

５小つくしんぼクラブ 学校校舎内（保護者会運営）  中央小児童クラブ 学校敷地内 

６小平和町児童クラブ 学校敷地内  諸川児童クラブ 学校敷地内 

７小ひまわり児童クラブ 学校敷地内・外  大和田児童クラブ 学校敷地内 

釈迦児童クラブ 学校校舎内  駒込児童クラブ 学校校舎内 

下大野児童クラブ 学校校舎内  八俣児童クラブ 学校敷地内 

上辺見児童クラブ 学校校舎内  名崎児童クラブ 学校校舎内 

小堤児童クラブ 学校校舎内  仁連児童クラブ 学校校舎内 
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機 器 名 等 
平成 29年度 

以前 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

１ 学習用端末 

小学校児童用  1,564 1,764 1,964 7,552 

中学校生徒用 360  360  360 3,068 

2 大型テレビ 

小学校 185 190 195 195 

中学校 49 51 51 78 

3 校務用パソコン 教職員用 790 790 820 820 

 

ＩＣＴ教育関連機器の整備状況 

1 学習用端末 

・授業等に使用するタブレット型端末。 

（台） 

3 校務用パソコン 

・教職員（常勤、非常勤）や事務員が、統合型校務支援システムやファイルサーバを利用し、学籍 

 管理、成績処理、健康管理、授業の教材作成などの学校運営にかかわる事務など校務全般に使用。 

2 大型テレビ 

・令和３年度に小中学校の各普通教室（通常学級）への 1台整備を達成。 

 

施  設  名 
平成 

28年度 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

古河歴史博物館 20,787  19,511  15,044  15,154  6,084  

古河文学館 12,498  15,387  11,404  10,430  2,562  

篆刻美術館 7,685  8,200  8,638  9,024  2,082  

古河街角美術館 18,703  20,913  14,136  14,172  4,992  

三和資料館 4,028  4,421  4,517  4,048  2,092  

鷹見泉石記念館 16,958  17,513  16,926  14,985  7,638  

奥原晴湖画室 16,958  17,513  16,926  14,985  7,638  

永井路子旧宅 5,128  4,738  3,966  3,177  886  

 

 

博物館施設の利用状況 

 

（人） 
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スポーツ施設の利用状況 

施   設   名 
平成 

28年度 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

古河市サッカー場 12,043 5,917 9,620 7,077 15,891 

古河市古河市民球場 7,526 7,158 8,328 9,128 4,446 

古河・ふれあい・新久田 

テニス場 
14,736 14,222 12,445 13,962 8,228 

古河スポーツ交流センター 119,564 174,697 170,851 139,721 40,176 

リバーフィールド古河野球場 3,903 2,823 5,112 3,358 1,211 

リバーフィールド古河サッカー場 23,170 28,118 33,491 33,435 9,793 

リバーフィールド古河 

レクリエーション広場 
22,915 16,385 17,353 17,855 5,475 

リバーフィールド古河 

マレットゴルフ場 
16,071 16,877 15,849 15,432 10,689 

古河ゴルフリンクス 46,186 47,059 48,574 38,720 43,096 

古河リバーサイド倶楽部 15,569 10,037 11,133 8,924 98 

古河市中央運動公園総合体育館 343,182 364,784 248,255 192,280 63,795 

古河市中央運動公園陸上競技場 67,411 49,585 66,487 70,908 21,959 

古河市中央運動公園テニスコート 35,699 37,263 36,677 36,604 21,539 

古河市中央運動公園サッカー広場 24,833 23,510 19,690 2,870 2,560 

古河市中央運動公園自由広場 13,009 12,498 12,438 11,197 5,909 

古河市中央運動公園温水プール 54,064 58,104 52,046 49,252 19,055 

古河市丘里公園野球場 

兼ソフトボール場 
12,370 13,108 13,108 10,117 5,164 

古河市北利根北公園野球場 6,268 4,912 4,912 4,843 3,069 

古河市北利根北公園 

テニスコート 
5,175 5,604 5,604 5,751 2,886 

古河市北利根南公園 

ソフトボール場 
4,477 6,279 6,279 5,242 2,403 

古河市上大野グラウンド 28,268 28,150 29,150 24,875 10,801 

古河市小堤スポーツ広場 8,300 19,660 19,660 18,254 16,366 

古河市三和健康ふれあい 

スポーツセンター 
114,974 105,155 105,155 87,345 43,853 

古河市三和野球場 12,348 13,282 13,282 11,960 8,132 

古河市三和農村環境改善センター 62,697 54,084 46,165 39,518 6,642 
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各図書館・図書室の利用状況 

施   設   名   等 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 

古河市古河図書館 

人数（人） 31,247 29,547 19,598 

貸出点数（冊） 121,203 112,854 76,907 

蔵書数（冊） 107,454 107,969 108,639 

古河市三和図書館 

人数（人） 42,847 40,602 26,853 

貸出点数（冊） 181,047 175,129 119,555 

蔵書数（冊） 171,413 172,375 172,740 

古河市中央公民館 

（図書室） 

人数（人） 4,235 4,275 2,785 

貸出点数（冊） 16,797 17,389 10,115 

蔵書数（冊） 48,950 49,434 49,893 

古河市つつみ公民館 

（図書室） 

人数（人） 2,535 2,372 1,462 

貸出点数（冊） 10,082 10,071 5,825 

蔵書数（冊） 45,255 43,618 43,709 

古河市中田公民館 

（図書室） 

人数（人） 3,060 3,202 2,378 

貸出点数（冊） 9,298 9,895 7,165 

蔵書数（冊） 24,140 24,151 23,993 

古河市生涯学習 

センター総和 

（図書室） 

人数（人） 2,328 837 1,338 

貸出点数（冊） 10,737 3,474 5,570 

蔵書数（冊） 25,655 25,984 26,106 

古河市ユーセンター

総和 

（図書室） 

人数（人） 5,596 5,626 3,948 

貸出点数（冊） 20,448 22,009 15,814 

蔵書数（冊） 44,228 44,733 43,860 

古河市地域交流 

センター 

人数（人） 327 281 336 

貸出点数（冊） 774 539 813 

蔵書数（冊） － － － 

 

 ※ 地域交流センター：貸出・返却のみ対応、図書室無し 

 

※ 
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公民館等の利用人数・件数 

施  設  名 
平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

2 年度 

古河市中央公民館 
48,466人 51,102人 51,035人 53,163人 23,193人 

3,440件 2,792件 2,933件 3,133件 1,667件 

古河市つつみ公民館 
20,327人 21,644人 24,734人 24,880人 9,008人 

1,779件 1,873件 1,951件 1,855件 976件 

古河市さくら公民館 
14,980人 13,366人 13,082人 12,351人 6,009人 

1,182件 1,149件 1,132件 1,078件 536件 

古河市ふれあい公民館 
15,185人 14,146人 14,796人 15,158人 7,697人 

1,288件 1,200件 1,211件 1,180件 569件 

古河市中田公民館 
33,149人 33,237人 32,508人 27,322人 8,398人 

2,858件 2,807件 2,772件 2,522件 970件 

古河市古河東公民館 
38,511人 35,950人 34,860人 32,010人 10,554人 

3,846件 3,475件 3,359件 2,966件 1,288件 

古河市三和地域交流 

センター 

31,147人 33,447人 42,165人 82,968人 19,198人 

2,657件 2,521件 2,649件 4,150件 1,477件 

古河市生涯学習センター

総和 

82,666人 79,942人 74,297人 14,394人 11,060人 

2,566件 2,514件 2,294件 591件 849件 

古河市ユーセンター 

総和 

50,092人 22,885人 42,183人 43,051人 14,862人 

2,730件 1,136件 2,027件 1,898件 1,500件 

古河市地域交流センター 
68,669人 65,273人 75,038人 76,548人 26,697人 

4,461件 4,164件 4,607件 4,599件 2,239件 

古河市駅西地域交流 

センター 

92人 15,968人 18,955人 20,476人 9,112人 

7件 1,619件 1,957件 2,120件 1,246件 

 

※1 生涯学習センター総和：令和元年度の人数減は空調設備工事による利用制限による。 

※2 ユーセンター総和：平成 29 年度の人数減は空調設備工事による利用制限による。 

※3 駅西地域交流センター：平成 29年 3 月に開館。  

 

※1 

※2 

※3 
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全年度５月１日時点の数値（人） 

学 校 名 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

古河第一小学校 310 315 335 333 318 

古河第二小学校 433 440 449 443 456 

古河第三小学校 301 309 303 324 327 

古河第四小学校 495 480 485 450 416 

古河第五小学校 121 117 125 127 120 

古河第六小学校 509 499 489 478 464 

古河第七小学校 553 548 536 552 512 

釈迦小学校 110 109 106 114 110 

下大野小学校 334 336 333 318 316 

上辺見小学校 343 338 360 370 375 

小堤小学校 225 211 194 191 188 

上大野小学校 97 95 82 70 54 

駒羽根小学校 306 289 273 253 221 

西牛谷小学校 250 245 239 233 209 

水海小学校 198 194 189 181 183 

下辺見小学校 362 362 376 374 380 

中央小学校 482 480 475 473 483 

諸川小学校 523 499 496 473 488 

大和田小学校 73 79 75 78 83 

駒込小学校 111 109 118 118 112 

八俣小学校 393 415 395 374 353 

名崎小学校 445 438 415 412 378 

仁連小学校 251 227 223 216 207 

小学校合計 7,225 7,134 7,071 6,955 6,753 

      

学 校 名 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

古河第一中学校 441 432 399 403 426 

古河第二中学校 555 571 576 573 605 

古河第三中学校 337 357 388 389 410 

総和中学校 559 554 508 495 490 

総和北中学校 267 264 251 215 192 

総和南中学校 478 451 430 418 423 

三和中学校 357 339 330 334 342 

三和北中学校 366 351 336 330 319 

三和東中学校 225 206 204 202 208 

中学校合計 3,585 3,525 3,422 3,359 3,415 

 

小中学校別 児童生徒数 

（学校基本調査より） 
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145,265
142,995

140,946
139,396

135,291

平成17年度 平成22年度 平成27年度 令和2年度 令和7年度

古河市総人口の推移

 

8,551 

7,858 
7,451 

6,955 

5,984 

4,573 
4,106 

3,607 
3,359 

3,077 

平成17年度 平成22年度 平成27年度 令和2年度 令和8年度

古河市立小中学校の児童生徒数の推移

小学校 中学校

（「国勢調査」より。令和 7年度のみ「古河市まち・ひと・しごと人口ビジョン」のデータを使用。） 

※ 

※平成 17 年度は旧古河市・総和町・三和町の合計数 

（「学校基本調査」より。令和 8年度のみ古河市教育委員会推計値。） 

※ 

 2  基礎データ  

見込み 

 

見込み 
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スポーツ施設一覧 

No. 施   設   名 
指定管理制度 

導入状況 ※ 
住   所 電  話 

56 古河市サッカー場   駒ケ崎 44-1 0280-22-3500 

57 古河市古河市民球場   駒ケ崎 19 0280-22-3500 

58 

古河市古河テニス場   鴻巣 1495 
0280-22-3500 

古河市古河ふれあいテニス場   鴻巣 1498 

59 古河市新久田テニス場   新久田 264 0280-22-3500 

60 古河スポーツ交流センター 有 立崎 510-1 0280-22-3500 

61 

リバーフィールド古河 

（野球場、サッカー場、レクリエー 

ション広場、マレットゴルフ場） 

有 
立崎地内 

（渡良瀬川河川敷） 
0280-22-3500 

62 

古河ゴルフリンクス 有 
西町 10-1 

0280-22-4000 

古河リバーサイド倶楽部 有 0280-22-5500 

63 

古河市中央運動公園 

（総合体育館、陸上競技場、テニス 

コート、サッカー広場、自由広場、 

温水プール） 

  
下大野 2528 

0280-92-5555 

中央運動公園温水プール 有 0280-92-9000 

64 
古河市丘里公園野球場 

兼ソフトボール場 
  丘里 9 0280-92-5555 

65 

古河市北利根北公園野球場   
北利根 11 0280-92-5555 

古河市北利根北公園テニスコート   

66 古河市北利根南公園ソフトボール場   北利根 6 0280-92-5555 

67 古河市上大野グラウンド   上大野 1532-1 0280-92-5555 

68 古河市小堤スポーツ広場   小堤 227-1  0280-92-5555 

69 
古河市三和健康ふれあい 

スポーツセンター 
有 仁連 2042-1 0280-76-7000 

70 古河市諸川コミュニティパーク   諸川 1844-4 0280-76-7000 

71 古河市尾崎ファミリースポーツ公園   尾崎 4037-4 0280-76-7000 

72 古河市東山田公園   東山田 1814-1 0280-76-7000 

73 古河市三和野球場 有 東山田 1808-1 
0280-76-7000 

0280-78-1815 

74 古河市三和農村環境改善センター 有 東山田 1808-12 0280-78-1815 

 

 

※ 指定管理制度導入は令和３年１０月１日現在の状況を記載 
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No. 施   設   名 住    所 電   話 

㊹ 古河市中央公民館 下大野 2248 0280-92-4501 

㊺ 古河市つつみ公民館 小堤 1766 0280-98-5530 

㊻ 古河市さくら公民館 久能 973-1 0280-92-3422 

㊼ 古河市ふれあい公民館 駒羽根 1419-4 0280-92-3036 

㊽ 古河市中田公民館 中田新田 135-1 0280-48-1852 

㊾ 
古河市古河東公民館 東 3-7-19 0280-32-5533 

古河市古河図書館 東 3-7-19 0280-32-5299 

㊿ 古河市三和地域交流センター 仁連 2065 0280-76-1517 

51 古河市生涯学習センター総和 前林 1953-1 0280-92-4000 

52 古河市ユーセンター総和 上辺見 2369 0280-31-3211 

53 古河市地域交流センター 横山町 1-2-20 0280-21-1255 

54 古河市駅西地域交流センター 幸町 3-43 0280-31-3111 

55 古河市三和図書館 仁連 2042-1 0280-75-1511 

 

 

公民館等一覧 

博物館施設一覧 

No. 施   設   名 住    所 電   話 

㊱ 古河歴史博物館 中央町 3-10-56 0280-22-5211 

㊲ 古河文学館 中央町 3-10-21 0280-21-1129 

㊳ 篆刻美術館 中央町 2-4-18 0280-22-5611 

㊴ 古河街角美術館 中央町 2-6-60 0280-22-5911 

㊵ 三和資料館 仁連 2042-1 0280-75-1511 

㊶ 鷹見泉石記念館 中央町 3-11-2 0280-22-5211 

㊷ 奥原晴湖画室 中央町 3-11-2 0280-22-5211 

㊸ 永井路子旧宅 中央町 2-6-52 0280-21-1129 

 

 

教育支援センター 一覧 

No. 施   設   名 住    所 電   話 

㉝ はなももルームこが 鴻巣 399-1 0280-23-6266 

㉞ さるびあルームそうわ 駒羽根 620 0280-92-7311 

㉟ こすもすルームさんわ 仁連 2228-7 0280-76-3321 
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 1  古河市の教育文化施設  

No. 学  校  名 住    所 電   話 

① 古河第一小学校 中央町 3-10-1 0280-22-0101 

② 古河第二小学校 本町 2-10-45 0280-32-2700 

③ 古河第三小学校 旭町 1-18-4 0280-32-0742 

④ 古河第四小学校 中田 1221 0280-48-1862 

⑤ 古河第五小学校 横山町 3-13-27 0280-22-0647 

⑥ 古河第六小学校 北町 16-47 0280-32-5065 

⑦ 古河第七小学校 三和 176-1 0280-48-1791 

⑧ 釈迦小学校 釈迦 271 0280-92-0104 

⑨ 下大野小学校 下大野 734-2 0280-92-0004 

⑩ 上辺見小学校 上辺見 1164 0280-32-0633 

⑪ 小堤小学校 小堤 1815-1 0280-98-3004 

⑫ 上大野小学校 上大野 1425 0280-98-3009 

⑬ 駒羽根小学校 駒羽根 1364 0280-92-5477 

⑭ 西牛谷小学校 西牛谷 650 0280-98-0333 

⑮ 水海小学校 水海 542-1 0280-92-0353 

⑯ 下辺見小学校 下辺見 2400 0280-32-0921 

⑰ 中央小学校 下大野 1573-20 0280-92-1610 

⑱ 諸川小学校 諸川 1097 0280-76-0039 

⑲ 大和田小学校 大和田 822 0280-76-0040 

⑳ 駒込小学校 駒込 899-3 0280-76-0041 

㉑ 八俣小学校 東山田 1814 0280-78-0009 

㉒ 名崎小学校 尾崎 4200 0280-76-0099 

㉓ 仁連小学校 仁連 607 0280-76-5914 

㉔ 古河第一中学校 常盤町 11-26 0280-32-0183 

㉕ 古河第二中学校 鴻巣 780 0280-48-1464 

㉖ 古河第三中学校 下山町 9-5 0280-32-6711 

㉗ 総和中学校 女沼 290-1 0280-92-0057 

㉘ 総和北中学校 小堤 1775 0280-98-0330 

㉙ 総和南中学校 磯部 1773 0280-92-1709 

㉚ 三和中学校 東山田 472 0280-76-0133 

㉛ 三和北中学校 諸川 1995 0280-76-5900 

㉜ 三和東中学校 尾崎 4515 0280-76-7676 

 

 

古河市立小中学校    

教育ポータルサイト 

（https://www.koga.ed.jp/） 小中学校一覧 
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   古河市教育振興基本計画（後期計画） 

 

令和 4 年 3 月 

編集・発行：古河市教育委員会 

 

 

      〒306-8601 茨城県古河市長谷町 38 番 18 号 

      TEL 0280-22-5111（代表） 

      FAX 0280-22-5105 

      URL http://www.city.ibaraki-koga.lg.jp/ 

古河市の 鳥 

「カワセミ」 

古河市の 花 

「ハナモモ」 

古河市の 木 

「ケヤキ」 

古河市の 魚 

「フナ」 



                          

 


